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第 1 章

IPv6の概要

• IPv6導入の概要（1ページ）
• IPv6専用ネットワークへの移行（3ページ）
•エンタープライズネットワークの展開に関する推奨事項（4ページ）
• IPv4と IPv6の比較（6ページ）

IPv6導入の概要
このマニュアルでは、デュアルスタック（IPv4および IPv6）環境で IPv6を使用するようにシ
スココラボレーションネットワーク設計を移行する方法に関しての推奨事項について説明し

ます。

このマニュアルではキャンパスおよびWANで IPv6を実装する方法については説明しません
が、それらの詳細情報が記載された他のドキュメントを紹介しています。コラボレーション

IPv6アップグレードの開始時に、データ IPv6サービスが最初に提供されることを前提として
います。

（注）

このマニュアルでは、IPv6のアーキテクチャと機能について概要を説明し、IPv6の詳細に関
する推奨資料を提供します。ただしこのマニュアルの主な目的は、下記を含むCiscoCollaboration
Systemsリリース（CSR）12.0の導入環境およびテスト環境に基づいて IPv6を導入する方法に
ついて説明することです。

• IPv6専用 IP Phone、IPv6専用 PSTNゲートウェイ、およびシスココラボレーションネッ
トワーク向けのオンプレミスデスクトップCisco Jabber機能のソフトウェアアップグレー
ド。表 1 : IPv4アドレスの削減（4ページ）に示すように、これらの IPv6専用デバイス
では 98%を超える IPv4アドレスが節約されます。

• IPv4専用スタックおよび IPv6専用スタックデバイスをサポートするデュアルスタックア
プリケーションサーバ。IPv6専用デバイスがサポートされていない状態で、IPv4専用ス
タックデバイスが共存している場合、既存のすべてのデバイスはアップグレードされず

IPv4専用スタックのままになる可能性があります。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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Cisco Technical Assistance Center（TAC）は、ソリューションテスト済みのコンポーネントのみ
をサポートします。

（注）

このマニュアルは、IPv4を使用したコラボレーション導入の詳細なガイダンスを提供している
次のガイドとともに使用することを強くお勧めします。

•『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』
（http://www.cisco.com/go/ucsrnd）

•『Cisco Preferred Architecture for Enterprise Collaboration 11.6 Design Overview』
（http://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/solutions/PA/enterprise/11x/clbpa116.pdf）

シスココラボレーション IPv6の移行は、Cisco優先アーキテクチャ（PA）で推奨される IPv4
製品の導入後に行います。

•コール制御サーバは Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）です。

• Cisco IP Phone、Jabberクライアント、およびCisco TelePresenceビデオエンドポイントは、
SIPを使用して Unified CMに直接登録します。

• Unified CMクラスタのフェールオーバーメカニズムにより、エンドポイント登録の冗長
性が得られます。WAN障害が発生し、リモートロケーションのエンドポイントがUnified
CMに登録できない場合、ローカルコールと PSTNコールには SRST機能が使用されます
が、Jabberプレゼンスなどの一部のサービスは使用できない可能性があります。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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Cisco Collaboration Systemsリリース（CSR）12.0以降、一部のデフォルト設定が IPv6専用向け
にデフォルトで調整されなくなったため、このガイドの指示に従って IPv6導入の推奨設定が
使用されていることを確認してください。また、管理者設定 UIの一部のラベルは更新されて
いませんが、変更内容はこのマニュアルに記載されています。たとえば、[電話の自動設定を
許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]ラベルが、[電話のステートレス自動設定を許可
（Allow Stateless Auto-Configuration for Phones）]に更新されていません。

（注）

IPv6専用ネットワークへの移行

Cisco Collaboration Systemsリリース（CSR）12.0では、IPv6専用スタックデバイスの導入に
よって IPv4アドレスへの依存が軽減されます。すべてのアプリケーションサーバで重要視さ
れるのは、2つのスタック（IPv4および IPv6）アプリケーションサーバの展開です。2つのス
タックアプリケーションサーバは、より高度な機能と、従来からある IPv4専用デバイス（CSR
12.0で開発されていないため、IPv6専用スタックをサポートしない場合がある）との相互運用
性を提供します。

最終目標は、すべてのコラボレーションエンドポイント、サーバ、およびゲートウェイを IPv6
専用スタックとして設定し、IPv4アドレスを使用しなくてもコラボレーション機能を提供でき
るようにして、IPv4から IPv6へのメディアインターワーキング機能を不要にすることです。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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表 1 : IPv4アドレスの削減

IPv4アドレスの削
減率

IPv6専用エンドポ
イント展開後の

IPv4アドレス

IPv6専用エンドポ
イント展開前の

IPv4アドレス

サーバおよびゲー

トウェイ（デュア

ルスタックまたは

IPv4）

展開の規模（エン

ドポイント）

98.8%65066500

99.7%135,013135,000

99.8%2510,0252510,000

このマニュアルの範囲は、シスコによってテストおよび承認されたソリューションに限定され

ます。サポートされる IPv4専用スタックアプリケーションは、このマニュアルに記載されて
いるものに限られます。IP Phoneおよびゲートウェイには、SIPシグナリングを使用する IPv4
専用スタックまたは IPv6専用スタックが設定されていることを前提とします。サポートされ
ているアプリケーションサーバは、IPv4専用および IPv6専用スタック（デュアルスタック）
をサポートします。シスコで開発またはテストしていないアプリケーションは、Cisco TACで
はサポートされません。IPv6対応のネットワーク構成では、IPPhone、音声ゲートウェイ（Cisco
VGシリーズゲートウェイ）、および Cisco Unity Connectionの Skinny Client Control Protocol
（SCCP）は設定されず、Cisco Unified Communications Managerによるメディアターミネーショ
ンポイント（MTP）の使用を除いてテストも実施されません。

（注）

エンタープライズネットワークの展開に関する推奨事項
IPv4専用スタックまたは IPv6専用スタックデバイスは次をサポートします。

•単一サイトの呼処理配置。

•マルチサイトの分散型呼処理配置。

•集中型呼処理を使用するマルチサイト配置。

IPv6導入に移行して IPv4アドレスへの依存を軽減するために、次を導入することをお勧めし
ます。

• IPv6専用スタックの SIP電話、SIPゲートウェイ、および SIPトランク

• IPv4専用スタックおよび IPv6専用スタック（デュアルスタック）の Cisco Unified
Communications Manager（Unified CM）クラスタとその他のアプリケーションサーバ

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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SIPトランクの場合、代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）を使用することは推奨しま
せん。ANATは IPv4アドレスを必要とし、IPv6ネットワークでの IPv4の枯渇を緩和できませ
ん。ANATは、統合相互運用テストコマンド（JITC）認定を使用した米国国防総省（DoD）の
導入にのみ適用されます。また、PSTN SIPトランクサービスプロバイダーはANATをサポー
トしないことに注意してください。

（注）

CSR 12.0導入の対象外項目

従来の IPv4ネットワークから IPv6デュアルスタックネットワーク配置に移行する場合、次の
機能はサポートおよびテストの対象にはなりません。

• IPv6専用スタックサイトまたはブランチオフィス（LAN）

• IPv6専用データセンター

• SCCPシグナリングを使用する IP Phone（すべてのモデルタイプ）

•セキュアな IP Phoneおよびゲートウェイ

• ISRルータおよび ISR G2ルータに基づくアプリケーション

• IP Phoneの VPN

•ビデオサービスエンドポイント（TelePresenceまたは IP Phone）

• NTPを使用する IP Phone

• Cisco TelePresence Conductor、Cisco TelePresence MCU、および Cisco TelePresence Serverに
基づくビデオ会議の導入

• Mobile Remote Access（MRA）

• Cisco Expressway MRAサポート

•オフプレミス Cisco Jabber

• SCCPシグナリング構成の IP Phone

• ANATシグナリング構成を使用する SIP

• RSVPコールアドミッション制御

• Cisco Spark Hybrid Services

•サードパーティ API製品

•メディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）ゲートウェイ

• Unified CMでサポートされる H.323ゲートウェイ

•サポートが終了したすべての製品

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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IPv4と IPv6の比較
ここでは、IPv6導入の背後にある動機について簡単に説明し、IPv4と IPv6の比較の要約を示
します。

IPv6を導入する理由
IPv6の導入は、主に IPv4アドレスの枯渇によって引き起こされます。世界的に IPネットワー
クの使用が増加するとともに、IPアドレスを必要とするアプリケーション、デバイス、および
サービスの数が急増しています。Internet Assigned Numbers Authority（IANA）と地域インター
ネットレジストリによると、未割り当ての IPv4アドレスのプールは使い果たされています。
たとえば、American Registry for Internet Numbers（ARIN）内のすべてのエリアワイヤレスネッ
トワークは IPv6専用スタックです。

現在の IPv4アドレス空間は、潜在的なユーザ数の大幅な増加とインターネット拡大の地理的
ニーズを満たすことができないため、多くの企業が IPアドレスをほぼ無制限に供給できる IPv6
に移行したり、IPv6への移行を計画したりしています。

インターネットを IPv4から IPv6に変換するには、数年かかる可能性があります。この期間は
IPv4と IPv6が共存し、徐々に IPv6に置き換えられていくことになります。

IPv4に対する IPv6の利点
インターネットプロトコルの新しいバージョンとして、IPv6は IPv4に勝る次の利点を提供し
ます。

•大規模なアドレス空間（Cisco Collaboration Systemsリリース（CSR）12.0でサポート）

現在の導入を実現した IPv6の主な特徴は、アドレス空間の大きさです。Ipv6のアドレス
は、IPv4の 32ビットに対して 128ビットの長さがあります。大規模なアドレス空間によ
り、IPv4アドレス空間の枯渇の可能性を回避できます。インターネットトラフィックの
エンドツーエンド接続性の妨げになるネットワークアドレス変換（NAT）やその他のデ
バイスの必要はありません。複雑なサブネット化スキームの必要性をなくすことで、IPv6
アドレッシング方式は理解しやすくなり、中規模および大規模ネットワークの管理が容易

になります。

•アドレススコープ（CSR 12.0でサポート）

IPv6では、アドレススコープの概念が導入されています。アドレススコープは、インター
フェイスの一意の識別子としてアドレスを定義できるリージョン（スパン）を指定しま

す。これらのスパンは、リンク、サイトネットワーク、およびグローバルネットワーク

であり、リンクローカルアドレス、サイトローカルアドレス（ユニークローカルユニ

キャストアドレス）、およびグローバルアドレスに対応します。

•ステートレスアドレス自動設定（SLAAC）（CSR 12.0でサポート）
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ICMPv6ルータ検出メッセージを使用してルーテッド IPv6ネットワークに接続された IPv6
ホストは、自動的に設定することができます。アドレスの再設定も容易です。IPv6自動設
定が適していない場合、ホストでステートフル設定（DHCPv6）を使用することも、手動
で設定することもできます。

•マルチキャスト（CSR 12.0でサポートされない）

マルチキャストは、後で導入された IPv4とは異なり、IPv6の基本仕様に含まれています。
IPv6ユニキャストアドレスと同様に、IPv6マルチキャストアドレスの範囲は IPv4よりは
るかに大きなものです。IPv6にはリンクローカルブロードキャスト機能がありませんが、
all-hostsグループアドレス（FF02::1）にマルチキャスト通信を行うことで同じ効果を得ら
れます。

•合理化されたヘッダー形式とフローの識別（CSR 12.0でサポートされない）

IPv6ヘッダー形式では、固定ヘッダー長を使用してルータの代わりにホストで断片化を実
行し、改良されたヘッダー拡張メソッドと、特別な処理を必要とするトラフィックフロー

を識別する新しいフローラベルを使用して、ルータ処理オーバーヘッドを削減します。

•モバイル IPv6（CSR 12.0でサポートされない）

モバイル IPv6を使用すると、モバイルノードに常に割り当てられた、モバイルノードに
常に到達可能な特定のアドレスに接続したまま、モバイルノードが自身の場所とアドレス

を変更できます。モバイル IPv6は、インターネット層でモバイルノードのアドレス管理
を実行し、ノードがリンク間を移動したときに、トランスポート層接続の存続可能性を提

供します。

モバイル IPv6は、Cisco IP Phoneやその他のコラボレーションコ
ンポーネントではサポートされていません。

（注）

•ネットワーク層セキュリティ（サポートされない）

IPネットワーク層の暗号化と認証のプロトコルである IPsecは、IPv6の基本プロトコルス
イートに含まれています。これは、IPsecがオプションである IPv4とは異なります。ペイ
ロードおよびパフォーマンスのオーバーヘッドが削減されるため、製品では認証と暗号化

に TLSおよび SRTPが使用されます。

次の表に、IPv4サービスと IPv6サービスの違いの概要を示します。

表 2 : IPv4サービスおよび IPv6サービス

IPv6機能IPv4機能IPサービス

128ビット、複数のスコープ32ビット、NATアドレス範囲

ステートレス、再設定が容

易、DHCP
DHCP自動設定
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IPv6機能IPv4機能IPサービス

RIPng、OSPFv3、IS-IS、
EIGRP、MP-BGP

RIP、OSPFv2、IS-IS、EIGRP、
MP-BGP

ルーティング

IPsecIPsecIP Security

直接ルーティング対応のモバ

イル IP
モバイル IPモビリティ（Mobility）

差別化サービス、統合サービ

ス

差別化サービス、統合サービ

ス

Quality of Service（QoS）

MLD、PIM、およびマルチ
キャスト BGP（スコープ識別
子）

IGMP、PIM、およびマルチ
キャスト BGP

IPマルチキャスト
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第 2 章

IPv6の基本

• IPv6の基本の概要（9ページ）
• IPv6アドレス指定（9ページ）
• IPv6ユニキャストアドレス：ネットワーク IDとホスト ID（10ページ）
• IPv6アドレスのタイプ（11ページ）
• IPv6デバイスのアドレス割り当て（15ページ）
• IPv6の DNS（18ページ）

IPv6の基本の概要
この章では、さまざまなアドレスタイプ、アドレス割り当てオプション、新しいDHCP機能、
およびDNSを含む IPv6アドレッシングの基本を紹介します。IPv6の詳細については、次のド
キュメントを参照してください。

• IPv6 Fundamentals: A Straightforward Approach to Understanding IPv6, 2nd Edition（本または
ビデオとして入手できる Cisco Pressパブリケーション）。

• IPv6 Design and Deployment LiveLessons
（http://www.ciscopress.com/store/ipv6-design-and-deployment-livelessons-9780134655512で入
手できる Cisco Pressパブリケーション）。

•その他のシスコオンラインマニュアル（http://www.cisco.com/go/ipv6）

IPv6アドレス指定
IPv6アドレスは、コロンで区切られた 8つの 16ビットの 16進数値（合計 128ビット）で構成
されます。次に例を示します。

2001:0db8:1234:5678:9abc:def0:1234:5678

先行ゼロは省略できます。連続ブロックの連続するゼロには、二重コロン（::）を使用できま
す。二重コロンはアドレスに 1回のみ使用できます。
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次の例は完全なアドレスです。

2001:0db8:0000:130F:0000:0000:087C:140B

省略形は次のとおりです。

2001:0db8:0:130F::87C:140B

IPv4アドレスと同様に、IPv6アドレスのネットワークプレフィックスを同じ方法で表すこと
ができます。

2001:db8:12::/64

IPv6ユニキャストアドレス：ネットワーク IDとホスト
ID

通常、IPv6ユニキャストアドレスでは、ネットワーク IDに 64ビット、ホスト IDに 64ビッ
トを使用します。

図 1 : IPv6ユニキャストネットワーク IDとホスト IDの形式

ネットワーク IDは管理者によって割り当てられます。ホスト IDは手動で設定するか、次のい
ずれかの方法で自動設定します。

•ランダムに生成された番号を使用する。

• DHCPv6を使用する。

•拡張固有識別子（EUI-64）形式を使用する。Cisco IP Phone、ゲートウェイ、ルータなどの
デバイスには EUI-64ホスト ID形式がよく使用されます。次に示すように、この形式は
48ビットMACアドレスの中央に 16ビットの FFFEを挿入して 64ビットに拡張したもの
です。
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図 2 : EUI-64 MACアドレスの IPv6ホストアドレス形式への変換

IPv6アドレスのタイプ
IPv4と同様に、IPv6アドレスがインターフェイスに割り当てられます。ただし、IPv4とは異
なり、IPv6インターフェイスには複数のアドレスが割り当てられることが考えられます。次の
複数のタイプがあります。

•ユニキャストアドレス：単一ノードまたはインターフェイスを識別します。ユニキャスト
アドレス宛てのトラフィックは、単一のインターフェイスに転送されます。

•マルチキャストアドレス：ノードまたはインターフェイスのグループを識別します。マル
チキャストアドレス宛てのトラフィックは、グループ内のすべてのノードに転送されま

す。

•エニーキャストアドレス：ノードまたはインターフェイスのグループを識別します。エ
ニーキャストアドレス宛てのトラフィックは、グループ内の最も近いノードに転送されま

す。基本的にエニーキャストアドレスとは、ホスト IDが 0000:0000:0000:0000の複数のデ
バイスに割り当てられているユニキャストアドレスです（エニーキャストアドレスは、

現在は広く使用されていません）。

ブロードキャストアドレスは IPv6では使用されなくなりました。ブロードキャストアドレス
はリソースを大量に消費するため、IPv6では代わりにマルチキャストアドレスが使用されま
す。

アドレススコープ

アドレススコープによって、インターフェイスの一意の識別子としてアドレスを定義できる

リージョンが決まります。これらのスコープまたはリージョンは、リンク、サイトネットワー

ク、およびグローバルネットワークであり、リンクローカルアドレス、ユニークローカルユ

ニキャストアドレス、およびグローバルアドレスに対応します。
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グローバルユニキャストアドレス

グローバルユニキャストアドレスの概要は次のとおりです。

•インターネット経由でルーティングおよび到達可能。

•広く一般に使用される IPv6アドレス。

•アドレス集約が可能な階層構造。

• 001（2000::/3）に設定された 3つの詳細ビットで識別。

図 3 :グローバルユニキャストアドレスの形式

グローバルルーティングプレフィックスは、Internet Assigned Numbers Authority（IANA）に
よってサービスプロバイダーに割り当てられます。サイトレベルアグリゲータ（SLA）また
はサブネット IDは、サービスプロバイダーによって顧客に割り当てられます。LAN IDは顧
客サイト内にある個々のネットワークを表し、顧客によって管理されます。

ホスト ID（またはインターフェイス ID）は、すべてのユニキャストアドレスに対して同じ意
味を持ちます。64ビット長で、通常は EUI-64形式を使用して作成されます。

例：

2001:0DB8:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345
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ユニークローカルユニキャストアドレス

ユニークローカルユニキャストアドレスの概要は次のとおりです。

•プライベート IPv4アドレスに似ている（例：10.1.1.254）

•ローカル通信、サイト間 VPNなどに使用される

•インターネットでルーティングできない（ルーティングには IPv6 NATが必要）

図 4 :ローカルユニークアドレスの形式

グローバル IDは集約不要で、ローカルドメインの管理者によって定義されます。サブネット
IDも、ローカルドメインの管理者によって定義されます。一般的には、ルート集約ができる
ように、階層型アドレッシングプランを使ってサブネット IDを定義します。

ホスト ID（またはインターフェイス ID）は、すべてのユニキャストアドレスに対して同じ意
味を持ちます。64ビット長で、通常は EUI-64形式を使用して作成されます。

例：

FD00:aaaa:bbbb:CCCC:0987:65FF:FE01:2345

リンクローカルユニキャストアドレス

リンクローカルユニキャストアドレスの概要は次のとおりです。

•同じリンク上の 2つの IPv6デバイス間の通信にのみ使用される必須のアドレス。

• IPv6を有効にすると、デバイスによって自動的に割り当てられる。

•ルーティング可能なアドレスではなく、リンク固有の範囲のみ有効。

•最初の 10ビット（FE80）によって識別される。
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図 5 :リンクローカルユニキャストアドレスの形式

ネットワーク IDの残り 54ビットは、0または手動で設定された値です。インターフェイス ID
は、すべてのユニキャストアドレスに対して同じ意味を持ちます。64ビット長で、通常は
EUI-64形式を使用して作成されます。

例：

FE80:0000:0000:0000:0987:65FF:FE01:2345

一般にこのアドレスは次のような簡便な表記法で表されます。

FE80::987:65FF:FE01:2345

IPv6マルチキャストアドレス
IPv6マルチキャストアドレスには、8ビットのプレフィックス、FF00::/8（1111 1111）があり
ます。2番目のオクテットで、マルチキャストアドレスのライフタイムとスコープが定義され
ます。

図 6 :マルチキャストアドレス形式

マルチキャストアドレスは常に宛先アドレスです。マルチキャストアドレスは、ルータ送信

要求（RS）、ルータアドバタイズ（RA）、DHCPv6、マルチキャストアプリケーションなど
に使用されます。

RSと RAを使用してルータが検出されるため、IPv6クライアントにデフォルトゲートウェイ
を設定する必要はありません。

（注）

表 3 :共通マルチキャストアドレス

意味範囲アドレス

同じノードノードローカルFF01::1

リンク上のすべてのノードリンクローカルFF02::1
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意味範囲アドレス

同じルータノードローカルFF01::2

リンク上のすべてのルータリンクローカルFF02::2

インターネット上のすべての

ルータ

サイトローカルFF05::2

要請ノードリンクローカルFF02::1:FFxx:xxxx

IPv6マルチキャストアドレスの詳細については、IANAのドキュメント
（http://www.iana.org/assignments/ipv6-multicast-addresses）を参照してください。

IPv6デバイスのアドレス割り当て
アドレスは次の方法で割り当てることができます。

•手動設定（15ページ）

• IPv6ステートレスアドレス自動設定（RFC2462）（15ページ）

• DHCP for IPv6（16ページ）

•ステートレス DHCP（16ページ）

•ステートフル DHCP（17ページ）

手動設定

IPv6アドレスは非常に複雑なため、それらの多くは手動で設定する必要はありません。管理上
のオーバーヘッドが多すぎます。ただし、ルータインターフェイスと特定のネットワークリ

ソースにスタティックアドレスが必要な場合があります。

IPv6ステートレスアドレス自動設定（RFC2462）
IPアドレスを割り当てる最も簡単な方法の 1つは、IPv6ルータで IPv6ステートレスアドレス
自動設定（SLAAC）を設定することです。

ネットワーク管理者は、リンク上にルータアドバタイズ（RA）アナウンスを送信するように
ルータを設定します。オンリンク接続されている IPv6ノードに IPv6アドレスおよびルーティ
ングパラメータが自動的に設定されます。

これらのノードはリンクローカルルータの RAから IPv6ネットワークプレフィックスを取得
します。さらに、デバイスのMACアドレスおよび EUI-64形式のホスト IDを使用して、IPv6
ホスト IDを作成します。
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DHCP for IPv6
IPv6デバイスはマルチキャストを使用して IPアドレスを取得し、DHCPv6サーバを見つけま
す。DHCPv6クライアント/サーバの基本概念は、IPv4の DHCPに似ています。クライアント
が設定パラメータを受信する必要がある場合は、接続しているローカルネットワークで要求を

送信し、利用可能な DHCPv6サーバを検出します。

•
• DHCPv6クライアントは、利用可能なサーバにパラメータを要求します。これは、送信請
求およびアドバタイズメッセージと既知の DHCPv6マルチキャストアドレスを使用して
実行されます。

•サーバは要求された情報を応答メッセージで返します。DHCPv4と同様に、DHCPv6はよ
り多くのパラメータと情報をDHCPv6メッセージで伝送するために、「オプション」とい
うアーキテクチャ概念を使用します。

図 7 : IPv6 DHCPメッセージ

DHCPv6クライアントは、リンクローカルネットワーク上のルータからの指示に基づいて
DHCPv6を使用するかどうかを認識します。デフォルトゲートウェイのルータアドバタイズ
（RA）には、この目的で使用できる 2つの設定可能なビットがあります。

• Oビット：このビットを設定すると、クライアントは自身の IPアドレスではなく、その
他の設定パラメータ（たとえば、TFTPサーバアドレスまたは DNSサーバアドレス）を
取得するために DHCPv6を使用できます。

• Mビット：このビットを設定すると、クライアントは DHCPv6サーバから管理対象 IPv6
アドレスとその他の設定パラメータを取得するために DHCPv6を使用できます。

ステートレス DHCP

RFC3736で指定されているステートレス DHCPv6とは、ステートレスアドレス自動設定
（SLAAC）と IPv6用 Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を組み合わせたものです。
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Oビットは設定されているがMビットが設定されていないRAをルータが送信した場合、クラ
イアントは SLAACを使用して IPv6アドレスを取得し、DHCPv6を使用して追加情報（TFTP
サーバアドレスや DNSサーバアドレスなど）を取得できます。DHCPv6サーバがクライアン
トアドレスバインディングを追跡する必要がないため、このメカニズムはステートレスDHCPv6
と呼ばれます。

ステートフル DHCP

Dynamic Host Configuration Protocol for IPv6（DHCPv6）は、Internet Engineering Task Force（IETF）
によって RFC3315で標準化されています。Mビットが設定された RAをルータが送信する場
合、クライアントは DHCPを使用して自身の IPアドレスを取得する必要があることを意味し
ます。

Mビットが設定されている場合、DHCPサーバはアドレスとともに他の設定情報も返すので、
Oビットの設定は意味がありません。DHCPv6サーバがクライアントアドレスバインディン
グを追跡するため、このメカニズムはステートフル DHCPv6と呼ばれます。

IPv6アドレス割り当てテーブル

IP Phoneに IPv6アドレス割り当てを自動的に設定するには、Unified CMとルータルーティン
グアドバタイズ（RA）で次の設定を使用します。

表 4 : IPv6アドレス自動割り当て

OビットMビットUnified CMの
Auto_configパラメータ

アドレス割り当て方式

オフ（Off）オン（On）オン（On）IPフォンアドレス、
TFTPおよびDNSアド
レスのステートフル
DHCPv6

オン（On）オフ（Off）オン（On）RAおよび DHCPの
IPv6アドレスステー
トレスプレフィックス

で TFTPおよび DNS
アドレスを取得

オフ（Off）オフ（Off）オン（On）無効な設定

オフ（Off）オン（On）オフ（Off）IPフォンアドレス、
TFTPおよびDNSアド
レスのステートフル
DHCPv6

オン（On）オフ（Off）オフ（Off）無効な設定

オフ（Off）オフ（Off）オフ（Off）無効な設定
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IPv6の DNS
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）は、次の場合に DNSによる名前とアドレ
スの解決を使用します。

• DNS名を使用して Unified CMサーバを定義する場合（非推奨）

• SIPルートパターンで宛先の定義に DNS名が使用される場合

• SIPトランクでトランク宛先の定義に DNS名が使用される場合

IPv6の場合、DNSの原理は次の例外を除いて IPv4と同じです。

•名称が異なる（Aレコードの代わりに AAAAレコードが使用されます）。

• DNSによる名前とアドレスの照会を行うと、複数の IPv6アドレスが返される場合がある。

表 5 : DNS名とアドレス解決の比較

IPv6IPv4解決

AAAAレコード：

www.abc.test AAAA
2001:db8:C18:1::2

Aレコード：

www.abc.test.A 192.168.30.1

ホスト名から IPアドレスへ

PTRレコード：

2.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.1.0.0.0.8.1.c.0.

8.b.d.0.1.0.0.2.ip6.arpa PTR
www.abc.test.

PTRレコード：

1.30.168.192.in-addr.arpa.PTR

www.abc.test.

IPアドレスからホスト名へ

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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第 3 章

シスココラボレーション製品の IPアド
レッシングモード

• IPアドレッシングモード（19ページ）
• CSR 12.0製品の推奨される IPv6アドレッシングモード（21ページ）
• Cisco Collaboration製品での IPv6アドレッシング（30ページ）
• Unified CMの IPv6の設定パラメータと機能（32ページ）

IPアドレッシングモード
IPアドレッシングモードは、デバイスが通信および認識できるアドレスの種類を指定します。
Cisco Collaboration Systemsリリース（CSR）12.0の一部として次の IPアドレッシングモード
が使用されます。

表 6 : IPアドレッシングモード

注記説明IPアドレッシングモー
ド

一部のエンドポイント

とゲートウェイに使用

されます。

IPv4専用スタック

一部のエンドポイント

とゲートウェイに使用

されます。

IPv6専用スタック

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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注記説明IPアドレッシングモー
ド

Session Initiation
Protocol（SIP）Session
Description Protocol
（SDP）代替ネット
ワークアドレスタイ

プ（ANAT）属性は、
IPv6専用に移行するよ
うに設定しないでくだ

さい。DoDネットワー
クに適用できます。

Cisco Unified
Communications
Manager、Cisco Unity
Connection、Cisco
Emergency Responder、
および Cisco Unified
Survivable Remote Site
Telephony（Unified
SRST）などのアプリ
ケーションサーバに使

用されます。ANATサ
ポートを必要とする

デュアルスタックエン

ドポイントにも適用で

きます。

2つのスタック：IPv4
専用および IPv6専用

IPv6対応デバイスは
IPv4アドレスと通信し
ますが、アプリケー

ションプロトコル

データユニット

（PDU）に埋め込まれ
た IPv6アドレスを受
信および認識できま

す。

IPv4を使用して IPv6
アプリケーション情報

を転送する、Cisco
Prime Collaboration
Provisioningモジュー
ル、Cisco Emergency
Responder、および
Unified CMなどのアプ
リケーションサーバで

使用されます。

IPv6対応
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注記説明IPアドレッシングモー
ド

コラボレーション製品

でANAT SDP Grouping
Frameworkを設定する
ことはできません。

RFC 4091および 4092
の IETF廃止に従うた
め、デュアルスタック

サポートは削除されま

す。デュアルスタック

とは、IPv4と IPv6の
両方のアドレスをシグ

ナリングとメディアの

両方に使用できること

を意味します。メディ

アについては、デュア

ルスタックデバイスが

他のデバイスとの通信

時に IPv4と IPv6の両
方をサポートするとい

う点を最大限に活用で

きます。シグナリング

については、デバイス

設定を使用して IPア
ドレッシングモードを

IPv4または IPv6に設
定します。ただし、こ

の機能を使用する場合

IPv6専用スタック
ネットワークへの移行

は行えません。CSR
12.0以降、デュアルス
タックという用語は

DoDネットワークのエ
ンドポイント導入にの

み適用されます。

DoDネットワーク用の
Cisco Unified IP Phone
6900および 7900シ
リーズにのみ使用され

ます。エンタープライ

ズネットワークには

デュアルスタックを推

奨しません。DoDネッ
トワークに適用できま

す。

デュアルスタックエン

ドポイントで SIP SDP
ANATをサポートする
には、IPv4アドレスと
IPv6アドレスが必要で
す。これらのデバイス

は IPv4と IPv6の両方
のアドレスと通信し、

認識します。

デュアルスタック

CSR 12.0製品の推奨される IPv6アドレッシングモード
コラボレーション IPv6の実装では、次の設定をお勧めします。

•エンドポイントおよびゲートウェイ用の IPv6専用スタック（サポートされる場合）。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
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•アプリケーションサーバおよびインターフェイス用の IPv4専用および IPv6専用スタック
（サポートされる場合）。Unified CMおよび他のアプリケーションは、既存の IPv4専用
デバイスおよびアプリケーションとの相互運用性を確保します。

次の表は、Cisco Collaboration Systemsリリース（CSR）12.0製品で推奨される SIP IPアドレッ
シングモードを示しています。ここに記載されていない製品は、IPv4専用スタックで設定す
る必要があります。

IPv6の製品構成リソースリストについては、IPv6の製品構成リソース（153ページ）を参照し
てください。

（注）

表 7 : CSR 12.0エンドポイントの推奨される IPv6アドレッシングモード

説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用エンドポイン

ト（SIP）

会議モデルな

し。

○×○×Cisco IP Phone
7811、7821、
7841、7861

会議モデルな

し。

○×○×Cisco IP Phone
8811、8841、
8845、8851、
8861、8865

×××○Cisco IP
Conference
Phone 7832

IPv6専用は、
オンプレミス

Jabberデスク
トップ導入向

けです。

ANATなし。

×○○×Cisco Jabber
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説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用エンドポイン

ト（SIP）

IPv4 SIP電話
として展開し

ます。

一部××○（SIP）
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説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用エンドポイン

ト（SIP）

Cisco Unified
IP Phone
6901、
7945G、
7965G、
7975G、およ
び Unified IP
Phone
Expansion
Module 7916

サポートされ

ているが販売

は終了：

6911、6921、
6941、6945、
6961、
7931G、
7942G、
7962G、
Unified IP
Conference
Station
7937G、
Unified IP
Phone
Expansion
Module 7915、
Unified
Wireless IP
Phone 7925G、
7925G-EX、
7926G

サポート終

了：7906G、
7911G、
7941G、
7941GE、
7942G、
7961G、
7961GE、
7962G、
7970G、
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説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用エンドポイン

ト（SIP）

7971G-GE

手動設定の

み。DHCP
IPv6はサポー
トされていま

せん。

××○×Cisco DX70お
よび DX80、
Cisco
TelePresence
MXシリー
ズ、Cisco
TelePresence
SXシリーズ
（CEエンドポ
イント）

××○×Wi-Fi対応デバ
イス：Cisco IP
Phone 8861、
8865

×××○Cisco IP
Communicator

表 8 : CSR 12.0通信ゲートウェイの推奨される IPv6アドレッシングモード

説明CSR 12.0で
テストされ

たソリュー

ション

2つのス
タック：

IPv4と IPv6

IPv6専用IPv4専用アプリケー

ション

ゲートウェ

イ

IPv6導入に
必要な製品

です。

○○○○以下に示す

アプリケー

ション

Cisco 4000
シリーズ

サービス統

合型ルータ

（ISR） ○○××IOSゲート
ウェイ

○○××Unified
SRST

ISR G2のみ
でテスト済

み

○○××CUBE

ISR 4000の
みでテスト

済み

○○××MTP
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説明CSR 12.0で
テストされ

たソリュー

ション

2つのス
タック：

IPv4と IPv6

IPv6専用IPv4専用アプリケー

ション

ゲートウェ

イ

SCCPシグ
ナリングは

サポートさ

れません。

ANATな
し。

部分的

（CUBEは
○）

Cisco Unified
Border
Element
（CUBE）
専用

×○（SIP）以下に示す

アプリケー

ション

Cisco 2900
および 3900
シリーズの

サービス統

合型ルータ

（ISR）

○××○IOSゲート
ウェイ

○××○Unified
SRST

○○×○CUBE

○○××MTP

SCCPシグ
ナリングは

サポートさ

れません。

×××○（SIP）以下に示す

アプリケー

ション

Cisco 2800
および 3800
シリーズの

サービス統

合型ルータ

（ISR） ○××○IOSゲート
ウェイ

○××○Unified
SRST

○○×○CUBE

○○××MTP

SCCPシグ
ナリングは

サポートさ

れません。

×××○（SIP）Cisco
AS5400シ
リーズユニ

バーサル

ゲートウェ

イ

SCCPシグ
ナリングは

サポートさ

れません。

×××○（SIP）Cisco VGシ
リーズゲー

トウェイ
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説明CSR 12.0で
テストされ

たソリュー

ション

2つのス
タック：

IPv4と IPv6

IPv6専用IPv4専用アプリケー

ション

ゲートウェ

イ

ファクスサ

ポート

×××○（SIP）Cisco ATA
190シリー
ズアナログ

電話アダプ

タ

ISR G1 G2×××○H.323ゲー
トウェイ

ISR G1 G2×××○メディア

ゲートウェ

イコント

ロールプロ

トコル

（MGCP）
ゲートウェ

イ

表 9 : CSR 12.0アプリケーションおよびインターフェイスの推奨される IPv6アドレッシングモード

説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用アプリケー

ションまたは

インターフェ

イス

IPv6導入に必
要な製品で

す。

○○××Cisco Unified
Communications
Manager
（Unified
CM）

IPv6導入に必
要な製品で

す。

○○××Cisco Unified
Communications
Manager IM
and Presence
サービス（IM
and Presence
サービス）
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説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用アプリケー

ションまたは

インターフェ

イス

×××○Cisco Unified
Communications
Manager
Express
（Unified
CME）

ISR G3の IPv6
導入に必要な

製品です。

○○××Cisco Unified
Survivable
Remote Site
Telephony
（Unified
SRST）

エージェント

の IPv6専用ス
タックの場合

は NAT64

顧客が実施○××Cisco Unified
Contact Center
Enterprise
（Unified
CCE）

エージェント

の IPv6専用ス
タックの場合

は NAT64

顧客が実施○××Cisco Unified
Contact Center
Express
（Unified
CCX）

○○××Cisco
Emergency
Responder
（Emergency
Responder）

○○××Cisco Unity
Connection

×××○Cisco Unity
Express

×××○販売終了：
Cisco Unified
MeetingPlace
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説明CSR 12.0でテ
ストされたソ

リューション

2つのスタッ
ク：IPv4と
IPv6

IPv6専用IPv4専用アプリケー

ションまたは

インターフェ

イス

IOSゲート
ウェイ、
Unified
SRST、CUBE
に適用されま

す。

顧客が実施○××Cisco Prime
Collaboration

Unified CM、
IM and
Presenceサー
ビス、Cisco
Unity
Connectionに
適用されま

す。

顧客が実施○××シスコ スマー

トソフトウェ

アライセンシ

ング

○○○○LAN/WAN

○○○○ダイナミック

ホストコン

フィギュレー

ションプロト

コル

（DHCP）

○○○○ドメインネー

ムシステム

（DNS）

○○○○ディレクトリ
LDAP

内部NAT64を
備えた Unified
CCEおよび
Unified CCXを
除く

××××NAT64
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Cisco Collaboration製品での IPv6アドレッシング
ネットワークを設計する際は、各製品がサポートできる IPv6アドレス数に関する情報が必要
です。

Cisco Unified Communications Managerと IPv6アドレス
各 Cisco Media Convergence Server（MCS）で次のアドレスを同時にサポートできます。

• 1つの IPv6リンクローカルアドレス（例：FE80::987:65FF:FE01:2345）

•次のいずれかのアドレス

• 1つの IPv6ユニークローカルアドレス（ULA）

FD00:AAAA:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345

• 1つの IPv6グローバルアドレス（GA）

2001:0DB8:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345

• 1つの IPv4アドレス

すべての IPv6デバイスに、自動作成されたリンクローカルアドレスが必要です。

ユニークローカルアドレスは、IPv4のプライベートアドレスに相当します（例：10.10.10.1）。

グローバルアドレスとは、グローバルに一意のパブリックアドレスです。

アドレスタイプの選択は IPv6管理者が決定します。パブリックネットワークでユニークロー
カルアドレスを使用してデバイスからのトラフィックをルーティングするには、ユニークロー

カルアドレスをグローバルアドレスに変換するために IPv6 NATが必要です。IPv6 NATベー
スのソリューションはソリューションテストが実施されておらず、推奨されません。

（注）

シスコ IPフォンと IPv6アドレス
Cisco IP Phoneは、次のアドレスの組み合わせをサポートできます。

• 1つの IPv6リンクローカルアドレス（例：FE80::987:65FF:FE01:2345）

•複数の IPv6ユニークローカルアドレス（例：
FD00:AAAA:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345）

•複数の IPv6グローバルアドレス（例：2001:0DB8:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345）
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• 1つの IPv4アドレス

Cisco IP Phoneは、1つのリンクローカルアドレスをサポートする必要があります。また、最
大 20個のグローバルまたはユニークローカルアドレスの組み合わせをサポートできます。IP
Phoneは、受信可能な IPv6最上位アドレススコープ（RFC 4193）（グローバルアドレスまた
はユニークローカル IPv6アドレス）のみを使用して、Unified CMに登録できます。登録後、
この IPv6アドレスはシグナリングおよびメディア用に使用されます。

次の特性も IP Phoneの IPv6アドレスに当てはまります。

•リンクローカルアドレスがシグナリングおよびメディアアドレスとして Cisco Unified
Communications Managerに送信されることはありません。

• IP Phoneにユニークローカルアドレスとグローバルアドレスの両方がある場合は、最上
位スコープのグローバルアドレスがユニークローカルアドレスよりも優先されます。

• IP Phoneに複数のユニークローカルアドレスまたは複数のグローバルアドレスがある場
合は、最初に設定されたアドレスがシグナリングおよびメディア用に使用されます。

IP Phoneで設定されている IPv6アドレスには、次の優先順位が適用されます。

1. 電話のユーザインターフェイス（UI）を使用して手動設定された IPv6アドレスを使
用する。

2. IPv6アドレスが電話に手動で設定されていない場合は、ステートフルDHCPv6を使用
して、IP Phone、TFTP、および DNSに IPv6アドレスを割り当てる。

3. 手動設定されたアドレスまたはステートフルDHCPv6アドレスを利用できず、ステー
トレス自動設定（SLAAC）が電話で有効になっている場合、電話は SLAACを使用し
て IPv6アドレスを作成する。

Cisco Unified Communications Managerでは、SLAACがデフォルト
でオンになっています。SLAACでは、電話はリンクローカル
ルータのルータアドバタイズ（RA）でアドバタイズされる IPv6
ネットワークプレフィックスを使用します。電話は、自身のMAC
アドレスと EUI-64形式のホスト IDを使用して IPv6ホスト IDを
作成します。SLAACを使用すると、ステートレス DHCP IPv6は
TFTPおよび DNSサーバの IPv6アドレスを提供します。

（注）

Cisco IOSデバイスと IPv6アドレス
Cisco IOSデバイスの各インターフェイスは、次のアドレスの組み合わせをサポートできます。

• 1つの IPv6リンクローカルアドレス

FE80::987:65FF:FE01:2345
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•複数の IPv6ユニークローカルアドレス

FD00:AAAA:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345

•複数の IPv6グローバルアドレス

2001:0DB8:BBBB:CCCC:0987:65FF:FE01:2345

•複数の IPv4アドレス

Cisco IOSメディアターミネーションポイント（MTP）は、sccp local<interface>コマンドを使
用してルータのインターフェイスに関連付けられます。MTPは、インターフェイスの IPv4お
よび IPv6アドレスを継承します。

Unified CMの IPv6の設定パラメータと機能
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）の次の設定パラメータと機能は IPv6をサ
ポートしています。

•電話およびトランクの共通デバイス設定

• [IPアドレッシングモード（IP addressing mode）]

• [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]

• [電話のステートレス自動設定を許可（Allow Stateless Auto-Configuration for Phones）]

• IPv6対応のUnified CMクラスタでのメディアターミネーションポイント（MTP）の権限

• SIPトランクの代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）

•新しいエンタープライズパラメータ

• MTPの選択

クラスタ全体で IPv6を有効化および設定し、シグナリングおよびメディア用に IPv6を使用す
るように IPv6デバイスを設定できます（CSR 12.0製品の推奨される IPv6アドレッシングモー
ド（21ページ）を参照）。

共通デバイス設定（Common Device Configuration）
IPv6設定パラメータを特定の IP Phone、SIPトランク、および電話に追加するのではなく、
UnifiedCMの共通デバイス設定テンプレートを使用できます。このテンプレートには、IPPhone
と SIPトランク用の IPv6固有の設定パラメータが含まれています。複数の共通デバイス設定
プロファイルを作成して、IP Phoneと SIPトランクに関連付けることができます。
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テンプレートを見つけるには、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] >
[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

プロファイルには、IPv6の次の設定情報が含まれています。

• IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）

•シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）

•電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）

デフォルトの共通デバイス設定

デフォルトの共通デバイス設定プロファイルはありません。初期のデバイスは [<なし>
（<None>）]に設定されています。この [<なし>（<None>）]設定で Unified CMクラスタの
IPv6を有効にすると、IPv6デバイスに次の設定が適用されます。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]

• [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）] = [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）]
= [デフォルト（Default）]

CSR 12.0のエンタープライズ導入モデルの場合は、[IPアドレッシングモード（IP Addressing
Mode）]を [IPv6]に設定する必要があります。

（注）
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図 8 :最初の共通デバイス設定

IPv6電話の IPアドレッシングモード

共通デバイス設定プロファイルを設定して電話に割り当てると、指定した IPアドレッシング
モードが適用されます。IPアドレッシングモードは次のとおりです。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）]：電話はすべてのシグナリングおよびメディア用に 1つの IPv4ア
ドレスのみを取得して使用します。電話が以前に取得した IPv6アドレスがある場合、そ
のアドレスは解放されます。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）]：電話はすべてのシグナリングおよびメディア用に 1つの IPv6ア
ドレスのみを取得して使用します。電話が以前に取得した IPv4アドレスがある場合、そ
のアドレスは解放されます。

• [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]（CSR 12.0では適用されません）：電話は 1つの IPv4アド
レスと 1つの IPv6アドレスを取得して使用します。必要に応じてメディア用に適切なア
ドレスを使用できます。コール制御シグナリングには、IPv4アドレスまたは IPv6アドレ
スのいずれかが使用されます。
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CSR12.0のエンタープライズ導入モデルの場合、[IPv4とIPv6（IPv4
and IPv6）]は適用されません。CSR 12.0製品の推奨される IPv6
アドレッシングモード（21ページ）で推奨されているように、
[IPv6のみ（IPv6 Only）]または [IPv4のみ（IPv4 Only）]を設定す
る必要があります。

（注）

図 9 :電話の IPアドレッシングモードの設定

IPv6が Unified CMクラスタで有効な場合、IPアドレッシングモードのデフォルト電話設定は
[IPv6]です。IP Phoneで [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]を設定することはできません。これは
IPv6専用電話に対して設定する必要があります。

CSR 12.0製品の推奨される IPv6アドレッシングモード（21ページ）に示すように、CSR 12.0
エンタープライズ導入では IPv6専用エンドポイントをお勧めします。

（注）

デバイス間のメディアストリーム用の IPアドレッシングモード

選択したデバイスと設定した設定プロファイルに応じて、IPv4アドレスまたは IPv6アドレス
を使用する各種デバイスが混在する可能性があります。アドレッシングモードの不一致に対応

する 2つのデバイス（電話など）では、IPv4アドレスを持つデバイスが IPv6アドレスを持つ
デバイスと RTP音声ストリームを確立しようとした場合、IPアドレッシングバージョンの非
互換性が存在することになります。メディア用のこの IPアドレッシングの非互換性を解決す
るために、Unified CMはメディアターミネーションポイント（MTP）を動的に挿入して、メ
ディアストリームを IPv4から IPv6（または IPv6から IPv4）に変換します。IPv6コールでMTP
を使用する方法とタイミングの詳細については、メディアリソースと保留音の概要（105ペー
ジ）を参照してください。
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電話の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]

電話の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]には 3つの設定があります。

• [IPv4]：電話は Unified CMへのコール制御シグナリングに IPv4アドレスを使用します。

• [IPv6]：電話は Unified CMへのコール制御シグナリングに IPv6アドレスを使用します。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]：電話はシグナリング用の IPアドレッ
シングモードに対してクラスタ全体の設定を使用します（そのタイプのアドレスがある場

合）。一見すると、IPv4アドレスを使用している電話が IPv6アドレスを使用している別
の電話との音声ストリームを設定しようとした場合など、クラスタ全体の設定が互換性の

問題につながる可能性を懸念されるかもしれませんが、Unified CMがこのような状況を動
的に処理します。Unified CMは、メディアストリームを IPv4から IPv6、およびその逆に
変換するMTPを挿入します。

図 10 :共通デバイス設定情報（Common Device Configuration Information）：シグナリング用のIPアドレッシングモード
設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）

電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）

電話で IPアドレスおよびその他の情報を自動的に受信できます。使用できるオプションは、
リンクローカルルータの設定方法に一部依存します。
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図 11 :共通デバイス設定情報（Common Device Configuration Information）：電話の（ステートレス）自動設定を許可
（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）

次のオプションがあります。

• [オン（On）]：リンクローカルルータの設定でサポートされている場合、電話はステー
トレスアドレス自動設定（SLAAC）を使用できます。これは、ルータアドバタイズ（RA）
の OビットとMビットに依存します。

• Oビットが設定されているルータでは、電話は SLAACを使用して IPアドレスを取得
し、DHCPサーバを使用してその他の情報（TFTPサーバアドレスや DNSサーバア
ドレスなど）を取得することができます。これはステートレス DHCP IPv6と呼ばれ
ます。

• Mビットが設定されているルータでは、電話は SLAACを使用できませんが、DHCP
サーバを使用して IPアドレスおよびその他の情報を取得することができます。これ
はステートフル DHCPと呼ばれます。

•どちらのビットも設定されていないルータでは、電話はSLAACを使用して IPアドレ
スを取得できますが、DHCPを使用してその他の情報を取得することはできません。
電話のユーザインターフェイス（UI）を使用して TFTPサーバアドレスを設定する
必要があります。電話はこの TFTPサーバを使用して設定ファイルをダウンロード
し、Unified CMに登録します。これは実稼働環境には推奨されません。

• [オフ（Off）]：電話は IPv6アドレスの取得にSLAACを使用しません。この場合、電話は
ステートフル DHCPv6を使用して IPv6アドレスと TFTPサーバアドレスを取得する必要
があります。

• [デフォルト（Default）]：電話は [電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow(Stateless)
Auto-Configuration for Phones）]に対してクラスタ全体のエンタープライズパラメータ設
定の値を使用します。Unified CMクラスタで IPv6が有効な場合、電話の [電話の（ステー
トレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）]のデフォルト設
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定は [デフォルト（Default）]です。IP Phoneが IPv6専用をサポートしている場合は、[電
話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）]に
クラスタ全体の設定が適用されますが、すべての IPv4電話はこの設定を無視します。

SIPトランクの共通デバイスプロファイル設定

作成して IPv6専用 SIPトランク（ANATが無効になっている）に割り当てた共通デバイス設
定プロファイルを使用して、SIPトランク設定を適用できます。

Unified CMサーバで IPv6を有効化して IPv4アドレスを定義すれば、これらのアドレスのいず
れかを SIPシグナリングの送信元 IPアドレスとして使用するように SIPトランクを設定でき
ます。また、SIPトランクはサーバの IPv4または IPv6アドレスの設定済み着信ポート番号で
着信 SIPシグナリングをリッスンします。

SIPトランクの IPアドレッシングモード

SIPトランク IPアドレッシングモードには、次の 3つの設定があります。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）]：SIPトランクはシグナリング用に Unified CM IPv4アドレスを使
用し、メディア用にMTPまたは電話の IPv4アドレスを使用します。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）]：SIPトランクはシグナリング用に IPv6アドレスを使用し、メ
ディア用にMTPまたは電話の IPv6アドレスを使用します。

• [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]（CSR 12.0には適用されません）：SIPトランクは、シグナ
リング用に Unified CM IPv4アドレスまたは Unified CM IPv6アドレスを使用します。メ
ディアについては、SIPトランクはMTPの IPv4アドレスおよび/または IPv6アドレス、
または電話の IPv4アドレスおよび/または IPv6アドレスのいずれかを使用します。

IPv6が Unified CMクラスタで有効な場合、IPアドレッシングモードに対するデフォルト SIP
トランク設定は [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]です。すべての IPv4トランク（H.323および
MGCP）はこの設定を無視します。

IPv6 SIPトランクの IPアドレシングモードを IPv4または IPv6に設定することをお勧めしま
す。推奨される [IPv6のみ（IPv6 Only）]設定は実稼働環境で使用できます。

これらの SIPトランク IPアドレッシングモードの詳細については、Delayed Offerを使用する
SIPトランク（91ページ）を参照してください。

SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]

SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]はアウトバウンドコールにのみ使用されます。Unified CMはサーバのアドレ
スの設定済み着信ポート番号で着信 SIPシグナリングをリッスンします。

SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]には、次の 3つの設定があります。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
38

シスココラボレーション製品の IPアドレッシングモード

SIPトランクの共通デバイスプロファイル設定



• [IPv4]：SIPトランクは、SIPシグナリングの発信元アドレスとして Unified CM IPv4アド
レスを使用します。

• [IPv6]：SIPトランクは、SIPシグナリングの発信元アドレスとして Unified CM IPv6アド
レスを使用します。

IPv6が Unified CMクラスタで有効な場合は、この設定が [シグナ
リング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode
Preference for Signaling）]に対するデフォルト SIPトランク設定で
す。すべての IPv4トランクは、この設定を無視します。

（注）

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]：SIPトランクはシグナリング用の IP
アドレッシングモードにクラスタ全体のエンタープライズパラメータ設定の値を使用し

ます。

IPv6がUnified CMクラスタで有効な場合、[シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP
Addressing Mode Preference for Signaling）]に対するデフォルト SIPトランク設定は [システム
デフォルトの使用（Use System Default）]です。この設定を使用すると、SIPトランクは [シグ
ナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]にク
ラスタ全体の設定を適用します。すべての IPv4トランクは、この設定を無視します。

SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]はアウトバウンドコールにのみ使用されます。Unified CMはサーバの IPv4お
よび IPv6アドレスの設定済み着信ポート番号で着信 SIPシグナリングをリッスンします。

電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）

SIPトランクでは [電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]パラメータは
使用されません。

代替ネットワークアドレスタイプ

代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）は CSR 12.0に適用されません。ANATは CSR
12.0のどの製品にも適用されません。IPv4から IPv6へのメディアインターワーキングは、
MTPを挿入する Unified CMによってサポートされています。

（注）

ANATは、デュアルスタック SIPトランクによる SIPオファーおよびアンサーの交換に使用さ
れます。ANATにより、これらの SIPデバイスは SIPオファーの Session Description Protocol
（SDP）本文で IPv4と IPv6の両方のアドレスを送信したり、音声接続の確立に使用する優先
IPアドレス（IPv4または IPv6）を SIPアンサーの SDP本文で返したりすることができます。

デュアルスタック（IPv4と IPv4）SIPトランクを介した ANATがサポートされます。SIPトラ
ンクの両側で ANATがサポートされている必要があります。ANATを有効にするには、SIPト
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ランクに関連付けられた SIPプロファイルで [ANATを有効化（Enable ANAT）]チェックボッ
クスをオンにします。ANATは Early Offerコールと Delayed Offerコールの両方で使用できま
す。

[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]が [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]に設定され
ている SIPトランクでのみ、ANATを有効にしてください。

（注）

図 12 : SIPトランクプロファイル設定

クラスタ全体の設定（エンタープライズパラメータ）

Unified CMでクラスタ全体のパラメータを設定する前に、各サーバに IPv6アドレスを設定し
ます。Unified CM IPv6アドレスの設定の詳細については、「Cisco Unified CMでの IPv6の設
定」（A-1ページ）を参照してください。Unified CM Administrationインターフェイスで [エン
タープライズパラメータ（Enterprise Parameters）] > [IPv6設定モード（IPv6 Configuration
Modes）]を選択し、次のクラスタ全体の IPv6設定を Unified CMサーバごとに設定します。

• IPv6の有効化（Enable IPv6）

•メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）

•シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）

•電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）
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図 13 :クラスタ全体の IPv6設定モード

IPv6の有効化（Enable IPv6）

IPv6を有効にするには、このパラメータを [はい（True）]に設定します。[いいえ（False）]が
デフォルト設定です。

メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）

[メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]には 2
つの設定オプションがあります。

• [IPv4]（デフォルト設定）

• [IPv6]（推奨設定）

クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]は、デバイスレベルの IPアドレッシングモードとは異なります。クラスタ全体の
[メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]につい
ては次のとおりです。

• 2つのデュアルスタックデバイス間でコールが行われたときに、メディア用に使用する IP
アドレッシングバージョンを選択します（CSR 12.0の導入には適用されません）。

• 2つのデバイスでサポートされている IPアドレッシングバージョンが一致しない場合に
使用されます。たとえば、IPv6専用デバイスが IPv4専用デバイスにコールする場合、メ
ディアパスにMTPを挿入して IPv4から IPv6（逆も同様）に変換する必要があります。

通常は、両方のデバイスがそれぞれのメディアリソースグループ（MRG）に、利用可能な
MTPメディアリソースを持っています。[メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP
Addressing Mode Preference for Media）]は、コールの IPv4から IPv6（および IPv6から IPv4）
への変換に使用するデバイスのMTPを選択するために、次のように使用されます。
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• [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]を
[IPv4]に設定すると、IPv6専用デバイスに関連付けられているMTPが選択され、デバイ
スとMTPの間の最長コールレッグで IPv4が使用されます。

• [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]を
[IPv6]に設定すると、IPv4専用デバイスに関連付けられているMTPが選択され、デバイ
スとMTPの間の最長コールレッグで IPv6が使用されます。

•優先されるデバイスのMTPを使用できない場合は、他のデバイスのMTPが使用されま
す。

• MTPを利用できない場合、コールは失敗します。

MTPリソースの割り当てについては、メディアリソースおよび保留音（105ページ）で詳しく
説明しています。

シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）

[シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]
のクラスタ全体の設定は、[シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode
Preference for Signaling）]が [システムデフォルトの使用（Use System Default）]に設定されて
いるデバイスによって使用されます。[シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP
Addressing Mode Preference for Signaling）]には 2つの設定オプションがあります。

• [IPv4]（デフォルト設定）

• [IPv6]（推奨設定）

電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）

[電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless) Auto-Configuration for Phones）]の
クラスタ全体の設定は、[電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless)
Auto-Configuration for Phones）]パラメータが [デフォルト（Default）]に設定されている電話に
よって使用されます。[電話の（ステートレス）自動設定を許可（Allow (Stateless)
Auto-Configuration for Phones）]パラメータには 2つの設定オプションがあります。

• [オン（On）]（デフォルト設定）

• [オフ（Off）]

Unified CMの IPv6アドレス設定
Unified CMサーバに IPv6アドレスを設定した後は、Unified CM Administrationのグラフィカル
ユーザインターフェイスにもこのアドレスを設定する必要があります。この IPv6アドレスは、
クラスタのTFTPサーバに保存されているデバイス設定ファイルで使用されます。IPv6デバイ
スは、このアドレスを使用して Unified CMに登録できます。サーバ名を使用することもでき
ますが、この名前を IPv6アドレスに解決するには IPv6 DNSサーバが必要です。
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図 14 :
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第 4 章

IPv6向けコラボレーション導入モデル

• IPv6向けコラボレーション導入モデルの概要（45ページ）
•単一サイト展開（45ページ）
•分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展開（48ページ）
•集中呼処理と Unified SRSTを使用するマルチサイト展開（51ページ）
•コールアドミッション制御（53ページ）
•クラスタ内通信（53ページ）
• WANを介したクラスタリング（54ページ）
•コール詳細レコードおよびコール管理レコード（54ページ）

IPv6向けコラボレーション導入モデルの概要
この章では、シスココラボレーションネットワークの IPv6で使用できる導入モデルについて
説明します。Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）12.0では、次に示す従来の
IPv4導入モデル例をサポートしています。

•単一サイト配置

•分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展開

•集中呼処理と Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（Unified SRST）を使用するマ
ルチサイト展開

これらの導入モデルのすべてで、シグナリングとメディア用に IPv6を指定して IPv6エンドポ
イントを設定する必要があります。この設定により、IPv4と IPv6の変換にメディアターミ
ネーションポイント（MTP）を使用する IPv6トラフィックの量が最大化されます。

単一サイト展開
シスココラボレーションの単一サイトモデルは、単一サイト（キャンパス）に配置される 1
つのコール処理エージェントクラスタで構成されます。IP WANを介してテレフォニーサー
ビスが提供されることはありません。一般的に、企業は LANまたはメトロポリタンエリア
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ネットワーク（MAN）上に単一サイトモデルを配置し、サイト内で音声、ビデオ、および IM
トラフィックを伝送します。このモデルでは、コールが LANまたはMANを越えて発信され
る場合は、PSTN（公衆電話交換網）が使用されます。

図 15 :単一サイトの IPv6導入

IPv6単一サイトモデルの特性と利点は、IPv4単一サイト展開と同じです。詳細については、
http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration Solution Reference Network Design
(SRND)』を参照してください。IPv6単一サイトモデルには、このマニュアルで説明されてい
る追加の IPv6専用エンドポイントとデュアルスタックアプリケーションサーバ製品の機能が
含まれています。CSR 12.0製品の推奨される IPv6アドレッシングモード（21ページ）に示
すように、CSR 12.0ではデュアルスタックエンドポイントは導入されません。

IPv6単一サイト展開のベストプラクティス
単一サイトの IPv6導入では、IPv4デバイスと IPv6デバイスが混在する可能性があります。
IPv6電話は次のように設定できます。

• IPv4専用

• IPv4と IPv6（非推奨）

• IPv6専用（CSR 12.0の主要機能）
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CSR 12.0の導入には適用されません。

• IPv6電話をデュアルスタック（IPv4と IPv6）として設定する場合は、次のような設定も
必要です。

• Unified CMへのシグナリング用に IPv6を使用する。

•メディア用に IPv4よりも IPv6を優先する。

単一サイト展開に 1つ以上の ISDN PSTNゲートウェイを導入できます。ゲートウェイを 1つ
のみ導入する場合は、Cisco IOS ISR 4000 SIPゲートウェイを使用してください。

ISR 2Gルータは IPv6専用ゲートウェイをサポートしていません。（注）

Unified CM SIPトランクとCisco IOS SIPゲートウェイの両方を次のように設定する必要があり
ます。

• IPv6専用スタック

•エンタープライズネットワークに対して ANATを無効にする

•シグナリングおよびメディア用に IPv6を使用する

次を使用するように Unified CM SIPトランクおよび SIPゲートウェイを設定できます。

• SIP Delayed Offer（[MTPが必要（MTP Required）]をオフにする、ただし、IPv4アドレス
と IPv6アドレスの変換用に一部のコールに動的にMTPが挿入される場合がある）。

SIP Early Offer IPv6専用トランクは CSR 12.0でサポートされてい
ません。

（注）

単一の IPv6ゲートウェイが使用され、メディア用のクラスタ全体の設定が IPv6に設定されて
いる場合、IPv4専用デバイスへのすべてのコールで IPv4から IPv6プロトコルへの変換にMTP
が使用されます。単一サイト展開でMTPを広く使用できない場合は、PSTNゲートウェイを 1
つではなく 2つ設定します。1つは前述のように SIP Delayed Offerを使用する IPv4専用の SIP
ゲートウェイとして設定し、もう 1つを標準の IPv6専用ゲートウェイとして設定します。そ
の後、コーリングサーチスペースとパーティションを使用して、IPv4専用および IPv6専用デ
バイスからそれぞれのゲートウェイに PSTNコールを転送できます。

特定のデバイス設定オプションと環境設定については、トランク（75ページ）とコラボレー
ションエンドポイント（145ページ）の章を参照してください。
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キャンパス LAN
キャンパス LANがレイヤ 2スイッチングのみを使用する場合は、キャンパススイッチでマル
チキャストリスナー検出（MLD）を有効にします（サポートされている場合）。必ずしも
MLDを有効にする必要はありませんが、LANの不要なマルチキャストトラフィックが削減
されるため、推奨します。

また、キャンパス LANにレイヤ 3ルーティングデバイスが含まれる場合は、デュアルスタッ
ク（IPv4および IPv6）ルーティングをサポートするようにこれらのデバイスを設定します。
IPv6専用スタックは CSR 12.0ではサポートされません。

この導入モデルで 1つの PSTNゲートウェイ（前述）を使用する場合は、すべてのレイヤ 3
LANルーティングデバイスをデュアルスタックとして設定する必要があります。2つのゲー
トウェイ（IPv6専用と IPv4専用）を使用する場合、IPv4専用デバイスを含むネットワーク部
分をデュアルスタックルーティング用に設定する必要はありません。

（注）

分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展開
分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展開のモデルは、複数の独立したサイトで構成さ
れます。各サイトには独自の呼処理クラスタがあり、分散されたサイト間で音声トラフィック

を伝送する IP WANに接続しています。
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図 16 :分散型呼処理を使用するマルチサイト展開

分散型呼処理モデルの各サイトは、次のいずれかになります。

•独自の呼処理エージェントを使用する単一サイト。呼処理エージェントは、次のいずれか
になります。

•デュアルスタック（IPv4および IPv6）Cisco Unified Communications Manager（Unified
CM）

•標準（IPv4専用）Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）

•標準（IPv4専用）Cisco Unified Communications Manager Express（Unified CME）

•その他の IP PBX

•標準（IPv4専用）の集中呼処理サイト、およびそれに関連するすべてのリモートサ
イト
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• Voice over IP（VoIP）ゲートウェイ（IPv4専用または IPv6専用）を備えたレガシー
PBX

デュアルスタック（IPv4および IPv6）サイトでは、デバイスを IPv4専用または IPv6専用とし
て設定できます。この設定により、IPv4アドレスと IPv6アドレスの変換にMTPを使用する
IPv6トラフィックの量が最大化されます。

分散型呼処理を使用する IPv6マルチサイトWAN展開の特性と利点は、分散型呼処理を使用
する IPv4マルチサイトWAN展開と同じです。詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrnd
で入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照し
てください。IPv6マルチサイトモデルには、このドキュメントで説明されている追加の IPv6
専用製品機能が含まれています。

ベストプラクティス：分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展
開

分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展開には、単一サイトと同じ多くの要件がありま
す。ここに記載されている分散型呼処理モデルのベストプラクティスに加えて、単一サイト

モデルのベストプラクティスにも従ってください。

分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展開の IPv6 Unified CMクラスタは、IPv6専用対
応の SIP Delayed Offerクラスタ間トランクを使用して他の IPv6 Unified CMクラスタに接続で
きます。ただし、IPv4専用 Unified CMクラスタへのクラスタ間トランク接続の場合は、IPv6
クラスタ間トランクではなく IPv4 SIPトランクDelayed Offerを使用することをお勧めします。

IPv6対応の SIPクラスタ間トランクを使用する場合は、WANがデュアルスタック（IPv4と
IPv6）ルーティングをサポートする必要があります。

（注）

Unified CM SIPクラスタ間トランクを次のように設定します。

• IPv6専用または IPv4専用（ANATは必要ありません）。

• ANATを無効にする。

•シグナリングおよびメディア用に IPv6を使用する。

次を使用するように Unified CM SIPクラスタ間トランクを設定します。

• [MTPが必要（MTP Required）]をオフにした SIP Delayed Offerただし、IPv4アドレスと
IPv6アドレスの変換用に一部のコールで動的にMTPが挿入される場合があります。

[MTPが必要（MTP Required）]がオフで、すべてのコールに使用
される SIP IPv6専用トランク Early Offerはサポートされていませ
ん。

（注）
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特定のデバイス設定オプションと環境設定については、トランク（75ページ）とコラボレー
ションエンドポイント（145ページ）を参照してください。

集中呼処理と Unified SRSTを使用するマルチサイト展開
この呼処理配置モデルでは、エンドポイントをQoS対応のワイドエリアネットワーク（WAN）
を介して呼処理サービス（Unified CMクラスタ）とは離れた場所に配置できます。WAN全体
で利用できる帯域幅の容量が限られているため、特定のWANリンクで認められるコールの数
を管理して、負荷を使用可能な帯域幅の制限内に収めるには、コールアドミッション制御が必

要です。エンドポイント間のオンネット通信は、LAN/MAN（エンドポイントが同じサイトに
ある場合）またはWAN（エンドポイントが異なるサイトにある場合）のいずれかを通過しま
す。社外の通信は、通常はエンドポイントと同じ場所にあるゲートウェイを介してPSTNなど
の外部ネットワーク経由で行われます。

IP WANは、中央サイトとリモートサイト間の呼制御シグナリングも伝送します。次の図は、
一般的な集中呼処理配置を示しています。この配置では、中央サイトの呼処理エージェントと

してUnified CMクラスタを使用し、すべてのサイトを接続するために IP WANを使用します。
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図 17 :集中呼処理と SRSTを使用するマルチサイト展開

IPv6対応のマルチサイト集中呼処理配置の場合、IPv4および IPv6に対して集中型の Unified
CMクラスタが有効になります。各サイトはデュアルスタックまたは IPv4専用として設定され
ます。デュアルスタック（IPv4および IPv6）サイトの IPv6デバイスは、シグナリングとメディ
ア用に IPv6を指定して IPv6専用として設定する必要があります。この設定では、IPv4アドレ
スと IPv6アドレスの変換にMTPを使用する IPv6トラフィックの量が最大化されます。

IPv6マルチサイト集中呼処理配置の特性と利点は、IPv4マルチサイト集中呼処理配置と同じ
です。詳細については、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『CiscoCollaboration System
Solution Reference Network Design (SRND)』を参照してください。ただし、IPv6マルチサイト集
中呼処理配置モデルには、このマニュアルで説明されている追加の IPv6専用製品機能が含ま
れています。
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ベストプラクティス：集中呼処理を使用するマルチサイト展開

集中呼処理を使用する IPv6マルチサイト展開には、従来の IPv4デバイスと IPv6デバイスが混
在するサイトを含めることができます。各 IPv6対応サイトでは、ここに記載されている集中
呼処理モデルのベストプラクティスに加えて、単一サイトモデルのベストプラクティスにも

従ってください

次のように IPv6対応電話を設定することができます。

• IPv4専用

• IPv4と IPv6（DoDでのみ推奨）

• IPv6専用（稼動環境で推奨）

集中呼処理を使用する IPv6マルチサイト展開の IP WANは、デュアルスタック（IPv4と IPv6）
ルーティングをサポートする必要があります。

リモートサイトの Unified SRST ISR 4000ルータは、SRSTモードの IPv6専用または IPv4専用
IP Phoneをサポートします。これらの SRSTルータは、Unified CMクラスタが復元すると元の
モードに戻ります。ANATを使用する DoDサポート対象デュアルスタック IP Phoneは SRST
モードではサポートされないため、リモートサイトでの導入は推奨されません。これらは IPv6
専用モードで動作します。

コールアドミッション制御
分散型呼処理または集中呼処理を使用するマルチサイト展開では、マルチプロトコルラベル

スイッチング（MPLS）またはハブアンドスポークトポロジに基づいて、ロケーションベース
のコールアドミッション制御とWANが使用されます。コールアドミッション制御の詳細に
ついては、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution
Reference Network Design (SRND)』を参照してください。

MPLS設計はサポートされていますが、コミットされておらず、ソリューションテストも実施
されていません。

（注）

クラスタ内通信
Intra-Cluster Communication Signaling（ICCS）トラフィック、データベーストラフィック、お
よびファイアウォール管理リアルタイムトラフィックなど、すべてのクラスタ内サーバ間通信

では IPv4専用が使用されます。
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WANを介したクラスタリング
WANを介したクラスタリングは、SMEまたは IPv6 SIPトランクを直接展開し、IPv6 SIPトラ
ンクインターフェイス経由のデュアルスタック Unified CMクラスタでテスト済みです。

コール詳細レコードおよびコール管理レコード
コール詳細レコード（CDR）とコール管理レコード（CMR）が有効になっている場合、これ
らのレコードは各サブスクライバサーバによって収集され、定期的にパブリッシャサーバに

アップロードされて CDR Analysis and Reporting（CAR）データベースに格納されます。CDR
および CMRは、IPv4と IPv6の両方のアドレスを収集および格納します。これらの IPv6対応
サーバは IPv4アドレスと連動します。
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第 5 章

ネットワークインフラストラクチャ

•ネットワークインフラストラクチャの概要（55ページ）
• LANインフラストラクチャ（56ページ）
•ネットワークサービス（58ページ）
• WANインフラストラクチャ（63ページ）
•コールアドミッション制御（65ページ）
• IPv6帯域幅のプロビジョニング（66ページ）
•ネットワーク管理（71ページ）

ネットワークインフラストラクチャの概要
エンタープライズ環境での IPv6コラボレーションシステムの構築に必要なネットワークイン
フラストラクチャの要件は、IPv4コラボレーションシステムの場合と非常によく似ています。
Unified Communicationsには、IPパケット損失、パケット遅延、および遅延変動（またはジッ
タ）について厳しい要件があります。したがって、ネットワーク全体の Ciscoスイッチおよび
ルータで使用できる Quality of Service（QoS）メカニズムの大部分を有効にする必要がありま
す。これと同じ理由で、可用性の高いインフラストラクチャを保証するには、ネットワーク障

害またはトポロジ変更の発生後に迅速に収束する、冗長なデバイスおよびネットワークリンク

も重要です。Cisco Catalyst 6000シリーズおよび Catalyst 4000シリーズスイッチでは、IPv4の
場合に使用する同じQoSアーキテクチャ（DSCP）を IPv6にも使用します。Cisco Catalyst 3560
シリーズおよび 3750シリーズスイッチ（IPv6専用のQoS trust機能をサポート）を除き、シス
コスイッチおよびルータで IPv4 Unified Communicationsトラフィックに使用する同じ QoSメ
カニズム（分類、ポリシング、キューイングなど）を IPv6 Unified Communicationsトラフィッ
クにも適用できます。同様に、IPv4ネットワークの冗長設計とアベイラビリティのメカニズム
は、一般に IPv6対応のシスコスイッチおよびルータで利用可能です。

この章では、Unified Communicationsネットワークインフラストラクチャの IPv6に固有の推奨
事項について説明します。IPv4 Unified Communicationsネットワークに必要な標準的なネット
ワークインフラストラクチャ機能に関するその他のガイダンスについては、https://www.cisco.com/
c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/uc_system/design/guides/UCgoList.htmlで入手できる『Cisco
Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照してください。
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次のリストは、IPv6 Unified Communicationsネットワークの主要なネットワークインフラスト
ラクチャの推奨事項を要約したものです。

•レイヤ2スイッチドネットワークの場合、データの受信先とするポートにマルチキャスト
トラフィックを選択的に転送できるように、可能であればマルチキャストリスナー検出

（MLD）スヌーピングを有効にします。

•レイヤ 3ルーテッドネットワークには、IPv6トラフィックを転送するためのメカニズム
が必要です。他のさまざまな IPv6トンネリングメカニズムも使用できますが、ネイティ
ブの 2つのスタック（IPv4および IPv6）ルーティングを推奨します。

•お使いのレイヤ3キャンパスデバイスでHot Standby Router Protocol（HRSP）またはGateway
Load Balancing Protocol（GLBP）がサポートされる場合は、これらのプロトコルを使用し
てください。サポートされていない場合は、IPv6近隣到達不能検出を使用します。

• IPv6トラフィックは大きなヘッダーを使用するため、特に帯域幅が限られる場合がある
WANでは、IPv6トラフィックの帯域幅要件を考慮する必要があります。

• IPv6専用または IPv4専用の SIPクラスタ間トランクを介したクラスタ間 IPv6トラフィッ
クの場合は、トポロジ非対応の場所に基づくコールアドミッション制御を使用します

（RSVPは IPv6ではサポートされません）。トポロジ非対応コールアドミッション制御
を行うには、WANの場合はハブアンドスポークトポロジ、マルチプロトコルラベルス
イッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）の場合はスポークレ
スハブが必要です。

LANインフラストラクチャ
統合されたネットワーク上で IPテレフォニーを正常に動作させるには、キャンパス LANイン
フラストラクチャの設計がきわめて重要です。LANインフラストラクチャを適切に設計する
には、次の基本的な設定と設計に関するベストプラクティスに従って、可用性の高いネット

ワークを配置する必要があります。さらに、LANインフラストラクチャを適切に設計するに
は、ネットワーク上にエンドツーエンド QoSを配置する必要もあります。ここでは、キャン
パスネットワークの特定の IPv6設計ガイダンスについて説明します。コラボレーションキャ
ンパスネットワークの設計に関する一般的なガイダンスについては、

http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network
Design (SRND)』を参照してください。

全般的な IPv6 LAN設計ガイダンス
次のソースでは、IPv6ネットワークの設計に関する一般的なガイダンスを提供します。

•シスコ製品での IPv6の概要

http://www.cisco.com/go/ipv6/

•『Deploying IPv6 in Campus Networks』

http://www.cisco.com/en/US/docs/solutions/Enterprise/Campus/CampIPv6.html
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•『Deploying IPv6 in Branch Networks』

http://www.cisco.com/en/US/docs/solutions/Enterprise/Branch/BrchIPv6.html

コラボレーションキャンパスネットワークの IPv6設計ガイダンス

ここでは、コラボレーションキャンパスネットワークに IPv6を導入するための設計ガイダン
スについて説明します。

スイッチドレイヤ 2 IPv6キャンパスネットワークのMLDおよびMLDスヌーピング

IPv6マルチキャストルータはマルチキャストリスナー検出（MLD）プロトコルを使用して、
直接接続されたリンク上のマルチキャストリスナー（IPv6マルチキャストパケットを受信す
るノード）の存在、およびネイバーノードを対象とするマルチキャストパケットを検出しま

す。

MLDスヌーピングは、IPv4の Internet Group Management Protocol（IGMP）に似ています。MLD
スヌーピングを使用すると、IPv6マルチキャストデータは VLAN（仮想 LAN）内のすべての
ポートにフラッディングされるのではなく、データを受信するポートのリストに選択的に転送

されます。このリストは、IPv6マルチキャスト制御パケットをスヌーピングすることにより構
築されます。可能であれば、不要なマルチキャストトラフィックを減らすために、IPv6 LAN
でマルチキャストリスナー検出（MLD）スヌーピングを有効にします。

レイヤ 3キャンパスネットワーク

レイヤ 3キャンパス IPv6ネットワークでは、デュアルスタック（IPv4および IPv6）ルーティ
ングの使用をお勧めします。Cisco Catalystシリーズスイッチは、静的な Routing Information
Protocol next generation（RIPng）、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）、およ
び IPv6向けの Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）ルーティングをサポートしま
す。

図 18 :キャンパスネットワークのデュアルスタックルーティング
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ファーストホップ冗長プロトコル

キャンパスモデルでは、ディストリビューションスイッチが L2/L3境界となり、サポートす
るレイヤ2ドメイン全体のデフォルトゲートウェイとしても機能します。この環境は大規模に
なることがあり、デフォルトゲートウェイとして動作するデバイスが停止した場合、大きな障

害が発生する可能性があるので、いくつかの冗長性の形式が必要になります。

L2/L3境界でハイアベイラビリティを実現するには、Hot Standby Router Protocol（HSRP）と
Gateway Load Balancing Protocol（GLBP）のファーストホップ冗長プロトコルを最初の選択肢
とする必要があります。これらのプロトコルにはインターフェイストラッキング、ルータの優

先順位付け、プリエンプションなどの便利な機能もあります。

IPv6キャンパスネットワークの場合、次の Cisco IOSルーティングプラットフォームで IPv6
用の HSRPおよび GLBPのファーストホップ冗長プロトコルがサポートされます。

• IPv6用 HSRPは、Cisco Catalyst 6500シリーズスイッチでサポートされています。

• GLBPは、Cisco Catalyst 6500シリーズスイッチでサポートされています。

設計によってHSRPまたはGLBPの使用が許可されない場合は、近隣到達不能検出（NUD）を
使用できます。ただし、ファーストホップ冗長プロトコルと比べて制限があるため、コラボ

レーション IPv6設計での NUDの使用はお勧めしません。

IPv6対応のネイバー探索（RFC 2461）では NUDが使用されます。NUDとは、ホストが自身
のデフォルトゲートウェイリストに含まれるルータ（ネイバー）が到達不能であるかどうか

を特定できるようにするメカニズムです。ホストは、定期的に送信されるルータアドバタイズ

（RA）を介してローカルリンク上のルータから NUD値（「到達可能時間」と呼ばれる）を
受け取ります。デフォルトの到達可能時間は 30秒ですが、設定可能です。ファーストホップ
冗長プロトコルを利用できない場合は、近隣到達不能検出を使用できます。ただし、ファース

トホップ冗長プロトコルと比べて制限があるため、ユニファイドコミュニケーション IPv6設
計での近隣到達不能検出の使用はお勧めしません。

（注）

ファーストホップ冗長プロトコルの設定の詳細については、
https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/catalyst-3850-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html
で入手できる『Cisco IOS IPv6 Configuration Guide』を参照してください。

ネットワークサービス
IPv4コラボレーションシステムと同様に、IPv6コラボレーションシステムの導入には、十分
に構造化された、可用性の高い、復元力のあるネットワークインフラストラクチャの調和が取

れた設計が必要です。また、ドメインネームシステム（DNS）、Dynamic Host Configuration
Protocol（DHCP）、および Trivial File Transfer Protocol（TFTP）を含む、IPv6ネットワーク
サービスの統合セットも必要です。これらのネットワークサービスの導入ガイドラインは、一

般に IPv4コラボレーションシステムの場合と同様ですが、IPv6ネットワークサービスは、そ
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の IPv6機能をサポートするために異なる設定が使用されます。ここでは、IPv6ネットワーク
サービスの製品と設定の詳細について説明します。

IPv6ドメインネームシステム（DNS）
IPv4と同様に、IPv6 DNSを使用してホスト名とネットワークサービスをネットワーク（複数
可）内の IPv6アドレスにマッピングできます。ネットワーク内に導入された DNSサーバは、
ネットワークサービスをホスト名にマッピングし、次にホスト名を IPv6アドレスにマッピン
グするデータベースを備えています。ネットワーク上のデバイスは、DNSサーバに照会して、
ネットワークにある他のデバイスの IPv6アドレスを受信できます。これにより、ネットワー
クデバイス間の通信が容易になります。DNSなどの 1つのネットワークサービスに完全に依
存することは、重要なコラボレーションシステムを展開する際のリスク要素になることがあり

ます。DNSサーバが使用不能になると、ネットワークデバイスがそのサーバを利用してホス
ト名から IPアドレスへのマッピングを行っている場合は、通信障害が発生します。このため、
ハイアベイラビリティが要求されるネットワークでは、Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）とエンドポイントの間の通信が、DNS名前解決に依存しないようにすることを
推奨します。

Unified CMは、次の状況で DNSによる名前とアドレスの解決を使用できます。

• Unified CMサーバおよび他のすべてのアプリケーションサーバの定義に DNS名が使用さ
れる（非推奨）。

• SIPルートパターンで宛先の定義に DNS名が使用される。

• SIPトランクでトランク宛先の定義に DNS名が使用される。

コラボレーションネットワークで IPv4および IPv6 DNSサーバとして Cisco Network Registrar
（CNR）またはMicrosoft Windows Serverを使用することをお勧めします。他の DNSサーバ製
品も使用できますが、テストは実施されていません。

Dynamic Host Configuration Protocol for IPv6（DHCPv6）
IP Phoneは DHCPv6を使用して、Unified CMへの登録に必要なすべての初期設定情報（IPv6
アドレスと IPv6 TFTPサーバアドレス）を取得できます。

DHCPを使用すると、IPv4ネットワークと IPv6ネットワークの両方で、各ホストに IPアドレ
スなどの設定情報を手動で設定する管理負担が軽減されます。また、デバイスをサブネット間

で移動すると、DHCPによってネットワークアドレスが自動的に再設定されます。IPv4と IPv6
のどちらの IP Phoneに対してもステートフル DHCPホスト設定を推奨します。

DHCPを使用してホストにデフォルトルータを通知できる IPv4とは異なり、IPv6ホストはそ
のローカルルータを見つけるためにネイバー探索を使用します。

（注）

IPv6デバイスでは、次の 2つの方法で DHCPv6サーバを使用できます。
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•ステートフル DHCP（推奨）：デバイスは DHCPサーバから IPアドレスや必要なその他
のアドレス情報（TFTPサーバアドレスなど）を取得します。

•ステートレス DHCP：デバイスはステートレスアドレス自動設定（SLAAC）を使用して
IPアドレスを取得し、DHCPサーバを使用して必要なその他の情報（TFTPサーバアドレ
スなど）を取得します。

DHCPと IPv4専用または IPv6専用電話

デュアルスタック（IPv4または IPv6）電話の電源を再投入すると、その DHCPサーバに IPv4
と IPv6の両方のアドレスおよびTFTPサーバ情報が要求されます。その後、電話は [IPアドレッ
シングモード（IP Addressing Mode）]設定に関する情報が含まれている設定ファイルを TFTP
サーバに要求します。[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]を [IPv4のみ（IPv4
only）]に設定すると、IP Phoneは自身の IPv6アドレスを解放し、[IPv6のみ（IPv6 only）]に
設定すると IPv4アドレスを解放します。[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]を
[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]に設定すると、IP Phoneは両方のアドレスを保持し、設定ファ
イル内の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]の設定（IPv4または IPv6）を使用して、Unified CMサーバへの登録およびシグナ
リングに使用するアドレスを選択します。

DHCPサーバの推奨事項

コラボレーションネットワークでは、Cisco Network Registrar IPv4と IPv6 DHCPサーバ、また
は Cisco IOS IPv4と IPv6 DHCPサーバを使用することをお勧めします。Microsoft Windowsの
他の DHCPサーバ製品も使用できますが、完全なテストは実施されていません。

DHCPリレーエージェント

DHCPリレーエージェントは、クライアントとサーバ間のメッセージを中継するために使用さ
れます。DHCPリレーエージェントの動作は、クライアントに対して透過的です。クライアン
トは、一般にDHCPクライアントとサーバを同じリンクに接続する必要がある予約済みのリン
クスコープのマルチキャストアドレスを使用して DHCPサーバを見つけます。ただし、場合
によっては、DHCPクライアントから同じリンクに接続されていないDHCPサーバにメッセー
ジを送信できるようにする必要があります。Cisco IOSルータで dhcp relay destinationコマン
ドを使用して、DHCPクライアント要求を遠隔の DHCPサーバに転送します。

DHCPリレーコマンドは、次のようにインターフェイスレベルで設定します。

• dhcp relay destination ipv6-address <interface-type interface-number>

Cisco IOS DHCPv6サーバ

現在のCisco IOSリリースではCisco IOS DHCPv6サーバ機能がサポートされますが、すべての
プラットフォームが IPv6のベンダー固有オプションをサポートしているわけではありません。
Cisco Catalystプラットフォームでは、最新の Cisco IOSリリースのベンダー固有オプションを
備えた IPv6 DHCPサーバがサポートされます。Cisco IOSルータプラットフォームは、最新の

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
60

ネットワークインフラストラクチャ

DHCPと IPv4専用または IPv6専用電話



Cisco IOSリリースのベンダー固有オプションに対応した IPv6 DHCPサーバ機能をサポートし
ます。

Cisco IOS IPv6 DHCPサーバの設定例

次に、Cisco IOS IPv6 DHCPサーバの設定例を示します。
! Activate DHCP Service on the IOS Device service dhcp

!
! Specify the name of this specific IPv6 DHCP pool, the address prefix and lifetime, the
link address and
! vendor-specific option and sub option with TFTP server address(es) ipv6 dhcp pool
v6-CLUSTER-B
address prefix 2001:101:2:1::/64 lifetime 172800 86400 link-address 2001:101:2:1::/64
vendor-specific 9
suboption 1 address 2001:101:2::10 2001:101:2::11

使用上のガイドライン

ipv6 dhcp poolコマンドは、DHCPv6プールコンフィギュレーションモードをイネーブルにし
ます。このモードでは、次の設定コマンドを使用できます。

• address prefix IPv6-prefix

このコマンドは、アドレス割り当て用のアドレスプレフィックスを設定します。このアド

レスは、16ビット値をコロンで区切った 16進数形式で指定する必要があります。

• lifetime t1 t2

このコマンドは、IPv6アドレスの有効間隔（t1）と優先間隔（t2）を秒単位で設定します。
範囲は 5～ 4294967295秒です。有効なデフォルト値は 2日、優先されるデフォルト値は
1日です。有効ライフタイムは優先ライフタイムと同じかそれより長い必要があります。
間隔を指定しない場合は、infiniteを指定します。

• link-address IPv6-prefix

このコマンドは、リンクアドレス IPv6プレフィックスを設定します。着信インターフェ
イスのアドレスまたはパケット内のリンクアドレスが指定した IPv6プレフィックスと一
致する場合、サーバは設定情報プールを使用します。このアドレスは、16ビット値をコロ
ンで区切った 16進数形式で指定する必要があります。

• vendor-specific

このコマンドは、DHCPv6ベンダー固有コンフィギュレーションモードを有効にします。
このモードでは、次のコンフィギュレーションコマンドオプションを使用できます。

• vendor-id

ベンダー固有の ID番号を入力します。この番号は、ベンダーの IANAプライベート
エンタープライズ番号です。指定できる範囲は 1～ 4294967295です。シスコのエン
タープライズ番号（ベンダー ID）は 9です。

• suboption number
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このコマンドは、ベンダー固有のサブオプション番号を設定します。指定できる範囲

は 1～ 65535です。IPv6アドレス、ASCIIテキスト、16進文字列を、サブオプション
パラメータで定義されているとおりに入力します。

• TFTPサーバアドレスオプション

TFTPサーバアドレスオプションの suboption 1を使用して、クライアントが設
定ファイルを取得する TFTPサーバの IPv6アドレスを定義します。TFTPサーバ
アドレスを優先順位順にリストすると、クライアントは記載されているアドレス

順に TFTPサーバから設定ファイルを取得しようとします。

• TFTPサービス名オプション

ローカルに割り当てられた TFTPサービスの名前を含む TFTPサービスオプショ
ンの suboption 2を使用します。DHCP応答に TFTPサーバアドレスが指定され
ていない場合は、DNSサービスクエリによってこの名前が解決されます。名前
解決の結果、DNSサーバから複数のアドレスが返される場合があります。このリ
ストには、クライアントが設定ファイルを取得する TFTPサーバのアドレスが含
まれています。TFTPサーバアドレスが優先順位付きで返され、クライアントは
優先順位の番号が最も小さいターゲットサーバに接続しようとします。

DHCPv6設定情報プールを作成してから、ipv6dhcp serverインターフェイスコンフィギュレー
ションコマンドを使用してプールとインターフェイス上のサーバを関連付けます。ただし、情

報プールを設定しない場合は、ipv6 dhcp serverインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドを使用して DHCPv6サーバ機能をインターフェイスでイネーブルにする必要がありま
す。

DHCPv6プールとインターフェイスを関連付けると、関連付けられているインターフェイス上
の要求を処理するのはそのプールだけとなります。プールは、他のインターフェイスも処理で

きます。DHCPv6プールとインターフェイスを関連付けない場合、そのプールはすべてのイン
ターフェイスに対する要求を処理できます。

IPv6アドレスプレフィックスを使用しない場合、プールは設定済みのオプションのみを返し
ます。

link-addressキーワードを使用すると、必ずしもアドレスを割り当てなくてもリンクアドレス
の照合を行うことができます。プール内の複数の link-addressコンフィギュレーションコマン
ドを使用して、複数のリレーのプールを照合できます。

アドレスプール情報またはリンク情報のいずれかについて最長一致が行われるため、あるプー

ルについてはアドレスを割り当てるように設定して、サブプレフィックスの別のプールについ

ては設定されたオプションだけを返すように設定できます。

トリビアルファイル転送プロトコル（TFTP）
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）システムにおいて、IP Phoneなどのエンド
ポイントはTFTPベースのプロセスを利用して、設定ファイル、ソフトウェアイメージ、およ
びその他のエンドポイント固有の情報を取得します。CiscoTFTPサービスは、1台以上のUnified
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CMサーバで実行できるファイルサービスシステムです。このサービスは、設定ファイルを
構築し、ファームウェアファイル、リンガーファイル、デバイスコンフィギュレーション

ファイルなどをエンドポイントに提供します。TFTPサーバが IPv6シグナリングを使用してデ
バイスにファイルを提供できるように、TFTPサーバは IPv6サーバアドレス（サーバOSコマ
ンドラインインターフェイスまたは Cisco Unified Operating System Administrationのグラフィカ
ルユーザインターフェイスで設定されたアドレス）を継承します。

IPv6を使用したピアツーピアのイメージファイル配信はサポートされていません。ただし、
IPv6電話でローカル IPv6ロードサーバを設定できます。

（注）

ネットワークタイムプロトコル（NTP）
ネットワークタイムプロトコル（NTP）により、ネットワークデバイスのクロックをネット
ワークタイムサーバまたはネットワーク対応クロックに同期できます。NTPは、ネットワー
ク内のすべてのデバイスが同じ時刻に設定されていることを保証するうえで重要です。コラボ

レーションネットワークのトラブルシューティングまたは管理を行う場合は、ネットワーク全

体のデバイス上ですべてのエラーログ、セキュリティログ、トレース、およびシステムレポー

ト内のタイムスタンプを同期することがきわめて重要です。この同期により、管理者は、ネッ

トワークのアクティビティと動作を、共通の時系列に基づいて再現できます。課金記録とコー

ル詳細レコード（CDR）でも、正確な同期時刻が必要になります。

Unified CMの NTP時刻同期

Unified CMは IPv6用のNTPをサポートしています。Unified CM Admin UI、BAT、およびAXL
を使用して NTP v6アドレスを設定できます。NTP v6アドレスは、電話の設定を介して SIP電
話に送信されます。CSR 12.0では、IP Phoneは [電話用NTP（Phone NTP References）]で NTP
サーバ用に設定された IPv6アドレスを使用しません。

IP Phoneの NTP時刻同期

IPv6向けの IP Phoneの NTP時刻同期はサポートされていません。

Cisco IOSと CatOSの NTP時刻同期

Cisco IOSおよび Cisco Catalyst OS（CatOS）は IPv6用の NTPをサポートしていません。Cisco
IOS NTPを使用する場合は、クロック同期に IPv4 NTPを使用する必要があります。

WANインフラストラクチャ
統合されたネットワーク上でコラボレーションを正常に動作させるには、WANインフラスト
ラクチャを適切に設計することが重要です。インフラストラクチャを適切に設計するには、基

本的な設定と設計に関するベストプラクティスに従って、できるだけ可用性の高い、スルー

プットを保証できるWANを配置する必要があります。さらに、WANインフラストラクチャ
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を適切に設計するには、すべてのWANリンク上にエンドツーエンドQoSを配置する必要もあ
ります。ここでは、コラボレーションネットワークのWANインフラストラクチャに対応した
特定の IPv6設計ガイダンスについて説明します。コラボレーション導入のWANインフラス
トラクチャの設計に関する一般的なガイダンスについては、http://www.cisco.com/go/ucsrndで
入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照して
ください。

全般的な IPv6 WAN設計ガイダンス
次のソースでは、IPv6 WANインフラストラクチャの設計に関する一般的なガイダンスを提供
します。

•シスコ製品での IPv6の概要

http://www.cisco.com/en/US/products/ps6553/products_ios_technology_home.html

•『Deploying IPv6 in Branch Networks』

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Branch/BrchIPv6.html

Unified Communications WANインフラストラクチャの IPv6設計ガイダ
ンス

Unified CMクラスタ間で標準的な IPv4クラスタ間トランクを使用できる場合、キャンパスネッ
トワーク内のみで IPv6 Unified Communicationsトラフィックを実行するように選択できます。
Unified CMクラスタ間で IPv6 Unified Communicationsトラフィックを送信する場合は、IPv6 SIP
クラスタ間トランクおよび IPv6 WANを使用する必要があります。シスコでは、WANインフ
ラストラクチャ上で IPv6トラフィックを転送するために、IPv4と IPv6の両方のルーティング
プロトコル（デュアルスタックWAN）の導入を推奨します。

図 19 :デュアルスタックWANインフラストラクチャ
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ブランチキャンパス内およびWAN上に IPv6を導入する場合は、次の導入方法を利用できま
すが、これらの方法に対してはソリューションテストが実施されていません。

•デュアルスタック（IPv4および IPv6）ルーティングプロトコルを実行する（推奨）。

•次を使用して IPv6 over IPv4トンネルを配置する。

•手動設定した GREトンネル

• IPv4トンネル上で手動設定した IPv6

•自動設定された IPv6/IPv4（6と 4）トンネル（RFC 3056）

• IPSECを使用して、VPNの IPv4トンネルで IPv6トラフィックを安全に送信することもで
きます。

コールアドミッション制御

Unified CMは、IPv6用にロケーションベースのトポロジ非対応コールアドミッション制御の
みをサポートします。Resource Reservation Protocol（RSVP）をクラスタ内またはクラスタ間で
コールアドミッション制御技術として使用することはできません。同様に、Unified CM IPv4
および IPv6 SIPトランクは、ロケーションベースのコールアドミッション制御のみをサポー
トします。

トポロジ非対応コールアドミッション制御を行うには、WANの場合はハブアンドスポークト
ポロジ、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワー
ク（VPN）の場合はスポークレスハブが必要です。このトポロジでは、Unified CMのロケー
ションメカニズムによって提供されるコールアドミッション制御が正常に機能して、WAN内
の 2つのサイト間で使用可能な帯域幅をトラッキングします。

IPv6を使用するにはヘッダー内のデータが IPv4よりも 20バイト多く必要なため、IPv6コール
では同じ種類のコーデックおよびメディアペイロードを使用する類似の IPv4コールよりも多
くの帯域幅が必要です。

IPv6を使用するコール用にロケーションベースの帯域幅を予約して調整するために、Unified
CMはサポートされるコーデックを使用して IPv6コールに必要な IP帯域幅を計算します。コー
ルセットアップ中にデバイスが Unified CMに接続して帯域幅を予約すると、Unified CMが IP
バージョンを識別します。コールで IPv6が使用される場合、Unified CMは IPv6の帯域幅を予
約し、コールで IPv4が使用される場合、Unified CMは IPv4の帯域幅を予約します。デバイス
で両方の IPバージョンがサポートされている場合、Unified CMは最初に IPv6帯域幅を予約
し、メディアネゴシエーション発生後に必要に応じて帯域幅を調整します。コールに使用する

IPバージョンを Unified CMが特定できない場合は、ANATを使用する SIPトランクを介して
コールが転送されます（該当する場合）。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
65

ネットワークインフラストラクチャ

コールアドミッション制御



ロケーションベースのコールカウントを行うコールアドミッション制御

Unified CMはロケーションベースのトポロジ非対応コールアドミッション制御（コールカウ
ント）もサポートしています。標準の Unified CMロケーションベースコールアドミッション
制御よりも単純なコールカウントでは、使用されるコーデックまたは実際の帯域幅に関係な

く、音声およびビデオコールごとに固定の帯域幅値を使用します。

コールカウントを行うコールアドミッション制御の場合、特定の場所で利用可能な帯域幅の

量を計算する際に、レイヤ 3の音声およびビデオ帯域幅用に次のデフォルト値が使用されま
す。

•音声コール = 102 kbps

•ビデオコール = 500 kbps

コールカウントでは簡易形式のコールアドミッション制御（CAC）を利用できますが、WAN
で音声およびビデオ用に予約された帯域幅が効率的に使用されない可能性があるという欠点も

あります。

Unified CM Administrationでコールカウントを有効にするには、[サービスパラメータ（Service
Parameters）] > [クラスタ全体のパラメータ（コールアドミッション制御）（Clusterwide
Parameters (Call Admission Control)）]を選択します。[コールカウントCACの有効化（Call
Counting CAC Enabled）]のデフォルト設定は [いいえ（False）]です。コールカウントの音声
およびビデオ帯域幅の値を設定できます。

図 20 :コールアドミッション制御のコールカウントの設定

IPv6帯域幅のプロビジョニング

コラボレーショントラフィックの帯域幅プロビジョニングに関する一般的な推奨事項について

は、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference
Network Design (SRND)』の帯域幅プロビジョニング情報を参照してください。ただし、IPv6
音声ベアラトラフィックをプロビジョニングする場合は、IPv6ヘッダーの 20バイトの追加
オーバーヘッドを考慮する必要があります。

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
66

ネットワークインフラストラクチャ

IPv6帯域幅のプロビジョニング

http://www.cisco.com/go/ucsrnd


CSR 12.0では、IPv6ビデオトラフィックはソリューションテストの対象ではありません。ビ
デオフローの帯域幅要件を決定するには、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco
Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』の帯域幅プロビジョニング情報
を参照してください。

（注）

IPv6音声ベアラトラフィック

次の図に示すように、Voice-over-IPv6（VoIPv6）パケットは、音声ペイロード、Real-time
Transport Protocol（RTP）ヘッダー、User Datagram Protocol（UDP）ヘッダー、IPv6ヘッダー、
およびレイヤ 2リンクヘッダーで構成されます。Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）
暗号化を使用すると、各パケットの音声ペイロードは4バイト増加します。リンクヘッダーの
大きさは、使用されるレイヤ 2メディアによって異なります。

図 21 :一般的な VoIPv6パケット

IPv6帯域幅の計算

VoIPv6ストリームによって消費される帯域幅を計算するには、次に示すように、パケットの
ペイロードとすべてのヘッダーを加算し（ビット単位）、1秒あたりのパケットレートを掛け
ます。

•レイヤ 2帯域幅（kbps）= [（1秒あたりのパケット数）∗（音声ペイロード Xバイト +
RTP/UDP/IPヘッダー 60バイト +レイヤ 2オーバーヘッド Yバイト）∗ 8 ビット]/1000

•レイヤ 3帯域幅（kbps）= [（1秒あたりのパケット数）∗（音声ペイロード Xバイト +
RTP/UDP/IPヘッダー 60バイト）∗ 8 ビット]/1000

• 1秒あたりのパケット数 = [1/（サンプリングレート（ミリ秒））] ∗ 1000

•音声ペイロード（バイト）= [（コーデックビットレート（kbps））∗（サンプリングレー
ト（ミリ秒））]/8

次の表に、VoIPv6フローごとのレイヤ 3帯域幅の詳細を示します。これは、音声ペイロード
と IPv6ヘッダーによってのみ消費される帯域幅を示しています。ここでは、デフォルトのパ
ケットレート 50パケット/秒（pps）と、暗号化されていないペイロードと暗号化されたペイ
ロードの両方のレートである 33.3 ppsを使用しています。レイヤ 2ヘッダーのオーバーヘッド
は含まれていません。コーデックサンプリングレートは、[Unified CMサービスパラメータ
（Unified CM Service Parameters）]メニューから調整できます。
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表 10 : VoIPv6フローごとのレイヤ 3帯域幅

1会話あたりの帯
域幅

1秒あたりのパ
ケット数

音声ペイロード

（バイト数）

サンプリング

レート

コーデック

88.0 kbps50.016020ミリ秒G.711および
G.722-64k

89.6 kbps50.016420ミリ秒G.711および
G.722-64k
（SRTP）

79.2 kbps33.324030ミリ秒G.711および
G.722-64k

81.0 kbps33.324430ミリ秒G.711および
G.722-64k
（SRTP）

39.2 kbps50.03820ミリ秒iLBC

40.8 kbps50.05420ミリ秒iLBC（SRTP）

29.3 kbps33.35030ミリ秒iLBC

30.4 kbps33.35430ミリ秒iLBC（SRTP）

32.0 kbps50.02020ミリ秒G.729A

33.6 kbps50.02420ミリ秒G.729A（SRTP）

24.0 kbps33.33030ミリ秒G.729A

25.0 kbps33.33430ミリ秒G.729A（SRTP）

Compressed RTP（cRTP）

現在、Cisco IOSでは IPv6の Compressed RTPをサポートしていません。

より正確な方法で帯域幅をプロビジョニングするには、帯域幅の計算にレイヤ2ヘッダーを含
めます。次の表は、レイヤ2ヘッダーを計算に含めた場合の、IPv6音声トラフィックによって
消費される帯域幅の量を示しています。
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表 11 :レイヤ 2ヘッダーを含めた帯域幅使用量

ヘッダータイプとサイズコーデッ

クタイプ

とパケッ

トレート

（1秒あた
りのパ

ケット

数）

WLAN

24バイト

MPLS

4バイト

MLPPP

10バイト

フレーム

リレー

4バイト

ATM

53バイト
のセルと

48バイト
のペイ

ロード

PPP

6バイト

イーサ

ネット 14
のポート

97.6 kbps89.6 kbps92 kbps89.6 kbps109.2 kbps90.4 kbps93.6 kbpsG.711およ
び
G.722-64k
（50.0
pps）

99.2 kbps91.2 kbps93.6 kbps91.2 kbps110.8 kbps92 kbps95.2 kbpsG.711およ
び
G.722-64k
（SRTP）
（50.0
pps）

86.3 kbps80.1 kbps82.6 kbps80.1 kbps94.0 kbps81.5 kbps83.7 kbpsG.711およ
び
G.722-64k
（33.3
pps）

87.4 kbps82.1 kbps83.7 kbps82.1 kbps95.1 kbps82.6 kbps84.7 kbpsG.711およ
び
G.722-64k
（SRTP）
（33.3
pps）

48.8 kbps40.8 kbps43.2 kbps40.8 kbps60.4 kbps41.6 kbps44.8 kbpsiLBC
（50.0
pps）

50.4 kbps42.4 kbps44.8 kbps42.4 kbps62.0 kbps43.2 kbps46.4 kbpsiLBC
（SRTP）
（50.0
pps）
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ヘッダータイプとサイズコーデッ

クタイプ

とパケッ

トレート

（1秒あた
りのパ

ケット

数）

WLAN

24バイト

MPLS

4バイト

MLPPP

10バイト

フレーム

リレー

4バイト

ATM

53バイト
のセルと

48バイト
のペイ

ロード

PPP

6バイト

イーサ

ネット 14
のポート

35.7 kbps30.4 kbps32.0 kbps30.4 kbps43.5 kbps30.9 kbps33.0 kbpsiLBC
（33.3
pps）

36.8 kbps31.5 kbps33.1 kbps31.5 kbps44.5 kbps32.0 kbps34.1 kbpsiLBC
（SRTP）
（33.3
pps）

41.6 kbps33.6 kbps36.0 kbps33.6 kbps53.2 kbps33.4 kbps37.6 kbpsG.729A
（50.0
pps）

43.2 kbps35.2 kbps37.6 kbps35.2 kbps54.8 kbps36.0 kbps39.2 kbpsG.729A
（SRTP）
（50.0pps）

30.4 kbps25.1 kbps26.7 kbps25.1 kbps38.1 kbps25.6 kbps27.7 kbpsG.729A
（33.3
pps）

31.5 kbps26.1 kbps27.8 kbps26.1 kbps39.2 kbps26.7 kbps28.8 kbpsG729A
（SRTP）
（33.3pps）

コール制御トラフィックのプロビジョニング

単一サイトの Unified CMキャンパス導入では、コール制御トラフィックのプロビジョニング
を考慮する必要はありません。集中呼処理または分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN
展開の場合、サイト間シグナリングまたはクラスタ間トランクシグナリングトラフィックの

帯域幅プロビジョニングについても考慮する必要があります。IPv4トランクを介したコール制
御トラフィックの帯域幅プロビジョニングについては、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手
できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照してくだ
さい。IPv6シグナリングの場合は、IPv4を介したコール制御トラフィック用に計算された帯
域幅値に 10%追加します。
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RSVP

リソース予約プロトコル（RSVP）コールアドミッション制御は IPv6コールでサポートされて
いません。Unified CM SIPトランクでは RSVPはサポートされません。代わりに、クラスタ間
トランクのロケーションベースコールアドミッション制御を使用してください。コールアド

ミッション制御に RSVPを使用するネットワークに IPv6を導入することは推奨しません。

WLAN

IPv6はシスコのワイヤレスデバイスではサポートされていません。これらのデバイスは IPv4
のみをサポートします。

ネットワーク管理
ここでは、ネットワーク管理製品である Cisco Prime Collaborationについて説明します。

Cisco Prime Collaboration
IPv6対応の Cisco Prime Collaborationでは、音声とビデオのコラボレーションネットワーク全
体を簡単に統合管理できます。自動プロビジョニング、リアルタイムモニタリング、プロアク

ティブトラブルシューティングのほか、長期的なトレンディングと分析が1つの統合製品で提
供されます。

Cisco Prime Collaboration Advancedには、3つの個別のモジュールが含まれています。

• Provisioning（IPv6対応で、デュアルスタックおよび IPv6専用デバイスをサポート）

• Assurance（IPv4専用）

• Analytics（IPv4専用）

Cisco Prime Collaboration Standardには、Provisioningモジュールと Assuranceモジュールで使用
可能な機能のサブセットが含まれています。Analyticsモジュールと Cisco Prime Collaboration
Contact Center Assuranceは、Cisco Prime Collaboration Advancedで提供される場合にのみ利用で
きます（IPv4専用）。
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第 6 章

ゲートウェイ

•ゲートウェイの概要（73ページ）

ゲートウェイの概要
ゲートウェイは、IPテレフォニーネットワークを公衆電話交換網（PSTN）、レガシー PBX
システム、キーシステム、またはアナログデバイスに接続するための複数の方法を提供しま

す。ゲートウェイには、特殊なエントリレベルのスタンドアロン音声ゲートウェイから、機能

が豊富なハイエンド統合ルータおよび Cisco Catalystゲートウェイに至るまでのさまざまなも
のがあります。ゲートウェイの選択や機能に関する一般的なガイダンスについては、

http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network
Design (SRND)』を参照してください。

• SIPプロトコルを使用する IPv4専用スタック対応のゲートウェイ（CSR 12.0製品の推奨さ
れる IPv6アドレッシングモード（21ページ）を参照）。

• IPv4と IPv6の変換用ソフトウェアおよびハードウェアメディアターミネーションポイ
ント（MTP）は、Unified CMへの SCCP IPv4シグナリングを使用します。

• Unified CMとゲートウェイの間で SCCP、H.323、およびMGCPシグナリングプロトコル
を使用する他のすべてのゲートウェイ接続は廃止されました。

•単一のCiscoサービス統合型ルータ（ISR）4000プラットフォーム上で、ISDNゲートウェ
イ、Unified SRSTアナログポート、およびMTP機能を組み合わせることができます。
Unified SRSTと CUBEを同じ ISR 4000ルータに共存させることはできません。

• Cisco 2800および 3800シリーズサービス統合型ルータおよび Cisco VGシリーズゲート
ウェイは、IPv4専用スタックゲートウェイとして設定する必要があります。IPv6の機能
は、CSR 12.0ではサポートされません。
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第 7 章

トランク

•トランクの概要（75ページ）
• IPv6 SIPトランクの設定（76ページ）
•代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）（79ページ）
•推奨される IPv6 SIPトランク設定と関連のコールフロー（80ページ）
•デュアルスタック SIPトランクを介したコール用のメディアアドレス選択（DoDネット
ワークのみ）（83ページ）

• ANATを使用した SIP Early Offerコール（86ページ）
• Delayed Offerを使用する SIPトランク（91ページ）

トランクの概要
Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）は、外部デバイスとの接続用にさまざま
なタイプの IPトランクをサポートしています。

• H.225（H.323）

• SIP

•クラスタ間トランク

SIPトランクと SIPクラスタ間トランクのみが IPv6をサポートできます。この章では、これら
のトランクの新しい IPv6機能と特徴について説明します。Unified CMトランクの一般的な機
能および特徴については、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration
System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照してください。

次のような複数の設定を Unified CM SIPトランクで利用できます。

•インバウンドおよびアウトバウンドの SIP Early Offerトランクコール

•代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）が有効になっているインバウンドおよびア
ウトバウンドの SIP Early Offerトランクコール

•インバウンドおよびアウトバウンドの SIP Delayed Offerトランクコール（この章では、こ
の推奨オプションを中心に説明します）
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• ANATが有効になっているインバウンドおよびアウトバウンドの SIP Delayed Offerトラン
クコール

IPv6 SIPトランクの設定
ゲートウェイへのSIPトランクおよびUnified CM SIPクラスタ間トランクを設定するには、[デ
バイス（Devices）] > [トランク（Trunks）] > [Unified CMの管理のSIPトランク（SIP Trunk in
Unified CM Administration）]を選択します。

この項で説明する SIPトランク設定は、作成後に SIPトランクに割り当てられる共通デバイス
設定プロファイル（[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]と [シグナリング用のIP
アドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]）、および SIPトラ
ンクに割り当てられる SIPプロファイル設定（[ANATを有効化（Enable ANAT）]を無効にす
る必要があります）を介して適用されます。IPv4から IPv6へのメディアインターワーキング
は、MTPを挿入する Unified CMによってサポートされています。

図 22 : Unified CM Administrationのトランク設定
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SIPトランク向けの共通デバイス設定
ここでは、SIPトランク向けの設定について説明します。

SIPトランク IPアドレッシングモード

[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]を次のいずれかに設定できます。

• IPv4

このモードでは、SIPトランクはシグナリング用にUnified CM IPv4アドレスを使用し、メ
ディア用にMTPまたは電話の IPv4アドレスを使用します。

• IPv6

このモードでは、SIPトランクはシグナリング用にUnified CM IPv6アドレスを使用し、メ
ディア用にMTPまたは電話の IPv6アドレスを使用します。

• [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]（非推奨、DoDネットワークに適用可能）

SIPトランクは、シグナリング用の Unified CM IPv4アドレスまたは Unified CM IPv6アド
レス、およびMTPを使用します。実稼働環境では、[IPv6のみ（IPv6 Only）]をお勧めし
ます。

図 23 : IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）

シグナリング用の SIPトランク IPアドレッシングモード設定

[シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]
を次のいずれかに設定できます。

• [IPv4]
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このモードの場合、SIPトランクは SIPシグナリング用の発信元アドレスとして Unified
CM IPv4サーバアドレスを使用します。

• [IPv6]

このモードの場合、SIPトランクは SIPシグナリング用の発信元アドレスとして Unified
CM IPv6サーバアドレスを使用します。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

このモードの場合、SIPトランクはシグナリング用の IPアドレッシングモードにクラス
タ全体のエンタープライズパラメータ設定の値を使用します。

IPv6が Unified CMクラスタで有効な場合、[シグナリング用のIPアドレッシングモード（IP
Addressing Mode for Signaling）]に対するデフォルト SIPトランク設定は [システムデフォルト
の使用（Use System Default）]です。この設定を使用すると、SIPトランクはシグナリング用
の IPアドレッシングモードに対してクラスタ全体の設定を適用します（該当するタイプの宛
先アドレスがトランクに設定されている場合）。すべての IPv4トランクは、この設定を無視
します。

SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]はアウトバウンドコールにのみ使用されます。Unified CMは、IPv4と IPv6の
両方のアドレスで着信 SIPシグナリングをリッスンします。

図 24 :シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）

電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）

SIPトランクでは [電話のステートフル自動設定を許可（Allow Stateful Auto-Configuration for
Phones）]設定は使用されません。
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代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）

ANATは、デュアルスタック SIPトランク間の SIPオファーおよびアンサーの交換に使用され
ます。ANATにより、SIPデバイスは SIPオファーの Session Description Protocol（SDP）本文
で IPv4と IPv6の両方のアドレスを送信したり、メディア接続の確立に使用する優先 IPアドレ
ス（IPv4または IPv6）を SIPアンサーの SDP本文で返したりすることができます。

デュアルスタック（IPv4と IPv4）SIPトランクを介した ANATがサポートされます。SIPトラ
ンクの両側で ANATがサポートされている必要があります。ANATを有効にするには、SIPト
ランクに関連付けられた SIPプロファイルで [ANATを有効化（Enable ANAT）]チェックボッ
クスをオンにします。ANATは Early Offerコールと Delayed Offerコールの両方で使用できま
す。

CSR 12.0では、ANATは設定されず、Unified CMおよびUnified SRSTでサポートされません。（注）

[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]が [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]に設定され
ている SIPトランクでのみ、ANATを有効にしてください。

図 25 : SIPトランクプロファイルでの ANATの有効化

ANATが有効な SIPトランクコールに影響するクラスタ全体の設定

クラスタ全体の設定 [メディア用のアドレッシングモード設定（Addressing Mode Preference for
Media）]は、ANATが有効になっている Unified CM SIPトランクが SIPオファーの SDP本文
で IPv6アドレスと IPv4アドレスを受信した場合に使用するアドレッシングバージョンを指定
します。このクラスタ全体の設定により、SIPトランクを介したコールにMTPを動的に挿入す
る際に、電話またはトランクのいずれのMTPが選択されるかも決まります。
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推奨される IPv6 SIPトランク設定と関連のコールフロー
Unified CM IPv6 SIPトランクの設定方法は、遠端 SIPトランクデバイスの機能にある程度左右
されます。この遠端 SIPトランクデバイスは、通常は別のUnified CMクラスタ、IPv6 SIPゲー
トウェイ、またはサードパーティ製 IPv6 SIPコールエージェントです。

IPv6 SIPトランク設定に関するいくつかの一般的なガイダンスを次に示します。

• IPv6 SIPトランクには、IPv4および IPv6の IPアドレッシングモードを設定する必要があ
ります。

• ANATが必要な場合は、トランクの IPアドレッシングモードを [IPv4とIPv6（IPv4 and
IPv6）]に設定する必要があります。

• ANATが必要な場合は、両方のトランクデバイスが ANATをサポートしている必要があ
ります。

• SIP Early Offerと SIP Delayed Offerは、次のように対称構成と非対称構成の両方でサポー
トされます。

•アウトバウンドおよびインバウンド SIP Early Offer（推奨オプション）

•アウトバウンドおよびインバウンド SIP Delayed Offer

•アウトバウンド SIP Early Offerおよびインバウンド SIP Delayed Offer

•アウトバウンド SIP Delayed Offerおよびインバウンド SIP Early Offer

CSR 12.0では、SIP Early Offerは IPv6をサポートしていません。CUBEまたは Unified SRST
ゲートウェイは ANATをサポートしていません。

（注）

Early Offerコールと SIPトランクコール

トランク設定ページですべてのUnified CM SIPトランクに対して [MTPが必要（MTP required）]
チェックボックスをオンにし、IPv4の SIP Early Offerを有効にする必要があります（IPv6は
Early Offerをサポートしません）。[MTPが必要（MTP required）]をオンにすると、すべての
インバウンドおよびアウトバウンドコールのメディアパスでメディアターミネーションポイ

ント（MTP）が使用されます。静的に割り当てられたこのMTPは、次のようにすべてのコー
ルに影響します。

•すべてのコールのメディアパスにMTPが配置されるため、発信側電話から着信側電話へ
の 1つのコールレッグではなく、MTPの挿入によって発信側電話からMTP、およびMTP
から着信側電話の 2つのレッグが作成されます。これは、シグナリングの意味では 2つの
コールと見なすことができます。発信側電話とMTPがメディア機能（使用するコーデッ
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ク、IPアドレス、および UDPポート番号など）をネゴシエートし、SIPトランクの遠端
でMTPと着信側電話が同様にネゴシエートします。

•静的に割り当てられたMTP（[MTPが必要（MTP required）]がオンになっている）が、1
つのコーデックタイプ（G711またはG729）を使用するように設定する必要があります。
静的に割り当てられたこのMTPに単一の音声コーデックを割り当てると、パススルー
コーデックの使用が無効になります。次に、ビデオコールまたは暗号化されたコールに必

要なパススルーコーデックをネゴシエートできなくなります（T.38 FAXコールは静的に
割り当てられたMTPでサポートされます）。したがって、SIPトランクを介したビデオま
たは暗号化のサポートが必要な場合は、SIP Delayed Offer（静的に割り当てられたMTPな
し）を使用する必要があります。

パススルーコーデックは、動的に挿入されたすべてのMTPで設
定する必要があります。パススルーコーデックの使用を有効にす

るには、標準コーデックとパススルーコーデックの両方でMTP
を設定します。

（注）

デュアルスタック SIP Unified CMトランク用に SIP Early Offerが必要な場合は、IPv6と IPv4
の両方のアドレスを使用するように Cisco IOS MTPを設定する必要があります。詳細は、メ
ディアリソースと保留音の概要（105ページ）を参照してください。

Delayed Offerトランクと SIPトランク

Delayed Offerトランクには静的に割り当てられたMTPがないため、MTPリソースがすべての
コールに使用されることはありません。Delayed Offerコールの場合、Unified CMは着信側デバ
イスと発信側デバイスの間で単一のコールレッグを使用してコールを設定しようとします。そ

のため、Unified CMトランクと Unified CMに登録されている IP Phoneの両方の IPアドレッシ
ングモード設定を考慮する必要があります。Unified CMトランクと登録済み電話の間で IPア
ドレッシングモードが一致していない特定のコールでは、この不一致を解決するために、

Unified CMがMTPを動的に挿入します。動的に挿入されたこのMTPはパススルーコーデッ
クをサポートし、コールパス内のこのMTPによってビデオコールおよび暗号化されたコール
を確立できます。パススルーコーデックは、動的に挿入されたすべてのMTPで設定する必要
があります。パススルーコーデックの使用を有効にするには、標準コーデックとパススルー

コーデックの両方でMTPを設定します。

Unified CM SIPトランクシグナリング

Unified CM SIPトランクでどの IPアドレッシングバージョンがシグナリング用に使用される
かには、次の要素が影響します。

•通話の方向

•トランクの IPアドレッシングモード

Cisco Collaboration Systemsリリース 12.0 IPv6導入ガイド
81

トランク

Delayed Offerトランクと SIPトランク



•トランクの設定済み宛先アドレス

•トランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]

•クラスタ全体の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode
Preference for Signaling）]

アウトバウンド用の SIPシグナリングに使用する IPアドレッシングバージョン

シグナリング用の IPアドレッシングバージョンは、次の要因（記載順）によって決まります。

1. SIPトランクの IPアドレッシングモード（IPv4または IPv6）

2. SIPトランクの設定済み宛先アドレス（IPv4または IPv6）

• 1つの宛先アドレスのみが設定されている場合（IPv4または IPv6）、IPアドレッシン
グバージョンはトランクの IPアドレッシングモードに一致する必要があります。こ
れらの 2つの値が一致しない場合は、SIPトランク接続を確立できません。

• 2つのトランク宛先アドレスが設定されている場合（IPv4および IPv6）、IPアドレッ
シングバージョンは SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定
（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]（[IPv4]、[IPv6]、または [システムデ
フォルトの使用（Use System Default）]）によって決まります。[システムデフォルト
の使用（Use System Default）]設定が使用されている場合、IPアドレッシングバージョ
ンはクラスタ全体の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing
Mode Preference for Signaling）]（[IPv4]または [IPv6]）によって決まります。

インバウンド用の SIPシグナリングに使用する IPアドレッシングバージョン

インバウンドコールでシグナリング用に使用される IPアドレッシングバージョンは、Unified
CMで設定されているトランク宛先アドレスおよびポート番号に基づきます。発信側デバイス
から受信したシグナリング発信元アドレスとポート番号が、SIPトランクに設定されている宛
先アドレスとポート番号に一致する場合は、シグナリング接続が確立されます。

Unified CMでは、SIPトランク宛先アドレス用に次の設定オプションが用意されています。

•設定済みの 1つの IPv4アドレス

•設定済みの 1つの IPv6アドレス

•設定済みの 1つの IPv4アドレスおよび 1つの IPv6アドレス（DoDネットワークのみ）

クラスタで IPv6が有効な場合、Unified CMサーバは設定されている IPv4および IPv6アドレ
スと送信元ポート番号宛ての着信 SIPトランクコールをリッスンします。
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デュアルスタックSIPトランクを介したコール用のメディ
アアドレス選択（DoDネットワークのみ）

DoDネットワーク専用です。（注）

SIPトランクには多くの設定オプションが考えられます。トランクは単一またはデュアルス
タックで、ANATが有効になっている場合と無効になっている場合があり、SIP Early Offerま
たは SIP Delayed Offerを使用します。この章では、重要な設定オプションと、メディア用にア
ドレスが交換および使用される結果について、簡単に説明します。Early Offerコールのシナリ
オを最初に検討し、続いて Delayed Offerコールのシナリオについて検討します。

コールのシナリオに応じて、デュアルスタックSIPトランクを介したコール用のメディアアド
レス選択が以下に基づいて行われます。

•通話の方向

• Delayed Offerと Early Offerのどちらを使用するかどうか

•トランクの IPアドレッシングモード

•クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Media）]

•電話の IPアドレッシングモード

この章の残りの項では、次の Unified CMコールフローのメディア選択を確認します。

• SIP Early Offerコール

• ANATを使用しないアウトバウンド Early Offerコール

• ANATを使用しないインバウンド Early Offerコール

• ANATを使用したアウトバウンド Early Offerコール

• ANATを使用したインバウンド Early Offerコール

• SIP Delayed Offerコール

• ANATを使用しないアウトバウンド Delayed Offerコール

• ANATを使用しないインバウンド Delayed Offerコール

• ANATを使用したアウトバウンド Delayed Offerコール

• ANATを使用したインバウンド Delayed Offerコール
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ANATを使用しないアウトバウンド IPv6 Early Offerコールのメディア選
択

これは CSR 12.0ではサポートされません。（注）

SIP Early Offerコールには 2つのコールレッグ（1つは電話からトランクMTPへ、もう 1つは
トランクMTPから SIP音声ゲートウェイへ）が伴います。Cisco IOS MTPは、IPv4と IPv6の
両方のアドレスをサポートするように設定されます。標準SIPトランクを使用して、単一の IP
アドレッシングバージョンのみが交換されるように、次の図の SIPトランクでは ANATが有
効化されていません。

図 26 : ANATを使用しないアウトバウンド Early Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

電話からトランクMTPへのコールレッグ：標準 Unified CMのクラスタ内ネゴシエーション

MTPはデュアルスタック構成であるため、電話のメディアアドレッシングタイプが IPv4専用
または IPv6専用に設定されている場合は一致します。電話もデュアルスタック構成の場合は、
クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]（IPv4または IPv6）によって、メディアに使用される IPアドレッシングバージョン
が決定されます。

MTPトランクから音声ゲートウェイへのコールレッグ：ANATが有効になっていない、SDPで
1つのメディアアドレスが送信される（IPv4または IPv6）

ANATが有効になっていないアウトバウンド Early Offerコールの場合、SIPトランクの IPアド
レッシングモードによって、SIPオファーの SDP本文で送信される内容が次のように決まり
ます。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4のみ（IPv4 only）]：SDP本文で
MTPの IPv4アドレスが送信されます。
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• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv6のみ（IPv6 only）]：SDP本文で
MTPの IPv6アドレスが送信されます。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]：SDP本
文で送信されるMTPアドレスは、クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード
設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]（IPv4または IPv6）を使用して決定され
ます。

ANATを使用しないインバウンドEarlyOfferコールのメディア選択（IPv6
非対応）

IPv6はサポートされていません。（注）

SIP Early Offerコールには 2つのコールレッグ（1つは電話からトランクMTPへ、もう 1つは
トランクMTPから SIP音声ゲートウェイへ）が伴います。Cisco IOS MTPは、IPv4と IPv6の
両方のアドレスをサポートするように設定されます。標準 SIPトランクを使用して、SIPオ
ファーおよびアンサーで単一の IPアドレッシングバージョンのみが交換されるように、図7-6
の SIPトランクでは ANATが有効化されていません。

図 27 : ANATを使用しないインバウンド Early Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

トランクMTPから電話へのコールレッグ：標準 Unified CMのクラスタ内ネゴシエーション

MTPはデュアルスタック構成であるため、電話のメディアアドレッシングタイプが IPv4専用
または IPv6専用に設定されている場合は一致します。電話もデュアルスタック構成の場合は、
クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]（IPv4または IPv6）によって、メディアに使用される IPアドレッシングバージョン
が決定されます。
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音声ゲートウェイからトランクMTPへのコールレッグ：ANATが有効になっていない、SDPで
1つのメディアアドレスを受信する

ANATが有効になっていないインバウンド Early Offerコールの場合、SIPトランクの IPアド
レッシングモードによって、SIPオファーの SDP本文で受信するアドレスを受け入れるか拒
否するかが次のように決まります。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4のみ（IPv4 only）]：

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを拒否します。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv6のみ（IPv6 only）]：

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを拒否します。

これらのトランクコールでは、Unified CMは 2つの音声デバイス
間のメディアアドレッシングバージョンの不一致を解決するMTP
を挿入しません。

（注）

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]：

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

ANATを使用した SIP Early Offerコール

これは CSR 12.0ではサポートされません。（注）

この項に示す 2つのコールのシナリオでは、SIPトランクは ANATを使用して、着信側エンド
ポイントと発信側エンドポイントの間のメディア接続用に IPv4アドレスと IPv6アドレスを交
換およびネゴシエートします。

代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）

ANATは、デュアルスタック SIPトランク間の SIPオファーおよびアンサーの交換に使用され
ます。ANATにより、デバイスは SIPオファーの SDP本文で IPv4と IPv6の両方のアドレスを
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送信したり、メディア接続の確立に使用する優先 IPアドレス（IPv4または IPv6）を SIPアン
サーの SDP本文で返したりすることができます。

デュアルスタック SIPトランクでの ANATの使用は、SIP Inviteのヘッダーに示されます。[必
須：sdp-anat（Require: sdp-anat）]フィールドは Early Offerを使用するUnified CM SIPトランク
で使用され、[サポート対象：sdp-anat（Supported: sdp-anat）]フィールドは Delayed Offerを使
用するUnified CM SIPトランクで使用されます。[必須：sdp-anat（Require: sdp-anat）]の値は、
SIPトランク接続の遠端までANAT応答がサポートされる必要があることを示します。[サポー
ト対象：sdp-anat（Supported: sdp-anat）]の値は、SIPトランク接続の遠端まで ANAT応答のサ
ポートが推奨されることを示します。

ANATはデュアルスタックSIPトランク（つまり、アドレッシングモードが [IPv4とIPv6（IPv4
and IPv6）]に設定されている SIPトランク）でのみサポートされます。

Require: sdp-anatまたは Supported: sdp-anatを受信しても、Unified CMが SIP Early Offer用に
設定されたトランクで着信 Inviteに応答する方法には影響しませんが、Delayed Offerを使用す
る Unified CM SIPトランクへのインバウンドコールでMTPを動的に割り当てる方法には影響
があります。

Unified CMでは、デュアルスタック（IPv4と IPv6）SIPトランクを介した ANATがサポート
されます。ANATを有効にする場合は、SIPトランクの両端で設定する必要があります。SIP
Inviteで Require: sdp-anatが送信され、受信側の SIPトランクが ANATをサポートしていない
場合は、すべてのコールが拒否されます。ANATを有効にするには、SIPトランクに関連付け
られた SIPプロファイルで [ANATを有効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオンにしま
す。ANATは Early Offerコールと Delayed Offerコールの両方で使用できます。

[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]の [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]が設定され
ている SIPトランクでのみ、ANATを有効にしてください。シングルスタック SIPトランク
（IPv4のみまたは IPv6のみ）で ANATを有効にしても、IPアドレスを 1つしか提供できない
ため意味はありません。したがって、シングルスタック（IPv6専用または IPv4専用）SIPトラ
ンクでは ANATがサポートされていません。

ANATを使用したアウトバウンド Early Offerコールのメディア選択

これは CSR 12.0ではサポートされません。（注）

次の図は、デュアルスタック SIPトランクで ANATを使用した SIP Early Offerおよび SIPアン
サーの簡素化バージョンを示しています。

SIP Early Offerコールには 2つのコールレッグ（1つは電話からトランクMTPへ、もう 1つは
トランクMTPから SIP音声ゲートウェイへ）が伴います。Cisco IOS MTPは、IPv4と IPv6の
両方のアドレスをサポートするように設定されます。この SIPトランクでは ANATが有効に
なっているため、IPv4と IPv6の両方のアドレスが SIPオファーおよびアンサーで交換されま
す。
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図 28 : ANATを使用したアウトバウンド Early Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

電話からトランクMTPへのコールレッグ：標準 Unified CMのクラスタ内ネゴシエーション

MTPはデュアルスタック構成であるため、電話のメディアアドレッシングタイプが IPv4専用
または IPv6専用に設定されている場合は一致します。電話もデュアルスタック構成の場合は、
クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]（IPv4または IPv6）によって、メディアに使用される IPアドレッシングバージョン
が決定されます。

MTPトランクから音声ゲートウェイへのコールレッグ：ANATが有効になっている、SDPで 2
つのメディアアドレスが送信される（IPv4および IPv6）

Unified CMは [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]にクラスタ全体の設定を使用して、ANAT SIPオファーの SDP本文に示されているメ
ディアアドレス設定を選択します。トランクの [IPアドレッシングモード（IPAddressingMode）]
を [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]に設定する必要があります。トランクの IPアドレッシング
モードが IPv4専用または IPv6専用に設定されている可能性がありますが、送信されるアドレ
スが 1つのみであるため、ANATの目的には沿いません（トランクの IPアドレッシングモー
ドによって ANATの設定が上書きされます）。

着信側デバイス（音声ゲートウェイ）は、音声コールに使用するアドレッシングバージョンを

選択します。発信側の設定に従う必要はありません。

アウトバウンド SIP Early Offer

アウトバウンド SIP Early Offerによる Inviteの SIPヘッダーには、ANATが遠端の SIPデバイ
スでサポートされている必要があることを示す Require: sdp-anatフィールドが含まれていま
す。Early Offer用に設定された Unified CM SIPトランクのアウトバウンド SIPオファーの場
合、すべてのコールで SIPオファーの SDP本文に、トランクの静的に割り当てられたMTPの
IPv4アドレスおよび UDPポート番号と、IPv6アドレスおよび UDPポート番号が含まれてい
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ます。SDP本文には Unified CMの優先アドレッシングバージョンも示されており、フィール
ド a=group:ANAT 2 1は、Unified CMが 2番目のアドレス（IPv6アドレス）を優先することを
意味します。Early Offerコールの場合、この設定はクラスタ全体の [メディア用のIPアドレッ
シングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]に基づいて選択されます。

着信 SIPアンサー

遠端 SIPトランクが Require: sdp-anatを含む Inviteを受信する場合は、ANATをサポートし
て、SIPアンサーで ANATベースの応答を返す必要があります。遠端 SIPトランクで ANATが
サポートされていない場合は、コールが拒否されます。前の図の a=group:ANAT 2は、音声
コール用の IPv6アドレスおよびポート番号に対するゲートウェイの選択を示しています。ゲー
トウェイの IPv6アドレスと IPv4アドレスの両方がアンサーに含まれていますが、返されるの
は IPv6の UDPポート番号のみで、IPv4 UDPポート番号は 0に設定されることに注意してく
ださい。

ANATを使用したインバウンド Early Offerコールのメディア選択

これは CSR 12.0ではサポートされません。（注）

次の図は、デュアルスタック SIPトランクで ANATを使用した SIP Early Offerおよび SIPアン
サーの簡素化バージョンを示しています。

SIP Early Offerコールには 2つのコールレッグ（1つは電話からトランクMTPへ、もう 1つは
トランクMTPから SIP音声ゲートウェイへ）が伴います。Cisco IOS MTPは、IPv4と IPv6の
両方のアドレスをサポートするように設定されます。この SIPトランクでは ANATが有効に
なっているため、IPv4と IPv6の両方のアドレスが SIPオファーおよびアンサーで交換されま
す。
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図 29 : ANATを使用したインバウンド Early Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

トランクMTPから電話へのコールレッグ：標準 Unified CMのクラスタ内ネゴシエーション

MTPはデュアルスタック構成であるため、電話のメディアアドレッシングバージョンが IPv4
専用または IPv6専用に設定されている場合は一致します。電話もデュアルスタック構成の場
合は、メディアに使用される IPアドレッシングバージョンの選択に、クラスタ全体の [メディ
ア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]（IPv4または
IPv6）が使用されます。

音声ゲートウェイからトランクMTPへのコールレッグ：ANATが有効になっている、SDPで
IPv4および IPv6メディアアドレスを受信する

Unified CMは、受信したSIPオファーのSDP本文に示されているアドレス設定に従いません。
デュアルスタック Unified CM SIPトランク（[IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]
= [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]）の場合、Unified CMはクラスタ全体の [メディア用のIPアド
レッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]に基づいて音声コールのア
ドレッシングバージョンを選択します。

インバウンド SIP Early Offer

アウトバウンド SIP Early Offerによる Inviteの SIPヘッダーには、ANATが Unified CMでサ
ポートされている必要があることを示す Require: sdp-anatフィールドが含まれています。SIP
オファーの SDP本文には、発信側デバイスの IPv4アドレスおよび UDPポート番号と、IPv6
アドレスおよび UDPポート番号が含まれています。SDP本文には発信側デバイスの優先アド
レッシングバージョンも示されており、フィールド a=group:ANAT 2 1は、2番目のアドレス
（IPv6アドレス）が優先されることを意味します。
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発信 SIPアンサー

Unified CM SIP Early OfferトランクがRequire: sdp-anatを含む Inviteを受信する場合は、ANAT
をサポートして、SIPアンサーで ANATベースの応答を返す必要があります。Unified CM SIP
トランクで ANATがサポートされていない場合は、コールが拒否されます。Unified CMトラ
ンクが Early Offer用に設定されている場合、Unified CMは SIPアンサーでトランクMTPの
IPv4および IPv6アドレスを返します。前の図の a=group:ANAT 2は、音声コール用MTPの
IPv6アドレスおよびポート番号に対するUnified CMの選択を示しています。MTPの IPv6アド
レスと IPv4アドレスの両方がアンサーに含まれていますが、返されるのは IPv6の UDPポー
ト番号のみで、IPv4 UDPポート番号は 0に設定されることに注意してください。

Unified CMは、クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode
Preference for Media）]に基づいて音声コールのアドレッシングバージョンを選択します。
Unified CMは受信した設定に従いません。

（注）

Delayed Offerを使用する SIPトランク

Delayed Offerを使用する SIPトランクは、静的に割り当てられたMTPを使用しません。通常
は、発信側電話と着信側電話（またはデバイス）の間にコールレッグが 1つだけ作成されま
す。この場合、Unified CM側ではトランクの設定と電話の設定の両方を考慮する必要があるた
め、使用する IPアドレッシングバージョンの選択が若干複雑になります。

ANATを使用しない Unified CM SIPトランクを介したアウトバウンド
Delayed Offerコールのメディア選択

次の図に示すように、通常の場合 SIP Delayed Offerコールには、電話から SIP音声ゲートウェ
イへの 1つのコールレッグが伴います。標準 SIPトランクを使用して、SIPオファーおよびア
ンサーで単一の IPアドレッシングバージョンのみが交換されるように、この SIPトランクで
は ANATが有効化されていません。
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図 30 : ANATを使用しないアウトバウンド Delayed Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

アウトバウンド Delayed Offerコールの場合、トランクと電話の両方の [IPアドレッシングモー
ド（IP Addressing Mode）]設定がコールセットアップに次のように影響します。

•トランクの [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]設定によって、受信した SIP
オファーを受け入れるか拒否するかが決まります。

•電話の [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]設定によって、Unified CMから
の SIPアンサーで返されるアドレス（電話またはMTP）が決まります。

このシナリオでは、Unified CMは必要に応じて、発信側デバイスと着信側デバイスの間で音声
メディアストリームの IPアドレッシングバージョンを変換するMTPをコールに動的に挿入
できます。前述したように、動的に挿入されたMTPはパススルーコーデックをサポートする
ため、ビデオコールおよび暗号化されたコールを確立できます。

トランクの IPアドレッシングモード

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4のみ（IPv4 only）]：

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを拒否します。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv6のみ（IPv6 only）]：

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを拒否します。
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トランクコールシグナリングの場合、Unified CMはメディアア
ドレッシングバージョンの不一致を解決するMTPを挿入しませ
ん。

（注）

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]（推奨設
定）

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを続行します。

Delayed Offerを使用して ANATを使用しない SIPトランクの場合、トランクは IPv6コールと
IPv4コールの両方を受け入れるため、トランクで推奨される [IPアドレッシングモード（IP
Addressing Mode）]設定は [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]です。

電話の IPアドレッシングモード

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4のみ（IPv4 only）]：

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを続行し、SIPアンサーの SDP
本文で電話の IPv4アドレスを返します。

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合、メディアパスにMTPを動的に挿入して
IPアドレッシングバージョンを変換し、コールを続行します。SIPアンサーの SDP
本文でMTPの IPv6アドレスを返します。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv6のみ（IPv6 only）]：

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを続行し、SIPアンサーの SDP
本文で電話の IPv6アドレスを返します。

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合、メディアパスにMTPを動的に挿入して
IPアドレッシングバージョンを変換し、コールを続行します。SIPアンサーの SDP
本文でMTPの IPv4アドレスを返します。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]：

• SDP本文で IPv4アドレスを受信した場合は、コールを続行し、SIPアンサーの SDP
本文で電話の IPv4アドレスを返します。

• SDP本文で IPv6アドレスを受信した場合は、コールを続行し、SIPアンサーの SDP
本文で電話の IPv6アドレスを返します。

MTPが必要なときに電話またはトランクのMTPが使用されるかどうか

クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]によって、IPv4と IPv6の間で音声メディアストリームを変換するために電話または
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トランクのMTPが使用されるかどうかが決定されます。クラスタ内の最長のReal-timeTransport
Protocol（RTP）コールレッグがクラスタ全体の設定と一致するように、この設定を使用して
MTPが選択されます。

ANATを使用しないトランクを介した Delayed Offerコールにおける導入の考慮事項

IPv4専用電話からのコールで IPv6アドレスを含む SIPオファーを受信するか、IPv6専用電話
からのコールで IPv4アドレスを含む SIPオファーを受信すると、Unified CMは IPv4と IPv6を
変換するMTPを動的に挿入します。IPv4専用電話の数が多い導入では、IPv6専用デバイスで
発着信する SIPトランクコールに IPv4と IPv6を変換するためのMTPが必要です。したがっ
て、Unified CMクラスタ内の IPv4専用および IPv6専用デバイスにMTPリソースを提供する
ことをお勧めします。

ANATを使用しない Unified CM SIPトランクを介したインバウンド
Delayed Offerコールのメディア選択

次の図に示すように、通常の場合 SIP Delayed Offerコールには、電話から SIP音声ゲートウェ
イへの 1つのコールレッグが伴います。標準 SIPトランクを使用して、SIPオファーおよびア
ンサーで単一の IPアドレッシングバージョンのみが交換されるように、この SIPトランクで
は ANATが有効化されていません。

図 31 : ANATを使用しないインバウンド Delayed Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

インバウンド Delayed Offerコールの場合、SIPオファーの SDP本文で送信する IPアドレッシ
ングバージョンおよびデバイスの IPアドレスは、トランクと電話の両方の IPアドレッシング
モード設定の組み合わせによって決まります。

インバウンド Delayed Offerコールで、電話とトランクの IPアドレッシングモードの間に不一
致が存在すると、Unified CMはコールパスに動的にMTPを挿入し、IP Phoneからの音声メ
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ディアストリームの IPアドレッシングバージョンをトランクの設定に一致するように変換し
ます。この場合、MTPのアドレスは Unified CMの SIPオファーの SDP本文で送信されます。

Delayed Offerを使用して ANATを使用しない SIPトランクの場合、トランクで推奨される [IP
アドレッシングモード（IP Addressing Mode）]設定は、[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]です。
この設定を使用すると、Unified CMはインバウンド SIP Delayed Offerコールに対してMTPを
挿入する必要がありません。

MTPが必要なときに電話またはトランクのMTPが使用されるかどうか

クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]によって、IPv4と IPv6の間で音声メディアストリームを変換するために電話または
トランクのMTPが使用されるかどうかが決定されます。詳細については、次の表を参照して
ください。クラスタ内の最長の Real-time Transport Protocol（RTP）コールレッグがクラスタ全
体の設定と一致するように、この設定を使用してMTPが選択されます。

前述したように、動的に挿入されたMTPはパススルーコーデックをサポートするため、ビデ
オコールおよび暗号化されたコールを確立できます。

表 12 :メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）

Unified CMがSIPオファーで送
信するアドレス

トランクの IPアドレッシング
モード

電話の IPアドレッシングモー
ド

電話の IPv4アドレスIPv4のみIPv4のみ

電話の IPv4アドレスIPv4と IPv6IPv4のみ

電話の IPv6アドレスIPv6のみIPv6のみ

電話の IPv6アドレスIPv4と IPv6IPv6のみ

MTPを挿入して IPv6アドレス
を使用する。

IPv6のみIPv4のみ

MTPを挿入して IPv4アドレス
を使用する。

IPv4のみIPv6のみ

電話の IPv4アドレスIPv4のみIPv4と IPv6

電話の IPv6アドレスIPv6のみIPv4と IPv6

電話の IPv4または IPv6アドレ
ス1

IPv4および IPv6のみIPv4と IPv6

1
クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Media）]によって、Unified CMが SIPオファーの SDP本文で送信する電話のアドレ
ス（IPv4または IPv6）が決まります。
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ANATを使用した Unified CM SIPトランクを介した Delayed Offerコール
のメディア選択

次のコールのシナリオで、SIPトランクはANATを使用して、着信側エンドポイントと発信側
エンドポイントの間のメディア接続用に IPv4および IPv6アドレスを交換します。

• ANATを使用したアウトバウンド Delayed Offerコール。

• Supported: sdp-anatを受信する、ANATを使用したインバウンド Delayed Offerコール。

• Require: sdp-anatを受信する、ANATを使用したインバウンド Delayed Offerコール

代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）

ANATは、デュアルスタック SIPトランク間の SIPオファーおよびアンサーの交換に使用され
ます。ANATにより、SIPデバイスは SIPオファーの SDP本文で IPv4と IPv6の両方のアドレ
スを送信したり、メディア接続の確立に使用する優先 IPアドレス（IPv4または IPv6）を SIP
アンサーの SDP本文で返したりすることができます。

SIPトランクでのANATの使用は、SIP Inviteのヘッダーに示されます。[必須：sdp-anat（Require:
sdp-anat）]フィールドは Early Offerを使用する Unified CM SIPトランクで使用され、[サポー
ト対象：sdp-anat（Supported: sdp-anat）]フィールドは Delayed Offerを使用する Unified CM SIP
トランクで使用されます。[必須：sdp-anat（Require: sdp-anat）]の値は、SIPトランク接続の遠
端まで ANAT応答がサポートされる必要があることを示します。[サポート対象：sdp-anat
（Supported: sdp-anat）]の値は、SIPトランク接続の遠端まで ANAT応答のサポートが推奨さ
れることを示します。

Delayed Offerを使用するUnified CM SIPトランクへのインバウンドコールの場合、Unified CM
が Require: sdp-anatまたは Supported: sdp-anatの値を受信すると、MTPの動的な割り当て方法
に次の影響があります。

• Unified CMは Require: sdp-anatを含む Inviteを受信すると、ANAT SIPオファーの SDP本
文で 2つの IPアドレスを返します（その結果、IPv4専用および IPv6専用デバイスへの
コールにMTPが挿入されます）。

• Unified CMは Supported: sdp-anatを含む Inviteを受信すると、SIPオファーの SDP本文で
着信側デバイスがサポートしている IPアドレスを返します。Unified CMクラスタ間のコー
ルで発信側デバイスと着信側デバイスの IPアドレッシングバージョンが一致しない場合、
発信側の Unified CMクラスタは IPv4と IPv6の変換用にMTPを挿入します。

• ANATが有効なデュアルスタックUnified CM SIPトランクへのコールでSupported: sdp-anat
を受信してもMTPは必要ありませんが、Unified CMが Require: sdp-anatを受信した場合
は、シングルスタック（IPv4専用または IPv6専用）エンドポイントにMTPが必要です。

Unified CMでは、デュアルスタック（IPv4と IPv6）SIPトランクを介した ANATがサポート
されます。ANATを有効にする場合は、SIPトランクの両端で設定する必要があります。（SIP
Inviteで Require: sdp-anatが送信され、受信側の SIPトランクが ANATをサポートしていない
場合は、すべてのコールが拒否されます）。ANATを有効にするには、SIPトランクに関連付
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けられた SIPプロファイルで [ANATを有効化（Enable ANAT）]チェックボックスをオンにし
ます。ANATは Early Offerコールと Delayed Offerコールの両方で使用できます。

[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]の [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]が設定され
ている SIPトランクでのみ、ANATを有効にしてください。シングルスタック SIPトランク
（IPv4のみまたは IPv6のみ）で ANATを有効にしても、IPアドレスを 1つしか提供できない
ため意味はありません。

ANATを使用したアウトバウンド Delayed Offerコールのメディア選択

次の図は、デュアルスタック SIPトランクで ANATを使用した SIP Delayed Offerおよび SIPア
ンサーの簡素化バージョンを示しています。

SIP Delayed Offerコールには通常、電話から SIP音声ゲートウェイへの 1つのコールレッグが
伴います。アウトバウンドSIP Delayed Offerコールの場合、Unified CMはSIP InviteでSupported:
sdp-anatを送信します。

図 32 : ANATを使用したアウトバウンド Delayed Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメディア選択

アウトバウンド SIP Invite

アウトバウンド Delayed Offer SIP Inviteの SIPヘッダーに含まれている Supported: sdp-anatは、
ANATがこの Unified CMトランクでサポートされており、遠端トランクでもサポートされる
必要があることを遠端デバイスに示します。ANATが遠端トランクでサポートされていなくて
もコールは続行することができ、SIPオファー（ANAT非対応）で IPアドレスが 1つのみ返さ
れます。この場合は、ANATを使用しない Unified CM SIPトランクを介したアウトバウンド
Delayed Offerコールのメディア選択（91ページ）で説明されているように、Unified CMがメ
ディアアドレスを選択します（必要な場合はMTPを挿入します）。
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インバウンド SIP Delayed Offer

インバウンド SIPオファーの SDP本文には、音声ゲートウェイの IPv6アドレスおよび UDP
ポート番号に加え、IPv4アドレスおよびUDPポート番号が含まれています。SDP本文にはゲー
トウェイの優先アドレッシングバージョンも示されており、a=group:ANAT21は、ゲートウェ
イが 2番目のアドレス（IPv6アドレス）を優先することを意味します。Cisco IOSゲートウェ
イの場合、ANATの IPアドレッシングバージョン設定は、プロトコルモードのデュアルス
タック設定 CLIコマンドを使用して voice service voipレベルで設定されます。

発信 SIPアンサー

ANATはサポートされているが必須ではない場合、Unified CMからの SIPアンサーに IPv4ア
ドレスと IPv6アドレスの両方を含める必要はありません。発信側デバイスが [IPv4のみ（IPv4
Only）]または [IPv6のみ（IPv6 Only）]をサポートしている場合、アウトバウンドSIPアンサー
の SDP本文で 1つの IPアドレスのみが送信されます。前の図に示したコールでは、発信側電
話とトランクの両方が IPv4と IPv6の両方をサポートしています。この場合は電話の両方のア
ドレスが SIPアンサーで送信されます。a=group:ANAT 2は、音声コール用の電話の IPv6アド
レスおよびポート番号に対する Unified CMの選択を示しています。この例では、電話の IPv6
アドレスと IPv4アドレスの両方が SIPアンサーに含まれていますが、返されるのは IPv6の
UDPポート番号のみで、IPv4 UDPポート番号は 0に設定されます。

Unified CMは、SIPオファーで受信した IPアドレッシングバージョン設定に従う必要はあり
ません。Unified CMが SDPアンサーで送信するメディアアドレッシングバージョン設定は、
クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]によって設定されます。

（注）

表 13 :デュアルスタックの ANAT対応 Unified CM SIPトランクから SIPアンサーで送信されるアドレス

Unified CMによって SIPアン
サーで送信されるアドレス

トランクの IPアドレッシング
モード

電話の IPアドレッシングモー
ド

電話の IPv4アドレスIPv4と IPv6IPv4

電話の IPv6アドレスIPv4と IPv6IPv6

電話の IPv4および IPv6アドレ
ス2

IPv4と IPv6IPv4と IPv6

2 SDPアンサーで送信されるメディアアドレッシングバージョン設定は、クラスタ全体の
[メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]に
よって設定されます。

Unified CMが SIPアンサーで返すことができる有効な IPアドレスと UDPポート番号が 1つの
みである場合は、2番目の無効なアドレス（通常は、SIPオファーで受信される IPv4または
IPv6アドレス）が SIPアンサーで返されて、UDPポート番号は 0に設定されます。
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ANATを使用したインバウンド Delayed Offerコール

遠端トランクの設定に基づいて、Delayed Offerおよび ANATを使用するトランクから Unified
CMへの着信 SIP Inviteで、SIPヘッダーに Require: sdp-anatまたは Supported: sdp-anatを含
めることができます。デュアルスタックUnified CM SIPトランクは、これらの各設定を使用し
て次のようにインバウンドコールに応答します。

• Unified CMは Require: sdp-anatを使用して、SIPオファーで常に有効な IPv4アドレスお
よび有効な IPv6アドレスを送信します。

• Unified CMは Supported: sdp-anatを使用して、着信側デバイスでサポートされている IP
アドレスを送信します。

ANATが有効なデュアルスタック Unified CM SIPトランクへのインバウンドコールについて
は、SIP Inviteで Supported: sdp-anatを受信しても Unified CMはMTPを使用する必要はあり
ませんが、Unified CMで Require: sdp-anatを受信した場合は、シングルスタック（IPv4専用
または IPv6専用）エンドポイントに対してMTPを使用する必要があります。

Unified CMトランクは常にDelayed Offer SIP Inviteで Supported: sdp-anatを送信します。Cisco
IOSゲートウェイのデフォルト設定では、Require: sdp-anatEarly Offerコールが送信されます。

（注）

ANATおよび Supported: sdp-anatを使用したインバウンド Delayed Offer
コール

次の図は、発信側トランクが SIP Inviteで Supported: sdp-anatを送信する場合の ANATを使用
した SIPオファーおよび SIPアンサーの簡素化バージョンを示しています。次に示すように、
通常の場合 SIP Delayed Offerコールには、電話から SIP音声ゲートウェイへの 1つのコール
レッグが伴います。
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図 33 : ANATおよび Supported: sdp anatを使用したインバウンド Delayed Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメ
ディア選択

着信 SIP Invite

インバウンドDelayed Offer SIP Inviteの SIPヘッダーにある Supportedフィールドには、sdp-anat
が含まれており、ANAT応答がこのトランクによってサポートされる必要があることをUnified
CMに示しています。Cisco IOSゲートウェイの場合は、次の CLIコマンドを使用して、voice
service voipレベルで ANAT IPアドレッシングバージョンを設定できます。
protocol mode dual-stack preference

発信 SIPオファー

ANATはサポートされているが必須ではない場合、Unified CMのアウトバウンド SIPオファー
に IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を含める必要はありません。着信側デバイスが [IPv4の
み（IPv4 Only）]または [IPv6のみ（IPv6 Only）]をサポートしている場合、単一の IPアドレ
スのみが SIPオファーの SDP本文で送信されます。前の図に示したコールでは、SIP Delayed
Offerの SDP本文に着信側 IP Phoneの IPv6アドレスと UDPポート番号だけでなく、IPv4アド
レスとUDPポート番号も含まれている場合、着信側電話およびトランクの両方が IPv4と IPv6
の両方をサポートします。SDP本文には Unified CMの優先アドレッシングバージョンも示さ
れており、a=group:ANAT 2 1は、Unified CMが 2番目のアドレス（IPv6アドレス）を優先す
ることを意味します。アウトバウンド Delayed Offerコールの場合は、クラスタ全体の [メディ
ア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]に基づいてこ
の設定が選択されます。

着信 SIPアンサー

Unified CMが SIPオファーで単一のアドレスを送信する場合、発信側トランクは ANATが有
効ではない Delayed Offerコールのように応答する必要があります。前の図に示したコールで
は、着信側電話とトランクの両方が IPv4と IPv6の両方をサポートします。受信した SIPアン
サーの a=group:ANAT 2は、音声通話に対するゲートウェイの IPv6アドレスとポート番号の
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選択を示します。ゲートウェイの IPv6アドレスと IPv4アドレスの両方が SIPアンサーに含ま
れています。ただし、返されるのは IPv6の UDPポート番号のみで、IPv4 UDPポート番号は
0に設定されます。

着信側デバイスが、発信側デバイスの IPアドレッシングバージョンの設定を受け入れる必要
はありません。

（注）

SIPオファーで送信できる IPアドレスが 1つのみである場合は、この単一の IPアドレスのみ
が送信され、それに応じて、SIPアンサーでは同じ IPアドレッシングバージョンの 1つのア
ドレスのみが返されます。

表 14 :デュアルスタックの ANAT対応 Unified CM SIPトランクからの SIPオファーで送信されるアドレス

Unified CMからのSIPオファー
で送信されるアドレス

トランクの IPアドレッシング
モード

電話の IPアドレッシングモー
ド

電話の IPv4アドレスIPv4と IPv6IPv4

電話の IPv6アドレスIPv4と IPv6IPv6

電話の IPv4および IPv6アドレ
ス

IPv4と IPv6IPv4と IPv6

ANATおよび Require: sdp-anatを使用したインバウンド Delayed Offer
コール

次の図は、発信側デバイスが SIP Inviteで Require: sdp-anatを送信する場合の ANATを使用し
た SIPオファーおよび SIPアンサーの簡素化バージョンを示しています。次に示すように、通
常の場合 SIP Delayed Offerコールには、電話から SIP音声ゲートウェイへの 1つのコールレッ
グが伴います。
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図 34 : ANATおよび Require: sdp anatを使用した、インバウンド Delayed Offerコールの Unified CM SIPトランクでのメ
ディア選択

着信 SIP Invite

インバウンド Delayed Offer SIP Inviteの SIPヘッダーにある Requireフィールドには、sdp-anat
が含まれており、ANAT応答がこの Unified CMトランクによってサポートされる必要がある
ことを示しています。Cisco IOSゲートウェイの場合は、次の CLIコマンドを使用して、voice
service voipレベルで ANAT IPアドレッシングバージョンを設定できます。
protocol mode dual-stack preference

発信 SIPオファー

ANATが必要な Unified CM SIPオファーには、IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を含める
必要があります。着信側デバイスが [IPv4のみ（IPv4 Only）]または [IPv6のみ（IPv6 Only）]
のアドレッシングモードをサポートしている場合、Unified CMは動的にMTPを挿入し、SIP
オファーの SDP本文で IPv4アドレスと IPv6アドレスを送信します。前の図に示したコールで
は、SIP Delayed Offerの SDP本文に着信側 IP Phoneの IPv6アドレスと UDPポート番号だけで
なく、IPv4アドレスと UDPポート番号も含まれている場合、着信側電話およびトランクの両
方が IPv4と IPv6の両方をサポートします。SDP本文には Unified CMの優先アドレッシング
バージョンも示されており、a=group:ANAT 2 1は、Unified CMが 2番目のアドレス（IPv6ア
ドレス）を優先することを意味します。アウトバウンドDelayed Offerコールの場合、クラスタ
全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]
によってこの設定が決まります。

着信 SIPアンサー

発信側トランクでANATが必要な場合、SIPアンサーでANATベースの応答が送信されます。
受信した SIPアンサーの a=group:ANAT 2は、音声通話に対するゲートウェイの IPv6アドレ
スとポート番号の選択を示します。ゲートウェイの IPv6アドレスと IPv4アドレスの両方がSIP
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アンサーに含まれています。ただし、返されるのは IPv6のUDPポート番号のみで、IPv4 UDP
ポート番号は 0に設定されます。

着信側デバイスが、発信側デバイスの IPアドレッシングバージョンの設定を受け入れる必要
はありません。

（注）

受信した InviteにRequire: sdp-anatが含まれるインバウンドDelayed Offerコールについては、
トランクの IPアドレッシングモードを [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]に設定します。IPアド
レッシングモードが電話とトランクで一致しない場合、Unified CMはコールパスに動的に
MTPを挿入し、Unified CMからの SIPオファーの SDP本文でMTPの IPv4アドレスと IPv6ア
ドレスを送信します。

MTPが必要なときに電話またはトランクのMTPが使用されるかどうか

クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]によって、IPv4と IPv6の間で音声メディアストリームを変換するために電話または
トランクのMTPが使用されるかどうかが決定されます。クラスタ内の最長のReal-timeTransport
Protocol（RTP）コールレッグがクラスタ全体の設定と一致するように、この設定を使用して
MTPが選択されます。

動的に挿入されたMTPはパススルーコーデックをサポートするため、ビデオコールおよび暗
号化されたコールを確立できます。

表 15 :デュアルスタックの ANAT対応 Unified CM SIPトランクからの SIPオファーで送信されるアドレス

Unified CMからのSIPオファー
で送信されるアドレス

トランクの IPアドレッシング
モード

電話の IPアドレッシングモー
ド

MTPを挿入し、MTPの IPv4
および IPv6アドレスを送信し
ます。

IPv4と IPv6IPv4

MTPを挿入し、MTPの IPv4
および IPv6アドレスを送信し
ます。

IPv4と IPv6IPv6

電話の IPv4および IPv6アドレ
ス

IPv4と IPv6IPv4と IPv6
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第 8 章

メディアリソースおよび保留音

•メディアリソースと保留音の概要（105ページ）
•メディアターミネーションポイント（MTP）（105ページ）
• IPv6とその他のメディアリソース（109ページ）

メディアリソースと保留音の概要
メディアリソースとは、ソフトウェアベースまたはハードウェアベースのエンティティであ

り、接続中のデータストリームに対してメディア処理を行うものです。メディア処理機能に

は、複数のストリームを混合して1つの出力ストリームを作成する機能（会議）、ある接続か
ら別の接続にストリームを渡す機能（メディアターミネーションポイント）、ある圧縮タイ

プから別の圧縮タイプにデータストリームを変換する機能（トランスコーディング）、エコー

キャンセレーション、シグナリング、TDM回線からの音声ストリームの終端（コーディング/
デコーディング）、ストリームのパケット化、ストリーミングオーディオ（アナンシエータお

よび保留音）などが含まれます。

この章では、IPv6コラボレーション導入をサポートするために採用された新しいメディアター
ミネーションポイント（MTP）機能、つまり、音声メディアストリームを IPv4から IPv6（お
よび IPv6から IPv4）に変換する Cisco IOS MTPの機能を中心に説明します。この新しいMTP
機能に関連して、会議とトランスコーディングなどの他のメディアリソースについても説明し

ます。他のすべてのメディアリソースと保留音（MOH）の設計ガイダンスについては、
http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network
Design (SRND)』を参照してください。

メディアターミネーションポイント（MTP）

次の Ciscoサービス統合型ルータ（ISR）MTPは、メディア IPアドレスバージョンが一致し
ないデバイスの IPv4と IPv6のメディア変換をサポートしています。

• Cisco IOSハードウェアMTP：PVDM2 DSPを備えた Cisco ISRマザーボードおよび
NM-HDV2上のデジタルシグナルプロセッサ（DSP）
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• Cisco IOSソフトウェアMTP

Cisco IOSリリース IOS XE Everest 16.6.1以降でこれらのMTPがサポートされます。

IPv4と IPv6のアドレス変換

2つのデバイスでサポートされている IPアドレッシングバージョンが一致しない場合、Unified
CMは音声メディアストリームを IPv4から IPv6（または IPv6から IPv4）に変換するMTPリ
ソースを動的に挿入します。動的に挿入されたMTPはパススルーコーデックをサポートする
ため、音声コールだけでなく、ビデオコールおよび暗号化されたコールにも対応できます。パ

ススルーコーデックは、動的に挿入されたすべてのMTPで設定する必要があります。パスス
ルーコーデックの使用を有効にするには、標準コーデックとパススルーコーデックの両方で

MTPを設定します。

静的に割り当てられたMTPを Unified CMトランクに設定することもできます（[MTPが必要
（MTP required）] チェックボックスをオンにする）。トランクの静的に定義されたMTPはパ
ススルーコーデックをサポートせず、単一の設定済みコーデック（G.711または G.729）のみ
をサポートします。このため、G.711または G.729音声コール、および T.38 FAXコールのみ
にこのトランクを使用するすべてのコールが制限されます。静的に割り当てられたこのMTP
は、音声メディアストリームを IPv4から IPv6（または IPv6から IPv4）に変換することもで
きます。

動的または静的にコールパスに挿入されるように、Cisco IOS MTPを各デバイス（電話または
トランク）のメディアリソースグループ（MRG）に関連付ける必要があります。

次の Cisco IOS設定は、ソフトウェアMTPの例です。sccp local GigabitEthernet0/0コマンド
は、SCCPシグナリングとメディアアドレスの両方を対象に、このインターフェイスの IPv4
および IPv6アドレスをMTPに関連付けます。
interface GigabitEthernet0/0
ip address 192.168.1.5 255.255.255.0
! MTP's IPv4 address
ipv6 address 2001:0db8:101:1:1::5/64
! MTP's IPv6 address
!
sccp local GigabitEthernet0/0
sccp ccm 192.168.0.15 identifier 1 version 7.0
! Unified CM's IPv4 address
sccp ccm 2001: 0db8:101:1::15 identifier 2 version 7.0
! Unified CM's IPv6 address
sccp
!
sccp ccm group 1
associate ccm 1 priority 1
associate ccm 2 priority 2
associate profile 1 register MTP-1
!
dspfarm profile 1 mtp
codec g711ulaw
codec pass-through
maximum sessions software 100
associate application SCCP
!

次の図では、MTPが 2つのデバイス間に挿入され、IPv4を IPv6（または IPv6を IPv4）に変換
しています。ただし、両方のデバイスのメディアリソースグループに利用可能なMTPリソー
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スが含まれている可能性があるため、Unified CMは使用するMTPを決める必要があります。
Unified CMは、[メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]のクラスタ全体の設定を使用して、IPv4と IPv6の変換に使用するMTPを決定しま
す。

図 35 : IPv4と IPv6のアドレス変換用のMTP挿入

クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]を [IPv6]に設定すると、Unified CMは IPv4デバイスに関連付けられているMTPを選
択します。

図 36 : Unified CMは IPv4デバイスのMTPを選択

逆に、クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP AddressingMode Preference
for Media）]を [IPv4]に設定すると、Unified CMは IPv6デバイスに関連付けられているMTP
を選択します。
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図 37 : Unified CMは IPv6デバイスのMTPを選択

アドレッシングモードがクラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP
Addressing Mode Preference for Media）]と一致しないデバイスを選択することで、Unified CM
は、クラスタ内の2つのデバイス間の最長コールレッグに一致するクラスタ全体のメディア設
定値を選択します。

優先されるデバイスのMTPを使用できない場合は、最後の手段として他のデバイスのMTPが
使用されます。MTPを利用できない場合、コールは失敗します。

（注）

トランスコーダ DSPリソースをハードウェアMTPとして使用することもできます。トランス
コーディングリソースとソフトウェアMTPの両方が同じメディアリソースグループに存在
する場合、Unified CMはこれらのメディアリソースをラウンドロビン方式で使用して IPv4と
IPv6を変換します。トランスコーディングのみを目的にトランスコーディング DSPを優先順
位付けするには、ソフトウェアMTPとハードウェアMTPを別のメディアリソースグループ
（MRG）に配置し、メディアリソースグループリスト（MRGL）のトランスコーダMRGよ
りもこのMRGが優先される（上位になる）ようにします。

必要なMTPの数は、IPv4から IPv6へのメディアヘッダーアドレッシングカンバセーション
が必要なトラフィックに基づきます。最悪の場合、必要なMTPの数は稼働中の IPv6専用デバ
イスと同数です。MTPは IPv4専用電話が展開されているサイトに配置する必要があります。
IPv6専用サイトの場合、MTPはサーバが展開されている場所（たとえばデータセンター）に
配置する必要があります。MTPは IPv4および IPv6アドレスが使用可能な場所に配置する必要
があります。IPv6専用デバイスへの迅速な移行によってMTPをネットワークから段階的に排
除することが推奨されます。
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IPv6とその他のメディアリソース

次のメディアリソースは、音声用に IPv6をサポートしていません。これらのリソースが呼び
出される場合は、次の図に示すように、音声ストリームの IPv6と IPv4を変換するMTPリソー
スが必要です。

•ビデオ会議

•ビデオトランスコーディング

• IPv6保留音（MoH）

図 38 : IPv4と IPv6の変換用に挿入されたMTP

音声会議リソースとハードウェアMTPリソースは、同じ DSP上に配置できます。同様に、音
声トランスコーディングリソースとハードウェアMTPリソースも同じ DSP上に配置できま
す。

IPv6専用デバイスは、マルチキャスト保留音をサポートしていません。

Cisco IOS RSVPエージェントおよび IPv6

Cisco IOSリソース予約プロトコル（RSVP）エージェントでは IPv6がサポートされていない
ため、RSVPv4をクラスタ内でコールアドミッション制御に使用することはできません。SIP
トランクおよびクラスタ間トランクの場合は、ロケーションベースのコールアドミッション制

御を使用する必要があります。
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複数のMTPがメディアリソースグループ（MRG）内に存在する場合の IPv4と IPv6の変換

Unified CMサーバベースのMTPは、パススルーコーデックをサポートしていません。Cisco
IOS MTP（パススルーコーデックをサポートする）および Unified CM MTP（パススルーコー
デックをサポートしない）が同じメディアリソースグループに記載されている場合、Unified
CMはパススルーコーデックをサポートしているMTPを IPv4と IPv6の変換用に要求します。

MTPが SIPトランク（Early Offer）に静的に割り当てられると、MTPで指定されたコーデック
（G.711または G.729）に対してのみ IPv4と IPv6の変換が行われます。
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第 9 章

呼処理およびコールアドミッション制御

•呼処理およびコールアドミッション制御の概要（111ページ）
•呼処理（111ページ）
•コールアドミッション制御（CAC）（118ページ）
• Cisco Business Edition（121ページ）

呼処理およびコールアドミッション制御の概要
この章では、特に IPv6に適用される呼処理およびコールアドミッション制御について説明し
ます。

呼処理
ここでは、IPv6設定情報とともに、IPv6の呼処理操作に対するいくつかの変更点について説
明します。Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）を使用したスケーラブルで復
元性のある呼処理システムの設計については、http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる
『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照してください。

IPv6用の呼処理の有効化

IPv6の呼処理を有効にするには、最初に次の手順に従ってCisco Unified Communications Manager
（Unified CM）クラスタ全体で IPv6を有効にする必要があります。

1. サーバオペレーティングシステム（OS）のコマンドラインインターフェイス（CLI）ま
たは Cisco Unified Operating System Administrationのグラフィカルユーザインターフェイス
（GUI）を使用して、Unified CMクラスタ内の各サーバで IPv6を設定します。

2. Cisco Unified CM Administrationで IPv6を設定します。
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CLIを使用したクラスタ内の各サーバでの IPv6の設定

Cisco Unified CM Administrationで IPv6を有効にする前に、次のサーバオペレーティングシス
テム（OS）CLIコマンドを使用して、クラスタ内の各サーバで IPv6を設定する必要がありま
す。

手順

ステップ 1 set network ipv6 service enableコマンド使用して IPv6を有効にします。

ステップ 2 set network ipv6 static_address <addr> <mask>コマンドを使用して、サーバのスタティック
IPv6アドレスを設定します。DHCPv6クライアントもサポートされていますが、そのクライア
ントを使用することは推奨しません。

ステップ 3 プラットフォームの IPv6アドレス設定を表示するには、show network ipv6 settingsコマンドを
使用します。このコマンドの出力例は次のとおりです。

IPv6 : enabled
DHCPv6 : disabled
IPv6 addresses:
Address:2001:db8:c18:1:21c:c4ff:feef:ca0 Mask:64
Scope:Global Duplicate:no
Address:fe80::21c:c4ff:feef:ca0 Mask:64
Scope:Link

GUIを使用した Unified CMサーバ IPv6アドレスの設定

Cisco Unified Operating System Administration GUIを使用して、サーバプラットフォームの IPv6
アドレスを設定できます。

手順

アドレスを設定するには、[設定（Settings）] > [IP] > [イーサネットIPv6（Ethernet IPv6）]を
選択します。

次の図は、Cisco Unified Operating System Administration GUIを使用して、サーバプラットフォー
ムの IPv6アドレスを設定する方法を示しています。
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図 39 : Cisco Unified Operating System Administrationでのサーバプラットフォーム IPv6アドレスの設定

Unified CMサーバ IPv6アドレスの定義

サーバプラットフォームの IPv6アドレスを設定した後、Cisco Unified CM Administrationを使
用して Unified CMサーバごとに IPv6アドレスを定義します。[システム（System）] > [サーバ
（Server）]を選択し、[IPv6名（IPv6 Name）]フィールドに IPv6アドレスを入力します。この
IPv6アドレスを使用して、IP Phoneは TFTPサーバからダウンロードした設定ファイルから、
この Unified CMの IPv6アドレスを取得できます。
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図 40 : Unified CM Administrationでの Unified CMサーバの IPv6アドレスの設定

クラスタ全体の IPv6設定

Unified CM Administrationで [エンタープライズパラメータ（Enterprise Parameters）]ページの
[IPv6]および [電話のIPv6（IPv6 for Phones）]を使用して、次のクラスタ全体の IPv6設定を
Unified CMサーバごとに設定できます。

• [IPv6の有効化（Enable IPv6）]（[はい（True）]に設定）

• [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]
（[IPv6]に設定）

• [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]（[IPv6]に設定）

• [電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]（[オン（On）]に設定）
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図 41 :クラスタ全体の IPv6設定モード

IPv6の有効化（Enable IPv6）

IPv6を有効にするには、このパラメータを [はい（True）]に設定します。デフォルト設定は
[いいえ（False）]です。

メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）

このパラメータには 2つの設定オプションがあります。

• IPv4（デフォルト）

• IPv6（[IPv6]に設定）

このクラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Media）]は、デバイスレベルの IPアドレッシングモードとは異なり、次の 2つの目的で使
用されます。

•クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Media）]は、2つのデュアルスタックデバイス間でコールが行われたときに、メディ
ア用に使用する IPアドレッシングバージョンを選択するために使用されます。

•クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Media）]は、2つのデバイス間でサポートされている IPアドレッシングバージョンが
一致しない場合にも使用されます。IPv6専用デバイスが IPv4専用デバイスにコールする
場合、メディアパスにMTPを挿入して IPv4と IPv6を変換する必要があります。通常は、
両方のデバイスのメディアリソースグループ（MRG）に、デバイスで利用できるMTP
メディアリソースが含まれています。クラスタ全体の [メディア用のIPアドレッシングモー
ド設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]により、コールの IPv4と IPv6の変換
に使用されるデバイスのMTPが決まります。
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MTPリソースの割り当てについては、メディアリソースと保留音の概要（105ページ）で詳し
く説明しています。

シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）

クラスタ全体の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference
for Signaling）]は、[シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP AddressingMode Preference
for Signaling）]が [システムデフォルトの使用（Use System Default）]に設定されているデバイ
スによって使用されます。クラスタ全体の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP
Addressing Mode Preference for Signaling）]には 2つの設定オプションがあります。

• IPv4（デフォルト）

• IPv6（[IPv6]に設定）

電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）

[電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]のクラスタ全体の設定は、[電
話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]パラメータが [デフォルト（Default）]
に設定されている電話によって使用されます。[電話の自動設定を許可（AllowAuto-Configuration
for Phones）]には 2つの設定があります。

• [オン（On）]（デフォルト）

• [オフ（Off）]

Unified CMサーバのハードウェアプラットフォーム

すべての標準のUnified CMハードウェアプラットフォームで IPv6をサポートできます。Unified
CMクラスタでは、必要となる規模、パフォーマンス、および冗長性に応じて、さまざまなタ
イプのサーバが使用されます。利用するサーバの範囲は、冗長性のないシングルプロセッサの

サーバから、冗長性の高いマルチプロセッサユニットにまで及びます。Unified CMクラスタ
で使用できる一般的なタイプのサーバと主な特徴については、http://www.cisco.com/go/ucsrnd
で入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network Design (SRND)』を参照して
ください。

ネットワークの耐障害性に対応する NICチーミング

Unified CMを使用したネットワーク耐障害性に対応する NICチーミングは、デュアルイーサ
ネットネットワークインターフェイスカード（NIC）を備えた Hewlett-Packardおよび IBM
サーバプラットフォームの IPv6でサポートされています。この機能は、サーバを2枚のNIC、
つまり 2本のケーブルでイーサネットに接続できるようにするものです。NICチーミングは、
障害の発生したポートから正常なポートに作業負荷を転送することによって、ネットワークの

ダウンタイムを防止します。NICチーミングは、ロードバランシングまたはインターフェイス
速度向上用には使用できません。
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クラスタ内通信

クラスタ内通信の主なタイプは、データベースレプリケーションと Intra-Cluster Communication
Signaling（ICCS）の 2つです。どちらも IPv4専用をサポートしています。

TFTPサーバ

Unified CMシステムにおいて、IP Phoneなどのエンドポイントは、TFTPプロセスを利用して
設定ファイル、ソフトウェアイメージ、およびその他のエンドポイント固有の情報を取得しま

す。Cisco TFTPサービスは、1台以上の Unified CMサーバで実行できるファイルサービスシ
ステムです。このサービスは、設定ファイルを構築し、ファームウェアファイル、リンガー

ファイル、デバイスコンフィギュレーションファイルなどをエンドポイントに提供します。

IPv6がUnified CMクラスタで有効な場合、TFTPサーバは設定済みのサーバアドレスから IPv6
サーバアドレスを継承します。これにより、TFTPサーバは IPv6シグナリングを使用してデバ
イスにファイルを提供できます。

Unified CM CTI

Computer Telephony Integration（CTI）は、IPv4アドレスと IPv6アドレスをサポートできる
JTAPIおよび TAPIインターフェイスを介して IPアドレス情報を提供します。IPv6をサポート
するには、IPv6をサポートしている JTAPI/TAPIクライアントインターフェイスバージョンを
アプリケーションで使用する必要があります。

Unified CM AXL/SOAP

Unified CMの Administrative XML（AXL）Simple Object Access Protocol（SOAP）インターフェ
イスは IPv6対応です。AXL/SOAPインターフェイスは IPv4アドレスを使用して通信します
が、アプリケーションプロトコルデータユニット（PDU）に埋め込まれた IPv6アドレスを受
信および認識できます。

SNMP

Unified CMの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）には次が含まれています。

• SNMPv6 MIBサポート。

• v6専用ホストからの SNMP要求を受け入れる機能。

• v6専用の SNMP通知先を設定する機能。

• SNMP V1/V2C/V3プロトコルの IPv6サポート。
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シスココラボレーションアプリケーション

このマニュアルに記載されているシスココラボレーションアプリケーションサーバはデュア

ルスタックですが、Cisco Prime Collaborationは IPv6対応です。すべてのサードパーティ製ア
プリケーションは IPv4専用のままになり、利用可能な場合は IPv6に対応します。

Unified CMプラットフォームのキャパシティプランニング

IPv6アドレスは、IPv4アドレスよりも多くの Unified CMサーバメモリを必要とします。した
がって、IPv6デバイスを多く含む Unified CM導入では、Busy Hour Call Completion（BHCC）
キャパシティが IPv4専用の導入よりも約 3～ 5%少なくなります。

Unified CMと Unified CM Expressの相互運用性

Cisco Unified Communications Manager Express（Unified CME）は IPv4専用をサポートしていま
す。Unified CMとともに Unified CMEを導入する場合、インターフェイスは IPv4専用です。
http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network
Design (SRND)』の設計ガイダンスに従ってください。

コールアドミッション制御（CAC）

IPv6対応の Unified CMは、単一サイト展開、分散型呼処理を使用するマルチサイトWAN展
開、および集中呼処理を使用するマルチサイト展開をサポートしています。同じクラスタのリ

モートサイト間または Unified CMクラスタ間でWANを介してコールが発信される場合は、
コールアドミッション制御が必要です。
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図 42 :マルチサイトコラボレーション導入

Unified Communications IPv6展開でのコールアドミッション制御

Unified CMを使用したコラボレーション IPv6導入では、同じクラスタ内のリモートサイト間
およびクラスタ間トランク上のコールに対してのみロケーションベースのトポロジ非対応コー

ルアドミッション制御がサポートされます。トポロジ非対応コールアドミッション制御を行

うには、ハブアンドスポーク型のWAN、またはマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
バーチャルプライベートネットワーク（VPN）の場合はスポークレスハブが必要です。この
トポロジでは、Unified CMのロケーション設定メカニズムによって提供されるコールアドミッ
ション制御が適切に機能して、WAN内の 2つのサイト間で使用可能な帯域幅をトラッキング
します。トポロジ非対応コールアドミッション制御の一般的なガイダンスについては、

http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration System Solution Reference Network
Design (SRND)』を参照してください。
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クラスタ内またはクラスタ間で、トポロジ対応のResource Reservation Protocol（RSVP）をコー
ルアドミッション制御技術として使用することはできません。IPv6対応の Unified CMクラス
タの場合は次のとおりです。

•ロケーションベースのコールアドミッション制御は、同じ Unified CMクラスタによって
制御されるサイト間で使用する必要があります。

• Unified CM SIPトランクは、ロケーションベースのコールアドミッション制御のみをサ
ポートします（IPv4および/または IPv6）。

• Unified CM MGCPトランクは、ロケーションベースのコールアドミッション制御のみを
サポートします（IPv4専用）。

• Unified CM H.323トランクは、ロケーションベースのコールアドミッション制御とゲート
キーパー制御のコールアドミッションをサポートします（IPv4専用）。

IPv6トラフィックの場合、Unified CMは表 10 : VoIPv6フローごとのレイヤ 3帯域幅（68ペー
ジ）に示された値をロケーションベースのコールアドミッション制御アルゴリズムで使用しま

す。

ロケーションベースのコールカウントを行うコールアドミッション

制御

Unified CMはロケーションベースのトポロジ非対応コールアドミッション制御（コールカウ
ント）もサポートしています。標準の Unified CMロケーションベースコールアドミッション
制御よりも単純なコールカウントでは、使用されるコーデックまたは実際の帯域幅に関係な

く、音声およびビデオコールごとに固定の帯域幅値を使用します。

コールカウントの場合、特定の場所で利用可能な帯域幅の量を計算する際に、レイヤ3の音声
およびビデオ帯域幅用に次のデフォルト値が使用されます。

•音声コール = 102 kbps

•ビデオコール = 500 kbps

コールカウントでは簡易形式のコールアドミッション制御を利用できますが、WANで音声お
よびビデオ用に予約された帯域幅が効率的に使用されないという欠点もあります。

Unified CM Administrationでコールカウントを有効にするには、[サービスパラメータ（Service
Parameters）] > [クラスタ全体のパラメータ（コールアドミッション制御）（Clusterwide
Parameters (Call Admission Control)）]を選択します。[コールカウントCACの有効化（Call
Counting CAC Enabled）]のデフォルト設定は [いいえ（False）]です。コールカウントの音
声およびビデオ帯域幅の値を設定できます。
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図 43 :コールカウントの設定

Cisco Business Edition

Cisco Business Editionは IPv4専用をサポートしています。
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第 10 章

ダイヤルプラン

•ダイヤルプランの概要（123ページ）
• IPv6と Unified CMダイヤルプラン（124ページ）
• Cisco IOS IPv6ダイヤルピアでのコールルーティング（126ページ）
•緊急サービス（126ページ）

ダイヤルプランの概要
ダイヤルプランは、Unified Communicationsシステムの重要な要素の 1つであり、すべての呼
処理エージェントにとって不可欠となる部分です。概説すると、ダイヤルプランは、コールを

どのようにルーティングするかを呼処理エージェントに指示する役割を果たします。具体的に

は、ダイヤルプランは次の機能を実行します。

•エンドポイントのアドレッシング

内部の宛先への到達は、すべてのエンドポイントに電話番号（DN）を割り当てることで
実現されます。

•パスの選択

発信側デバイスによっては、同じ宛先に到達する場合でも、複数のパスから選択できま

す。

•コール特権

特定の宛先へのアクセスを許可または拒否することによって、複数のデバイスグループに

それぞれ別のサービスクラスを割り当てることができます。

•番号操作

コールをルーティングする前にダイヤルされたストリングの操作が必要な場合がありま

す。

•コールのカバレッジ

特殊なデバイスグループを作成し、特定のサービスの着信コールを複数のルール（トップ

ダウン、循環ハント、最長アイドル時間、またはブロードキャスト）に従って処理できま

す。
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一般的なダイヤルプランガイドラインと設計の考慮事項については、

http://www.cisco.com/go/ucsrndで入手できる『Cisco Collaboration Solution Reference Network Design
(SRND)』を参照してください。

IPv6と Unified CMダイヤルプラン

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）での IPv6の導入は、ダイヤルプラン機能
の 2つの領域に影響します。

• SIPルートパターンの IPv6アドレッシング

• IPv6対応ネットワークを介した IPv6コールのパス選択に関する考慮事項

SIP IPv6ルートパターン

Unified CMは SIPルートパターンを使用して、内部コールと外部コールの両方を SIPエンドポ
イントにルーティングしたり、ブロックしたりできます。SIPルートパターンは、宛先のドメ
イン名、IPv4アドレス、または IPv6アドレスを使用してコールルーティングを一致させま
す。

デバイスを呼び出す SIP要求には、次の形式のいずれかを使用できます。

•アドレスを使用する

INVITE sip:5001@2001:0db8:2::1 5060 SIP/2.0

•ドメイン名を使用する

INVITE sip:5001@example.com 5060 SIP/2.0

SIP要求を処理するために、Unified CM管理者は次の図に示すようにドメイン、IPアドレス、
および IPネットワークアドレスを追加して、SIPトランク（専用）に関連付けることができ
ます。この手法により、追加したドメインを宛先とする要求を、特定のSIPトランクインター
フェイスを介してルーティングできます。
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図 44 : Unified CMの SIPルートパターン設定

次のガイドラインと例が SIPルートパターンに適用されます。

•ドメイン名の例：

• example.com

• my-pc.example.com

• *.com

• rtp-ccm[1-5].example.com

•ドメイン名に使用できる文字：

[、-、.、0～ 9、A～ Z、a～ z、*、]

•ドメイン名を使用する場合は、Unified CMクラスタに DNSを設定する必要があります。

• IPv4アドレスの例：
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• 192.168.201.119（明示的な IPホストアドレス）

• 192.168.0.0/16（IPネットワーク）

• IPv6アドレスの例：

• 2001:0db8:2::1（明示的な IPv6ホストアドレス）

• 2001::/16（IPv6ネットワーク）

• IPv6アドレスに使用できる文字：

0～ 9、A～ F、:、/

IPv6コールのパス選択に関する考慮事項

IPv6ルートパターンを作成する場合は、そのルートパターンを IPv6対応の SIPトランクに関
連付ける必要があります。同様に、IPv6コールが通過するキャンパスネットワークまたは
WANは、IPv6対応である必要があります。

Cisco IOS IPv6ダイヤルピアでのコールルーティング

次に、典型的な Cisco IOS IPv6ダイヤルピアの例を示します。代替ネットワークアドレスタ
イプ（ANAT）がこのダイヤルピアで設定されているため、メディア用に IPv4アドレスまた
は IPv6アドレスをネゴシエートできることに注意してください。IPv4または IPv6のいずれか
1つのアドレスのみを使用してセッションターゲットを設定できます。
dial-peer voice 1 voip
description **** SIP Trunk to CUCM ****
destination-pattern 5...
voice-class sip anat
session protocol sipv2
session target ipv6:[2001:db8:caf0:101:21b:78ff:fe7a:5d86]
session transport tcp
dtmf-relay rtp-nte
no vad

緊急サービス

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、スイッチポートベースのトラッキング
またはアクセスポイントベースのトラッキングを使用するか、手動で設定した電話として IPv6
専用電話を追跡できます。スイッチポートベースのトラッキングの場合、Emergency Responder
は、SNMPプロトコルによって IPv4アドレスまたは IPv6アドレスとして設定されているシス
コスイッチと通信できます。アクセスポイントベースのトラッキングでは、Unified CMにアッ
プストリームインフラストラクチャ情報を通信する IPv6専用電話が必要です。アクセスポイ
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ント設定およびDiscoveryの詳細については、『Cisco Emergency Responder Administration Guide』
を参照してください。

Emergency Responderは、Unified CMに登録されているエンドポイントを追跡し、適切な PSAP
にアクセスして正しいロケーション情報を取得できるように緊急コール処理機能を提供しま

す。

Emergency Responderは次のコンポーネントと連動します。

• Unified CMクラスタ（次のメソッドを使用）。

• JTAPI、SNMP V3/V2、および IPv4インターフェイスを使用するAXLによって、設定
済みの IP Phoneに関する IPv6情報を収集します。Emergency Responderと Unified CM
は IPv6対応です。

• JTAPIによって、適切な PSAPゲートウェイへのコールのリダイレクションに関連付
けられている呼処理を許可します。

• Unified CMに関連付けられている電話が接続しているアクセススイッチ（SNMP IPv4ま
たは IPv6を使用）。Unified CMは IPv6対応で、IPv4トランスポートを使用してEmergency
Responderと通信します。Emergency Responderとスイッチの間のインターフェイスは IPv6
であり、SNMP V3/V2がサポートされます。

IPv6専用エンドポイントでの Emergency Responderの制限

IPv6専用エンドポイントに関しては、次のような制限があります。

•アナログ電話から Emergency Responderへのコールは、IPv4ゲートウェイに接続する必要
があります。

•テレワーカーおよびオフプレミスの機能は、IPv4でのみ機能します。
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第 11 章

アプリケーション

•アプリケーションの概要（129ページ）

アプリケーションの概要

音声メディアを終端させることができるすべてのシスコアプリケーションは IPv4のみをサポー
トしています。これらのアプリケーションの場合、IPv6専用デバイスから IPv4専用アプリケー
ションにコールが発信されると、次の図に示すように、Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）が音声メディアを IPv6から IPv4に変換するメディアターミネーションポイン
ト（MTP）を挿入します。

図 45 : IPv6と IPv4の変換用に挿入されたMTP

ボイスメール

Cisco Unity Connectionはすべてのインターフェイスの IPv6をサポートし、Cisco Unity Express
は IPv4のみをサポートします。
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LDAPディレクトリ統合

Unified CMは、ディレクトリ同期に Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）を使用する
IPv4をサポートしています。IP Phone 8800および 7800はUDS（http）を実行します。IP Phone
はパーソナルおよび社内ディレクトリ用に CCMPDおよび CCMCIPサービスを使用します。
これらのサービスは IPV6対応です。Unified CMから ADへのバックエンドインターフェイス
では IPv6に対する検証が実行されないため、IPv4専用である必要があります。

ネイティブ Unified CMアプリケーション

クラスタ全体のエクステンションモビリティ、IP Phoneサービス、Cisco Unified Communications
Manager Assistant、Cisco Unified Communications Attendant Console、MRA、およびWeb Dialerは
IPv4専用をサポートしています。

デバイスモビリティ

デバイスモビリティは、IPv4専用、IPv6専用、およびデュアルスタックデバイスでのみサ
ポートされます。

Unified CM IM and Presenceサービス

Cisco Unified Communications Manager IM and Presenceサービス（IM and Presenceサービス）、
Cisco IM and Presenceサービスクライアント、Cisco IP Phone Messengerは IPv6専用をサポート
しています。

シスコモビリティアプリケーション

モビリティアプリケーションは IPv6専用をサポートしています。

Cisco Jabberアプリケーション

Cisco Jabberアプリケーションはデスクトップオンプレミスアプリケーションの展開のみに対
して IPv6専用をサポートしています。Cisco Expresswayの IPv6専用サポートに制限があるた
め、MRAの場合は Jabberをデュアルスタック（IPv6優先）用に設定する必要があります。こ
のデュアルスタックでは、ANATをメディアとして適用できません。これは、RFC 6555のみ
に基づくアプリケーションサーバインターフェイス向けです。

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（Unified SRST）は、デュアルスタックアプリ
ケーションサーバとして機能し、保留/再開、フォワーディング、3WC、転送、MOH、IPv4
モードの ATA FAXなどの IP Phone回線側機能を備えた次のデバイスをサポートします。

• Unified SRST 12.0は ISR 4Kルータに基づいて SIPシグナリングを使用する、IPv6専用ア
ドレッシングモードの音声専用サービスに対して次の Cisco IP Phoneをサポートしていま
す。

• Cisco IP Phone 7811、7821、7841、および 7861をサポート

• Cisco IP Phone 8811、8841、8845、8851、8861、および 8865をサポート
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•サポートされないエンドポイント：Jabberおよび SCCP IP Phone

• Unified SRST 12.0では、IPv4または IPv6のメディア選択をサポートする SCCPシグナリ
ングおよび SIP SDP ANATデュアルスタック属性がサポートされません。

• Unified CMでは、すべての従来のデュアルスタック電話がデフォルトで IPv4専用 SIP
モードに設定されています。

• PSTNゲートウェイは、SIP IPv4専用または IPv6専用に設定できます。このゲート
ウェイは SP PSTNに対する着信、発信、および 911コールをサポートしています。

•メディアインターワーキング：UnifiedSRSTは、音声およびビデオ（予定）エンドポイン
トに IPv4から IPv6への RTPメディアインターワーキングを提供します。これは、IPv6
専用エンドポイントまたはゲートウェイから IPv4専用エンドポイントへのコールセット
アップ時に必要です。

詳細については、『Cisco Unified SCCP and SIP SRST System Administrator Guide』を参照してく
ださい。
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IPビデオテレフォニー

• IPビデオテレフォニーの概要（133ページ）

IPビデオテレフォニーの概要

IPビデオテレフォニーは CSR 12.0でテストされていません。（注）

IPv6移行は IPv4の Cisco優先アーキテクチャ導入の推奨事項に従います。エンタープライズ
コラボレーション向けCisco優先アーキテクチャ導入では、Cisco Unified Communications Manager
（Unified CM）がコール制御サーバとなります。Cisco IP Phone、Cisco Jabberクライアント、
Cisco TelePresenceビデオエンドポイントは、SIPを使用して Unified CMに直接登録します。
Unified CMクラスタのフェールオーバーメカニズムにより、エンドポイント登録の冗長性が
得られます。WAN障害が発生し、リモートロケーションのエンドポイントがUnified CMに登
録できない場合には、ローカルコールと PSTNコールでは SRST機能が使用されますが、ボイ
スメールやプレゼンスなど一部のサービスが使用できない可能性があります。

これらのテストは実施されていませんが、優先アーキテクチャドキュメントで指定されている

Cisco DXシリーズ、Cisco TelePresence MX、SX、および IX5000シリーズ製品は IPv6専用モー
ドのラボテストに使用できます。テストの対象ではない主な項目は、DHCP IPv6のサポート
です。IPv6アドレスを持つすべての製品を手動で設定する必要があります。このソリューショ
ンテストは、MRAがサポートされないオンプレミスデバイスに制限されます。CiscoExpressway
は IPv6をサポートしません。Cisco Telepresence Management Suiteなどのさまざまなビデオ会議
ソリューションは、ラボテストの範囲に含まれず、IPv4アドレッシングモードのままです。

CSR 12.0では、IPビデオテレフォニーは IP Phone、TelePresenceエンドポイント、および会議
コンポーネントのソリューションテストの対象ではなく、サポートされていません。現在地の

ラボテストガイドラインについては、シスコアカウントチームにお問い合わせください。

（注）
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図 46 :音声およびビデオメディアストリーム用のアドレッシングモード

Delayed Offerを使用するように設定されているANATが有効なデュアルスタック SIPトランク
間でビデオコールを行えます。通常は、これらのコールの音声およびビデオストリームの両

方で IPv4が使用されます。
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IPテレフォニーの移行オプション

• IPテレフォニーの移行オプションの概要（135ページ）

IPテレフォニーの移行オプションの概要

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）または従来の展開へのアップグレードに
よる IPv6の初回インストールでは、次のガイドラインに従うことをお勧めします。

展開モデル

Cisco Unified CMでは、単一サイト展開、分散型呼処理を使用するマルチサイト展開、および
集中呼処理を使用するマルチサイト展開で IPv6がサポートされています。IPv6導入には、少
なくとも次の製品が必要です。

•デュアルスタック IPv6 Unified CMサーバ

•メディアインターワーキング用のMTP

• IPv6専用 IP Phone

他のすべてのコンポーネントおよびインターフェイスは、IPv4のまま残すことができます。
Unified CMはMTPを挿入して、さまざまな使用例のメディアインターワーキングを実現しま
す。

キャンパスネットワークおよびWAN

Unified CMクラスタで IPv6を有効にする前に、キャンパスネットワークとWANの両方で
IPv4と IPv6の両方のトラフィックがサポートされることを確認します。レイヤ 3キャンパス
とWANには、デュアルスタック（IPv4および IPv6）ルーティングが推奨されます。

クラスタ全体の IPv6設定

Unified Communicationsネットワーク上の IPv6トラフィック量を最大化するには、クラスタ全
体の IPv6エンタープライズパラメータに次の設定を使用します。

• [IPv6の有効化（Enable IPv6）]：[はい（True）]
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• [メディア用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Media）]：
[IPv6]

• [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]：[IPv6]

共通デバイス設定プロファイル

複数の共通デバイス設定プロファイルを使用すると、個々の電話およびトランク、または電話

および SIPトランクのグループを選択して IPv6をサポートするように設定できます。

Unified CM Administrationの共通デバイス設定プロファイル（[デバイス（Device）] > [デバイ
スの設定（Device Settings）] > [共通デバイス設定（CommonDevice Configuration）]）には、
次の IPv6設定情報が含まれています。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]

• [シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]

• [電話のステートフル自動設定を許可（Allow Stateful Auto-Configuration for Phones）]

DHCP

電話のステートレスアドレス自動設定（SLAAC）でステートレス DHCPも使用できますが、
ステートフル DHCPv6が推奨されます。

MTP

マルチサイトの分散型呼処理配置では、ほとんどの場合、IPv4と IPv6の変換に Cisco IOSメ
ディアターミネーションポイント（MTP）を使用する必要があります。これらのMTPは電話
と SIPトランクの両方のメディアリソースグループ（MRG）に関連付ける必要があります。

IPv6 SIPトランク

IPv6 SIPトランクは、代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）が有効になっていない
Delayed Offerとして設定する必要があります。ただし、すべてのコールに対してMTPリソー
スを使用するEarly Offer用に設定された（[MTPが必要（MTP required）]）SIPトランクは、ビ
デオコールおよび暗号化されたコールをサポートしません。

IPフォン

IPv6専用電話サポートは IPv4の枯渇を緩和するため、CSR 12.0の主要機能です。適用可能な
場合は、すべての IP Phoneを IPv6専用として設定することをお勧めします。他のすべての IP
Phoneは、IPv4として設定する必要があります。デュアルスタック IP Phoneでは ANATが必
要です（Unified SRSTコールエージェントではサポートされていません）。
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ISDN PSTNゲートウェイおよび SRST ISR 4000

IPv6専用ネットワークに移行してMTP要件を軽減するには、Delay Offer SIP IPv6専用トラン
クを使用して ISDN PSTNゲートウェイおよび SRST ISR 4000を設定します。
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セキュリティ

•セキュリティの概要（139ページ）
• IPv6音声シグナリングおよびメディアのプライバシーと暗号化（139ページ）
• IPv4と IPv6との間の暗号化されたメディアおよびMTP（140ページ）
• CAPFと CTL（141ページ）
• IPv6コラボレーショントラフィックおよびファイアウォール（142ページ）
• Cisco Unified Border Element（142ページ）
•セキュリティおよび IPv6トラフィック（142ページ）

セキュリティの概要
IPv4と IPv6を各プロトコルの安全性という面で比較すると、IPv6にはいくつかの利点と欠点
がありますが、全体的には IPv4と同等の安全性を備えています。IPv6固有の利点の 1つは、
IPv6サブネットおよびネットワークのサイズが非常に大きいことです。これにより、自動ス
キャンおよびワーム伝播に対する保護が改善されます。典型的なセキュリティ上の欠点は、

IPv6のアドレッシングの複雑さと、ネットワーク管理者が IPv6プロトコルおよび IPv6セキュ
リティツールに精通していない可能性があることです。

一般に、IPv4のセキュリティに関する従来の問題のほとんどは IPv6でも対処が必要です。た
とえば、IPv4のAddress Resolution Protocol（ARP）のセキュリティ問題は、IPv6のネイバー探
索（ND）のセキュリティ問題に置き換えられます。

CSR 12.0では、IPv6セキュリティ設定にファイアウォール、sRTP、TLSなど、IPv4と同じ機
能があります。

IPv6音声シグナリングおよびメディアのプライバシーと
暗号化

CSR 12.0の音声サービスを対象としたソリューションテストは実施されていません。（注）
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Internet Engineering Task Force（IETF）およびRFC 4301～ 4303では、IPセキュリティ（IPsec）
を使用した IPv6の認証および暗号化が要求されています。ただし、従来の IPv4 Unified
Communicationsエンドポイントとのインターワーキング問題を避けるため、Cisco Unified
Communications Manager（Unified CM）IPv4および IPv6導入では、引き続き Transport Layer
Security（TLS）と Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）を使用して、IP Phone間、IP
Phoneと SIPゲートウェイおよびトランクの間で認証および暗号化を実行します。

IPsecは、IPv4ベースの H.323接続およびMedia Gateway Control Protocol（MGCP）ゲートウェ
イ接続にも使用できます。

Cisco Unified CMは次のセキュアなトランスポートプロトコルを提供します。

•トランスポート層セキュリティ（TLS）

TLSはセキュアポートと証明書交換を使用して、2つのシステム間またはデバイス間でセ
キュアな信頼できるデータ転送を実現します。TLSは音声ドメインへのアクセスが行われ
ないように、Unified CM制御システム、デバイス、およびプロセス間の接続を保護および
制御します。Unified CMは TLSを使用して、Skinny Client Control Protocol（SCCP）を実
行している電話への SCCPコール、および SIPを実行している電話への SIPコールを保護
します。

• IPセキュリティ（IPsec）

IPsecは、Unified CMとゲートウェイの間の安全かつ信頼性の高いデータ転送を実現しま
す。IPv4ベースの IPsecは、Cisco IOS MGCPおよびH.323ゲートウェイにシグナリング認
証および暗号化を実装します。

Secure Real-Time Transport Protocol（SRTP）をTLSおよび IPsec転送サービスに追加して、SRTP
をサポートするデバイスのセキュリティレベルを強化できます。SRTPはメディアストリーム
を認証および暗号化し、Cisco Unified IP Phoneの TDMまたはアナログ音声ゲートウェイポー
トで発信または終端される音声会話を、音声ドメインへのアクセス権を得た盗聴者から確実に

保護します。SRTPは、リプレイ攻撃に対する保護を追加します。

Unified CMセキュリティの詳細については、次のWebサイトで入手できる『Cisco Unified
Communications Manager Security Guide』を参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html

IPv4と IPv6との間の暗号化されたメディアおよびMTP
Unified CMでは、デュアルスタック（IPv4および IPv6）とシングルスタック（IPv4または
IPv6）のデバイス間で暗号化されたコールをサポートしています。着信側デバイスと発信側デ
バイスの間に IPアドレッシングバージョンの不一致が存在する場合、Unified CMは動的に
MTPを挿入して暗号化された音声ストリームの IPヘッダーを変換します。動的に挿入された
このMTPは、暗号化されたメディアストリームに対してパススルーコーデックを使用し、IP
ヘッダーのみを IPv4から IPv6（および IPv6から IPv4）に変更します。
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図 47 : Unified CMによるアドレッシングモードの解決

CAPFと CTL
認証局プロキシ機能（CAPF）は、IPv4アドレッシングと IPv6アドレッシングの両方をサポー
トし、電話との通信および標準的なセキュリティ証明書機能の実行に TCP/IPを使用します。
IPv6対応の Unified CMクラスタでは、CAPFに次の機能があります。

• IPv4専用 IP Phoneに証明書を発行してアップグレードする

• IPv6専用 IP Phoneに証明書を発行してアップグレードする

•デュアルスタック（IPv4および IPv6）IP Phoneに証明書を発行してアップグレードする

証明書信頼リスト（CTL）には、新しい IPv6機能は必要ありません。
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IPv6コラボレーショントラフィックおよびファイアウォー
ル

Cisco適応型セキュリティアプライアンス（ASA）は IPv6向けに SCCPまたは SIPをサポート
しているため、IPv6音声トラフィック用に動的にピンホールを開く際に使用できます。この製
品は、IPv6トラフィック用の基本的なファイアウォールとトラフィックフィルタリング機能
をサポートしています。

IPv6のベーシックファイアウォール機能を実装する場合は、次のドキュメントを参照してく
ださい。

• Cisco ASA 5500-Xシリーズファイアウォールのコンフィギュレーションガイド

https://www.cisco.com/c/en/us/support/security/asa-5500-series-next-generation-firewalls/products-installation-and-configuration-guides-list.html

• Catalyst 6500シリーズスイッチのコンフィギュレーションガイド

https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/catalyst-6500-series-switches/products-installation-and-configuration-guides-list.html

Cisco Unified Border Element
Cisco IOSベース ISR 4000 G3 Cisco Unified Border Elementでは、次のことが可能です。

•セッションの 1つのレッグで SIP IPv6コールを終了し、別のレッグで SIP IPv4コールを生
成する。

•セッションの 1つのレッグで SIP IPv6コールを終了し、別のレッグで SIP IPv6コールを生
成する。

この機能により、エンタープライズ IPv6ネットワークとサービスプロバイダー IPv4ネット
ワーク間の基本的な相互接続が可能になります。

メディアとシグナリングの両方の処理を含む基本的なコールがサポートされます。IPv6を介し
た基本的な補足サービスはサポートされますが、H.323 IPv6コールはサポートされません。

セキュリティおよび IPv6トラフィック
この章に記載されているシスコのセキュリティプラットフォームおよび製品の今後のリリース

では、IPv6コラボレーショントラフィックがサポートされます。ただし、これらの製品でコ
ラボレーショントラフィックの IPv6がサポートされるようになるまでは、すべての IPv6音声
トラフィックをエンタープライズネットワーク内に保持することをお勧めします。

キャンパスネットワーク内でファイアウォールを使用する（たとえば、Unified CM、一元化さ
れたメディアリソース、および他の音声アプリケーションを保護する）場合は、Unified CM
の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]
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を [IPv4]に変更し、すべての SCCPおよび SIPシグナリングトラフィックの検査を許可しま
す。代わりに、アクセスコントロールリスト（ACL）を使用して IPv6トラフィックに対して
ファイアウォールを開くこともできます。
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第 15 章

コラボレーションエンドポイント

•コラボレーションエンドポイントの IPv6機能（145ページ）
• Cisco IP Phoneでの IPv6サポート（146ページ）

コラボレーションエンドポイントの IPv6機能
この章では、シスココラボレーションエンドポイントとその IPv6機能の一部について説明し
ます。次の表に、エンドポイントタイプとそれぞれの IPv6機能の概要を示します。IPv6サ
ポートは、Ciscoアナログゲートウェイと IP Phoneのサブセットにのみ適用されます。以降の
項で、これらのデバイスについて詳しく説明します。

表 16 :コラボレーションエンドポイントの IPv6機能

IPv6機能エンドポイントタイプ

ISR 4000は IPv6専用のCisco VGシリーズゲー
トウェイをサポートしていません。

アナログゲートウェイ

Cisco Unified IP Phone 7800および 8800シリー
ズは IPv6専用をサポートしています。

Cisco IP Phone

Jabberソフトウェアベースのエンドポイント
は IPv6をサポートしています。

ソフトウェアベースのエンドポイント

ワイヤレスエンドポイントは IPv6をサポート
していません。

ワイヤレスエンドポイント

Conference Stationは IPv6をサポートしていま
す。

Cisco Unified IP Conference Station

ソリューションテストが実施されていません。Cisco TelePresenceビデオエンドポイント（CE
ソフトウェア）

サードパーティの IPv6対応電話はサポートさ
れていません。

サードパーティ製 SIP IP Phone
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Cisco IP Phoneでの IPv6サポート

IPv6専用をサポートする CSR 12.0エンドポイントのリストについては、CSR 12.0製品の推奨
される IPv6アドレッシングモード（21ページ）を参照してください。リストに記載されて
いないエンドポイントは、IPv4専用スタックで設定する必要があります。

単一の IPv4アドレスを持つ電話は、単一の IPv6アドレスを持つ電話と通信する必要があるた
め、IPアドレッシングバージョンの非互換性が存在することになります。このメディアアド
レッシングの非互換性を解決するために、Unified CMはメディアターミネーションポイント
（MTP）を動的に挿入して、メディアストリームを IPv4から IPv6（または IPv6から IPv4）
に変換します。

IPv6ネットワークでの IP Phoneの導入に関する考慮事項

通常、IP Phoneの [PCの音声VLANへのアクセス（PC Voice VLAN Access）]設定は、モニタリ
ングおよび録音アプリケーションと、ネットワーク監視ソフトウェアによる IPPhoneトラフィッ
クのモニタリングを許可する際に使用します。この設定では、音声 VLANから IP Phoneの PC
ポートにマルチキャストトラフィックが伝播されるようにすることもできます。IP Phoneで
は、デフォルトで [PCの音声VLANへのアクセス（PC Voice VLAN Access）]設定が有効になっ
ています。

IPv6対応のネットワークでは、このデフォルトの [PCの音声VLANへのアクセス（PC Voice
VLAN Access）]設定を使用して、音声 VLANから IP Phoneの PCポートへのルータアドバタ
イズ（RA）マルチキャストメッセージの送信を許可できます。通常、PCは音声 VLAN用に
設定されておらず、802.1gタギングを認識しないため、音声VLANタグ付きで受信したパケッ
トをドロップします。ただし、PCが音声VLANタグ付きパケットを受信して、音声VLANの
RAを使用した場合、音声 VLANの IPv6アドレスが PCに割り当てられることがあります。

PCポートデバイスに対する不適切な IPv6アドレスの割り当ての問題が発生した場合は、次の
いずれかの方法を使用してこの問題を解決してください。

•音声 VLANのルータによって送信される RAのプレフィックスライフタイムをデータ
VLANのルータによって送信される RAのライフタイム値よりも短く設定し、さらに、
データ VLAN内のルータの優先順位が音声 VLAN内のルータよりも高いことを確認しま
す。アドレス選択アルゴリズム（RFC 3484）を使用するデータ VLAN内の IPv6デバイス
は、RAに含まれる最長ライフタイムのネットワークプレフィックスを選択するため、
データ VLAN内のルータが優先されます。

•上記の問題の影響を受けるデバイスが接続されているすべての IP Phoneで、IP Phoneの
[PCの音声VLANへのアクセス（PC Voice VLAN Access）]設定を無効に設定します。電話
の数が多い場合は、Unified CM一括管理ツール（BAT）を使用して、この設定変更を一括
でプロビジョニングできます。
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共通デバイス設定プロファイル

電話で IPv6を設定するプロセスは、SIPトランクのプロセスと同様です。Cisco Unified CM
Administrationで、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通デバイ
ス設定（Common Device Configuration）] >を選択し、共通デバイス設定プロファイルを作成
および設定して、1つ以上の IP Phoneに関連付けます。共通デバイス設定プロファイルには、
次の IPv6設定情報が含まれています。

• IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）

•シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）

•電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）

IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）

電話の [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]には、次の 3つの設定があります。

• [IPv4のみ（IPv4 Only）]

このモードの場合、電話はすべてのシグナリングおよびメディア用に 1つの IPv4アドレ
スのみを取得して使用します。電話が以前に取得した IPv6アドレスがある場合、そのア
ドレスは解放されます。

• [IPv6のみ（IPv6 Only）]

このモードの場合、電話はすべてのシグナリングおよびメディア用に 1つの IPv6アドレ
スのみを取得して使用します。電話が以前に取得した IPv4アドレスがある場合、そのア
ドレスは解放されます。

• [IPv4と IPv6（IPv4 and IPv6）]

このモードの場合、電話は IPv4アドレスおよび IPv6アドレスを 1つずつ取得して使用し
ます。メディアの必要に応じて IPv4および IPv6アドレスを使用できます。Unified CMへ
のコール制御シグナリングには、IPv4アドレスまたは IPv6アドレスのいずれかが使用さ
れます。

IPv6が Unified CMクラスタで有効な場合、IPアドレッシングモードのデフォルト電話設定は
[IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]です。IP Phoneが IPv4と IPv6の両方をサポートしている場合
はこの設定が適用されますが、すべての IPv4専用電話はこの設定を無視します。

電話の [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]を [IPv4とIPv6（IPv4 and IPv6）]に設
定することをお勧めします。[IPv6のみ（IPv6 Only）]の設定はお勧めしません。テスト環境で
のみ使用してください。IPv6専用電話の機能の詳細については、「IPv6専用電話」（15-7ペー
ジ）を参照してください。
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シグナリング用の IPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）

電話の [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]には 3つの設定があります。

• [IPv4]

電話に IPv4アドレスがある場合は、Unified CMへのコール制御シグナリングにその IPv4
アドレスが使用されます。

• [IPv6]

電話に IPv6アドレスがある場合は、Unified CMへのコール制御シグナリングにその IPv6
アドレスが使用されます。

• [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

この場合、電話はシグナリング用の IPアドレッシングモードに対して、クラスタ全体の
エンタープライズパラメータ設定の値を使用します。

IPv6が Unified CMクラスタで有効な場合、シグナリング用の IPアドレッシングモードのデ
フォルト電話設定は [システムデフォルトの使用（Use System Default）]です。IP Phoneが IPv6
または IPv4と IPv6の両方をサポートしている場合、シグナリング用の IPアドレッシングモー
ドに対してクラスタ全体の設定が適用されますが、すべての IPv4専用電話はこの設定を無視
します。

電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）

[電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]には、次の 3つの設定がありま
す。

• [オン（On）]

この設定により、電話はステートレスアドレス自動設定（SLAAC）を使用して IPv6アド
レスを取得できます。電話がSLAACを使用するかどうかは、次のように、ルータアドバ
タイズ（RA）に対するリンクローカルルータの OおよびMビット設定によって決まり
ます。

•ルータのRAでOビットを設定すると、電話は IPv6アドレスの取得に SLAACを使用
し、TFTPサーバアドレスなど、その他の情報の取得には DHCPサーバを使用しま
す。

•ルータの RAでMビットを設定すると、電話は SLAACを使用しません。代わりに、
DHCPサーバを使用して IPアドレスおよびその他の情報を取得します（ステートフ
ル DHCP）。

• Mビットと Oビットのいずれも設定しないと、電話は SLAACを使用して IPアドレ
スを取得し、その他の情報のためにDHCPを使用することはありません。電話が設定
ファイルをダウンロードしてUnified CMに登録するには、TFTPサーバアドレスも必
要です。この TFTPサーバアドレスは、電話のユーザインターフェイス（UI）を使
用して手動で設定できます。
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• [オフ（Off）]

この設定を使用すると、電話がステートレスアドレス自動設定（SLAAC）を使用して IPv6
アドレスを取得することはありません。この場合は、電話を手動で設定するかステートフ

ル DHCPv6を使用して、IPv6アドレスおよび TFTPサーバアドレスを取得できます。

• [デフォルト（Default）]

この設定により、電話は [電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）]
に対してクラスタ全体のエンタープライズパラメータ設定の値を使用します。

デフォルトの共通デバイス設定プロファイル

デフォルトでは共通デバイス設定プロファイルは設定されておらず、各デバイスは [<なし>
（<None>）]の共通デバイス設定に関連付けられています。このデフォルト設定を使用する
Unified CMクラスタで IPv6が有効な場合、IPv6対応デバイスは次の設定を採用します。

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）] = [IPv4またはIPv6（IPv4 or IPv6）]

• [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）] = [システムデフォルトの使用（Use System Default）]

• [電話の自動設定を許可（Allow Auto-Configuration for Phones）] = [デフォルト（Default）]

図 48 : IP PhoneのMTP使用に対するメディア用の IPアドレッシングモードの影響

その他の IPフォン機能

以下の機能も、Cisco IP Phoneでの IPv6の使用に影響します。
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TFTP

前述したように、TFTPサーバは IPv4と IPv6の両方のアドレスをサポートしています。IPv4
専用電話は受信した IPv4 TFTPアドレスを使用して TFTPサーバに到達し、IPv6専用電話は受
信した IPv6 TFTPアドレスを使用して TFTPサーバに到達します。デュアルスタック電話は、
IPv4 TFTPアドレスまたは IPv6 TFTPアドレスのどちらを使用しても TFTPサーバに到達でき
ます。

次の IPv6情報が TFTPサーバから設定ファイルで電話に送信されます。

• Unified CMの IPv4および IPv6アドレス

• [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]の設定

• [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定（IP Addressing Mode Preference for
Signaling）]の設定

• [電話のステートレス自動設定を許可（Allow Stateless Auto-Configuration for Phones）]の設
定

デュアルスタック IP Phoneの Unified CM登録

デュアルスタック電話は、TFTP設定ファイルに含まれる [シグナリング用のIPアドレッシング
モード設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]パラメータで指定された優先（IPv4
または IPv6）アドレスを使用して、Unified CMへの接続を試行します。TCPタイムアウトの
ために接続の最初の試行が失敗すると、電話は他のアドレスを使用して Unified CMへの接続
を試みます。

IP Phoneの HTTPサーバ機能

すべての IP PhoneのHTTPサーバ機能で IPv4専用または IPv6専用が使用されます。HTTPサー
バは次のようないくつかの機能を備えています。

•下記への電話ユーザインターフェイスアクセス

•ディレクトリ検索機能

•コール履歴

•すべての IP Phoneサービス

•エクステンションモビリティ

• IPv4専用対応の品質レポートツール（QRT）

• Unified CM電話管理のグラフィカルユーザインターフェイスを介した電話へのWebアク
セス

CDPおよび LLDP

IP Phoneは、データリンク層の Cisco Discovery Protocol（CDP）および Link Layer Discovery
Protocol（LLDP）メッセージでの IPv4および IPv6アドレスの送受信をサポートしています。
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現在、シスコアプリケーションでは LLDPメッセージで送信される IPv6アドレスを使用しま
せん。CDPは、Emergency Responderとデスクフォンデバイスの検出に適用されます。

IPv6専用電話

IPv6専用の IPアドレッシングモードが設定されている IP Phoneは、実稼動ネットワークを導
入する前に確認する必要がある複数の機能制限の対象になります。ここでは、これらの制限に

ついて説明します。

•次の機能は IPv6専用電話では使用できません。

• EMCC

• NTPv6

• IPv6専用電話では、同じ電話間でファイルを配布するためのピアファームウェア共
有（PFS）はサポートされていません。IPv6対応電話は IPv6アドレスを使用するロー
ドサーバをサポートします。

• Jabber向けCASTプロトコル（デスクフォンデバイスへの接続を確立および維持しま
す）

• MRA

•スイッチサポート（今後の予定がなく、スイッチによって廃止される）が必要なPower
Save Plus（EnergyWise）

• VPNv6

• IPv6専用のアウトオブバンドおよびブート

• IPv6マルチキャスト（MOH）。Unified CMは IPv6マルチキャストMOHをサポート
していません（ソリューション要件ではない）

•デバイスモビリティは IPサブネット情報を使用してモバイルデバイスを見つけますが、
IPv6専用電話ではこの機能がサポートされません。
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第 16 章

付録

• IPv6の製品構成リソース（153ページ）
•ドキュメントの説明（154ページ）
• ANAT SIP SDP属性の廃止（155ページ）

IPv6の製品構成リソース

IPv6用に CSR 12.0製品を設定するには、製品構成ガイドを参照してください。

表 17 : CSR 12.0エンドポイント

IPv6構成リソースエンドポイント（SIP）

アドミニストレーションガイドCisco IP Phone 7800シリーズ

アドミニストレーションガイドCisco IP Phone 8800シリーズ

オンプレミス導入ガイドCisco Jabber

サポートCisco DX70および DX80（CEエンドポイン
ト）

サポートCisco TelePresence MXシリーズ（CEエンドポ
イント）

サポートCisco TelePresence SXシリーズ（CEエンドポ
イント）

表 18 : CSR 12.0通信ゲートウェイ

IPv6構成リソースゲートウェイ

コンフィギュレーションガイドCisco 4000シリーズサービス統合型ルータ
（ISR）
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IPv6構成リソースゲートウェイ

CUBE構成ガイドCisco 2900および 3900シリーズサービス統合
型ルータ（ISR）（CUBE向け）

表 19 : CSR 12.0アプリケーションおよびインターフェイス

IPv6構成リソースアプリケーションまたはインターフェイス

システム構成ガイドCisco Unified Communications Manager（Unified
CM）

設定および管理ガイドUnified CM IM and Presenceサービス（IM and
Presenceサービス）

アドミニストレーションガイドCisco Unified Survivable Remote Site Telephony
（Unified SRST）

ソリューション設計ガイドCisco Unified Contact Center Enterprise（Unified
CCE）

ソリューション設計ガイドCisco Unified Contact Center Express（Unified
CCX）

アドミニストレーションガイドCisco Emergency Responder

システムアドミニストレーションガイド

インテグレーションガイド

Cisco Unity Connection

サポートCisco Prime Collaboration

ドキュメントの説明

このドキュメントの内容は、IPv6導入の原因が IPv4の枯渇ではなく、DoD要件に起因するデュ
アルスタックのコラボレーション IPエンドポイントに基づいています。これらの目的は IPv6
を徐々にロールアウトすることであり、IPv6専用ネットワークは目的ではありませんでした。
IPv4および IPv6のメディアインターワーキング（MTP）を減らすために、ANATの SIP SDP
属性を使用して各エンドポイントが IPv4と IPv6の両方のアドレスとともに実装されました。
エンタープライズネットワークの場合、IPv4アドレスを IPv6デバイスに割り当てることはで
きませんでした。すべての導入事例で IPv6アドレスのみを割り当てる必要があります。

CSR 12.0以降、適用可能な場合は IPv6専用デバイス設定を展開することがシスコのベストプ
ラクティスおよび推奨事項です（通常はエンドポイントとPSTNゲートウェイ）。サードパー
ティ製品およびアプリケーションを含むあらゆるデバイスが IPv6専用に対応するまで、すべ
てのアプリケーションサーバが従来の IPv4デバイスをすべてサポートするためには、IPv4ア
ドレスと IPv6アドレス（デュアルスタック）が必要です。
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この CSR 12.0ドキュメントでは、CSR 12.0のソリューションテストおよび TACサポートの
対象ではない現在の ANAT設定情報が使用されます。さまざまな設定タブで示されているよ
うに、Unified CMのデフォルト値は現在も DoDのデフォルト値と同じです。

今後このドキュメントは、市場の要求と DoDの承認をもとに更新され、ANAT RFC 4091およ
び 4092は廃止されます。Unified CMの設定タブは、次のメジャーリリースで IPv6の新しいデ
フォルト値に応じて更新される予定です。

IPv6はすべてのオンプレミス導入モードに適用できます。単一サイトの呼処理配置、マルチサ
イトの分散型呼処理配置、集中呼処理を使用するマルチサイト配置を、下記のように IPv6に
アップグレードして、IPv4アドレスへの依存を軽減することができます。以下のアップグレー
ドおよび設定をお勧めします。

• IPv6専用スタックの SIP電話、SIPゲートウェイ、および SIPトランク

• IPv4専用スタックおよび IPv6専用スタック（デュアルスタック）の Cisco Unified
Communications Manager（Unified CM）クラスタとその他のアプリケーションサーバ

• IPv4専用のすべてのサードパーティ製品とアプリケーション

ANAT SIP SDP属性の廃止

国防総省（DoD）の認定要件により、代替ネットワークアドレスタイプ（ANAT）のRFC 4091
および 4092が作成されました。ANATでは、一連のネットワークアドレスでメディアスト
リームを構築できます。これは、IPv4専用ホストと IPv6専用ホストの両方を備えた環境で役
立ちます。この機能を使用するには、すべてのデバイスに IPv4アドレスと IPv6アドレスを割
り当てる必要があります。ANATは、Cisco Unified Communicationシステムリリース 7.1.2で
も実装されました。ただし、すべてのデバイスに IPv4と IPv6の両方のアドレスが必要なた
め、ANATは現在数が減ってしまっている IPv4アドレスへの依存を軽減することには効果が
ありません。大企業顧客からのフィードバックや新しい IPアドレスのニーズに基づき、ANAT
SIP SDP属性は Internet Engineering Task Force（IETF）によって廃止されました。

CSR 12.0以降、適用可能な場合は IPv6専用デバイス設定を展開することをお勧めします（通
常はエンドポイント）。すべてのデバイスが IPv6専用に対応するまで、すべてのサーバ、サー
ドパーティ製品、およびアプリケーションが従来の IPv4デバイスをすべてサポートするため
には、IPv4アドレスと IPv6アドレスが必要です。
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